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本書は、県営広域営農団地農道整備事業に伴って発掘調査された山梨県長坂町長坂上条字紺屋に

所在する紺屋遺跡の発掘調査報告書であ ります。

この紺屋遺跡は、八ケ岳山麓の標高660メ ー トル付近の台地上に立地 し、東側には龍角西遺跡、

谷を挟んだ西側には古墳時代前期の方形周濤墓が発見された北村遺跡が存在するなど歴史性の豊か

な地域にあります。

同町教育委員会によって1998年 12月 から翌年 3月 にかけて実施された当遺跡の西側の発掘調査で

は、縄文時代や平安時代の住居跡や中世の墓地跡が発見され、同地域が当該期の遺跡に恵まれた所

であることはよく知られてお りましたが、今回の調査でも平安時代や中世の遺構群が多数確認され

多くの成果を収めることができました。

遺跡の内容については、本報告書で詳細にのべておりますので参照 していただきたぃと思います

が、平安時代の竪穴住居跡はおおよそ10世紀前後の所産で、「千」「栢」「長」などの墨書土器も多

数出上し、またムラの農工具を作 りなおした作業場的な小鍛冶遺構を伴 うなど、八ケ岳山麓を舞台

に営まれた古代村落の様相をここでもよくあらわしたものとなっています。

本遺跡でとくに特色となったものは、14世紀末から15世紀ごろにつ くられた「方形竪穴状遺構」

あるいは「方形竪穴建物」と呼ばれている遺構群であります。調査区域内に合計 7棟確認されてい

ますが、地下 1メ ー トル以上のところに床をもち、柱を建て、イロリ状の施設も有 し、当該期に盛

んに利用された施設の状況をよく示 してお ります。こうした遺構群は近年、東 日本を中Jいに各地域

から発見されるようになり、倉庫とか住居とか、あるいは作業小屋、墓跡などといった諸説が交わ

されていますが、本遺跡の遺構群は良好な状態で検出されてお りますので、この分野の今後の研究

に大いに資するものと思われます。また、本遺跡と従前のこの地域の調査成果を重ねあわせてみま

すと、紺屋遺跡の中世のムラの様相が意外に計画性を帯びて浮かびあがってくるようにも思われ、

今後の研究に大きな課題を提起するのではないかと思います。本調査報告書がこうした地域史研究

に大いに資するとすれば誠に幸いとするところであります。

最後になりましたが、発掘調査の準備段階から本報告書刊行にいたるまで、地元長坂町当局をは

じめ各関係者各位、また発掘調査や整理作業に携わった多くの方々には多大なお世話をいただきま

した。ここに、深く感謝申し上げ序 といたします。

200餅千3月

紺屋遺跡発掘調査団

団 長 萩 原 三 雄



まずはじめにお読み下さい

この本は、山梨県北巨摩郡長坂町長坂下条字紺屋にある紺屋遺跡の発掘調査の結果を記録 したも

のです。山梨県が進めている、北巨摩地域をめぐる県営広域営農団地農道を建設する前に、遺跡が

あることがわか りましたので発掘調査を行いました。道路を建設するため遺跡が壊されて無 くなっ

てしまう前に、昔の人が使った土器などを掘 り出した り、住んだ家の跡などがどのような形だった

のかなど、できるだけ細かい記録を取った り、写真を撮った りしました。

この本は、無 くなってしまう遺跡の身代わ りとも言えるものです。ですから、遺跡の発掘調査か

ら得られたさまざまな情報 (家の形がどのようなものだったのか、土器がどこからどのような状態

で発見されたかなど)を、後世の人に伝えるためにできるだけ細かく書いています。そのため、な

かには専門的な言葉を使っているところも多く、一般の方々にはなかなか読みにくいものとなって

いると思います。こちらに遺跡の内容を簡単に書きましたので、まず、こちらをお読みになってか

ら、本文を読んでいただきますとよりわか りやすいかと思います。

紺屋遺跡は、日野春小学校から200mほ ど北の県道茅野・小淵沢・韮崎線 (通称 七里岩ライン)

の西側にあります。紺屋遺跡の周 りにもたくさんの遺跡があり、これまでに龍角遺跡、龍角西遺跡、

北村遺跡などが発掘調査されています。

紺屋遺跡の発掘調査は、1999(平成■)年 6月 から12月 まで行われましたが、その前年にも町教

育委員会によって、遺跡西側の約300だが発掘調査されました。調査によって今から4500年 ほど前

の縄文時代の竪穴住居跡 2軒、今から1000年 ほど前の平安時代の竪穴住居跡 3軒、戦国時代頃の五

輸塔の集積地点、墓地などが発見されています。

今回の調査は、前年度に引き続いて東側を発掘 したものです。発掘調査の結果、今から1000年ほ

ど前の平安時代の竪穴住居跡 7軒、小鍛冶遺構 1棟、15世紀頃造られたと考えられる中世の建物跡

7棟、濤16条、用途不明の穴の跡45、 柱穴状の跡48な どが発見されました。

平安時代の住居跡は、発見された土器の特徴などからいずれも10世紀前後に作られたものでした。

住居のなかにはカマ ドをが作られていて、住居内で煮炊きをしたことがわかっています。住居内か

らはたくさんの土師器と呼ばれる素焼きの上器をはじめ、愛知県地方で作られた陶器類 も発見され

ました。土師器の表面には「千」、「栢」、「長」などと墨で文字を書いた墨書土器と呼ばれるもの

も発見されました。何のために土器に墨で文字を書いたのかは、実際よくわかっていません。平安

時代の建物跡のなかの一つからは、たくさんの上器類とともに鎌や刀子 (小形のナイフ)な どの鉄

製品、鍛冶の際排出される鉄滓 (鉄のくず)な どが数多く発見されました。どうやらムラの鍛冶屋

さんだったようです。長坂町のある八ケ岳山麓は、今から1000年ほど前に盛んに農地の開発が行わ

れました。おそらくこの鍛冶屋さんも、開墾や農作業に必要な農具や工具を作った り、修理 したの

ではないかと考えられます。

今回の発掘調査で注目される調査成果として、中世の建物跡がまとまって発見されたことが揚げ

られ ます。 この建物跡は、近年北巨摩地域で発見が相次いでいるもので、方形竪穴建物、

方形竪穴建築址、方形竪穴状遺構などと呼ばれるもので 7棟発見されました。地面を 1～1.5mほ

どの深さで四角に掘 り、床には屋根を支えた柱穴や火を焚いた囲炉裏のような跡もみられました。



また、深く掘 り窪めたために、出入 り用の階段状のものが見つかっています。これは、木などで作

られたものではなく、竪穴を掘る際、地面を掘 り残 して階段状に作ったものです。床は入田部を中

心に堅く踏みしまっていたことから、土間ないし板敷きの床構造を持っていたことが考えられます。

建物は廃棄にあたって柱を抜き取ったようで、人の手によって埋め戻された様子が埋められた上の

観察から確認されています。建物内からは、愛知県地方の焼き物である古瀬戸や常滑の陶器類や中

国のお金であるJヒ宋銭などが見つかっています。どれもこの建物内で使用されたものではなく、ど

うやら建物を埋める土と一緒に捨てられ、埋まったのだと思われます。しかし、建物がいつ作られ

たのかおおよそ推定する資料にはなります。およそ14世紀後半から15世紀前半頃に作られた陶器類

が1/dと んどですので、建物が埋められたのは14世紀末から15世紀頃かと思われます。周辺の遺跡で

もこのような中世の建物跡の調査例がありますが、建物内からほとんど土器などが発見されず、い

つ頃作られたかわからない例が多いのですが、紺屋遺跡の場合、作られた時期がおおよそ特定でき

たことは貴重な調査例となったといえます。

このような地面を深く掘 り窪める中世の建物跡は、東 日本を中心として城や館内で多く発見され

ているようです。機能については、住居の1/aか 倉庫、作業小屋、戦闘時の緊急避難小屋などの用途

があると考えられています。紺屋遺跡でみつかった建物跡は、囲炉裏状の施設などがあり、明らか

に火を使用したことがわかっており、倉庫的な施設 としてではなく、建物のなかで一定期間の生活

や何らかの活動をしたものと考えられますが、それが何だったのかは明らかではありません。

県道を挟んで東にある龍角西遺跡からは、現在の県道に沿って中世と推定される道の跡が発見さ

れています。紺屋遺跡の真ん中付近からは、中世 と思われる濤が 3本平行して掘られているのが見

つかっています。道の跡 と一番東の濤はほぼ平行してお り、道を基準に濤が掘られたものと思われ

ます。先ほど紹介した中世の建物跡は、すべてこの道と濤に挟まれた所にあり、濤の外側からは中

世の建物はまったく発見されていません。どうやらコの字状の濤に囲まれた屋敷のような建物が、

道に面 してあったようです。今回の調査では、古瀬戸の梅瓶と呼ばれる酒徳利のような形をした

瓶子や茶壷、天目茶碗など、一般的な村からはめったに見つかることのないようなものが発見され

ました。おそらく、今回発見された方形竪穴状遺構と呼ばれる土を深く掘 り窪めた建物だけでなく、

太い柱を規則的に並べて作った大きな屋敷か何かが濤で囲まれた中にあったものと考えられます。

また、前年度の発掘調査により紺屋遺跡西隅からは中世のお墓が発見されています。このようにみ

ると、道を基準として濤がめぐり、その中には中世の建物群があり、濤で囲まれた屋敷地 とは離れ

たところに墓地が作られていたようです。実に計画的に、それぞれのものが配置されていたことが、

今回の発掘調査で明らかとな りました。

農道の幅10mほ どと、限られた発掘調査ではありましたが、以上のようなことがわかってきまし

た。紺屋遺跡の周辺には、さまざまなものがまだ地中に埋まっています。今後調査する機会があれ

ば、古代や中世の人々の暮らしがもっと鮮明になると思います。



例  言

1・ 本書は、山梨県北巨摩郡長坂町長坂下条字紺屋148併1番地外に所在する、紺屋遺跡の第 2次埋蔵文化財

発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、県営広域営農団地農道整備事業に先立って実施されたもので、長坂町の委託を受けた財団

法人山梨文化財研究所が紺屋遺跡発掘調査団を組織 し、発掘調査および整理作業にあたった。

3.本書の執筆は宮澤公雄が、編集は宮澤と伊東千代美の両名があたった。

4.本報告書作成のための作業分担は、以下の通 りである。

遺物洗浄・注記・接合 小沢恵津子 。齋藤ひろみ 。竜沢みち子・ 田中真紀美・保坂真澄

遺物復元 (石膏入れ)齋 藤ひろみ

遺物実測・拓本 小沢恵津子 。齋藤ひろみ 。竜沢みち子・ 田中真紀美・保坂真澄

遺構写真撮影 宮澤公雄

遺物写真撮影 佐野靖子

遺構 。遺物 トレース 伊東千代美 。小沢恵津子・齋藤ひろみ 。竜沢みち子

図版作成 小沢恵津子・齋藤ひろみ 。竜沢みち子 。田中真紀美・保坂真澄・岩崎満佐子

表作成 保坂真澄

その他 石川昭江 。井出仁美 。長田加代子 。川中裕二・小林貴子 。小林広美・斉藤拓弥・ 清水純代

奈良裕子 。野沢南海子・橋本はるみ 。初鹿野博之 。日向登茂子・深沢憲子・ 山本理奈 。米村祥央

鉄器保存処理 宇津宮則子・梶原 薫 。竜沢峯子・広瀬悦子・藤井多恵子

5.発掘調査および整理作業において一部の調査・業務を以下の機関に委託および依頼 した。

基準点測量     ltl東 雲

航空測量       彿 フジ・ テクノ

石器・石材鑑定    ∽ 山梨文化財研究所

測量データ図化・整理 御 コンピュータ・ システム

6.本書に関わる記録図面・写真・ 出土遺物等は、長坂町教育委員会に保管 している。

7.本遺跡の発掘調査および整理作業にあたっては、以下の各位・諸機関から多大なるご指導・ ご協力を賜っ

た。ここに記して深く感謝の意を表する次第である。

峡北土地改良事務所、長坂町、長坂町教育委員会、財団法人瀬戸市埋蔵文化財センケー、青木 修、

秋山圭子、飯村 均、植松生郎、川道 亨、小林金吾、小林静明、小林修一、齋木秀雄、佐野 隆、

藤澤良祐、河西 学、畑 大介、櫛原功一、平野 修

8.引用・参考文献は、執筆者順に巻末にまとめて記載 した。

9.紺屋遺跡の概要については、山梨県考古学協会 2000 『山梨考古』第75号、北巨摩市町村文化財担当

者会 2000 『八ケ岳考古』 (平成■年度年報)で紹介、記載しているが、本報告書をもって本報告とす

る。



例

1.遺跡全体におけるX・ Y座標は、平面直角座標第Ⅷ系のX=21,530.000m、 Y=-10,900.000m(北 緯

35° 48′ 217、 東経 138° 22′ 45″ )を基点 (X=0、 Y=0)と した座標値である。なお、各遺構平面図中に

示す方位は、すべて座標北を示 している。

なお、真北方向角は0° 04′ 14″ となる。

2.遺構 。遺物実測図の縮尺は、原貝↓として以下の通 りである。

遺構 堅穴住居・小鍛冶遺構・方形竪穴状遺構・土坑・ ピットー 1/40

カマ ド●火処-1/20、 濤-1/80・ 1/100

遺物 土器-1/3、 大形土器-1/6、 石製品-1/2、 大形石製品-1/6、

土製品-1/2、 鉄製品-1/2、 銭貨-1/1

2.遺構図版中で使用したスクリーントーンの凡例は以下の通 りである。

け∞石 □ 焼土 騒翻 炭化物

饉 粘土
llllllllll遺構地山

3.遺構図版中の遺物分布図のマークは以下の通 りである。

● 土師器   ■ 須恵器   ▲ 陶器   ▼ 銭貨

○ 石・石製品 □ 縄文土器  △ 鉄製品  ▽ その他  ☆ 鉄滓

4.遺物図版中で使用したスクリーントーンの凡例は以下の通りである。

‐ 須恵器   □ 陶器

El黒 色土器  □ 土器・石器磨面

5。 遺構図版中の遺物番号は遺物図版番号であ り、現地での遺物取 り上げ番号とは一致しない。遺物図版番

号と取 り上げ番号との対応関係は出土遺物観察表 (第 2表)お よび遺物一覧表 (第 7表)に示 した。また、

遺物分布図中の遺物接合線については、実線は接合関係を、破線は接合しないが同一個体であることを示

して↓ヽる。

6.遺構同一図版中の水糸 レベルは、原則的には統一 してあるが一部異なるものがある。また、遺構図版中

の柱穴の深さは一覧表に示 し、その際の深さは床面からの深さ (Cln)で あ り、( )内の数値は現状値で

ある。

7.遺構図版中および出土遺物観察表中の色調名は、農林水産省技術会議事務局監修『新版 標準土色帖』

(小山正忠・竹原秀雄 1993年版)に よる。

8.各遺構の床面積はプラニメータ (牛方 X― P L A N360d)を使用 して測定したが、その範囲はカマ

ドや柱穴も一部含む壁下端内の面積である。

9・ 本書で用いた地図は、長坂町発行の長坂町全図 (Ⅲ 10,000)お よび都市計画基本図 (1:2,500)で あるb

これらの地図の一部を複写ないし一部改変 して転載 している。
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第 1章 序 説

第 1節 調査に至る経緯

山梨県では、八ケ岳南麓を縦横断する広域営農団地農道整備事業を進めてお り、長坂町に対 しても、1993

(平成 5)年に事業案の提示が行われた。これを受け、長坂町教育委員会では同年より事業地内の確認調査

を実施している。その結果、当事業用地内においていくつかの遺跡の存在が明らかとな り、長坂下条字紺屋

地内においても平安時代の住居跡等の確認がされ、遺跡の存在が明らかとなった。当事業においてはこれま

でに多くの遺跡の発掘調査が実施されてお り、長坂町内でも北村遺跡 (199401995年 )、 龍角西遺跡 (1997・

1998年 )な どの調査が行われている。

1999年 4月 、長坂町教育委員会から財団法人山梨文化財研究所に対 し、広域農道建設に伴 う紺屋遺跡発掘

調査の正式な依頼があ り、長坂町 と協議 した結果、委託契約を結んで遺跡の発掘調査および整理作業にあた

ることとなった。財団法人山梨文化財研究所では発掘調査を実施するにあた り、遺跡発掘調査団を組織 し調

査にあたることとした。委託者は長坂町長 小澤澄夫、受託者を紺屋遺跡発掘調査団団長 萩原三雄とし、

同年 6月 1日付けで委託契約を締結 した。

発掘調査は、1999年 6月 2日 より12月 10日 まで実施 した。また、報告書刊行へ向けての整理作業は、一時

発掘調査と平行して同年 9月 より2000年 3月 まで財団法人山梨文化財研究所において実施 した。

紺屋遺跡発掘調査団組織

団 長   萩原 三雄

副団長   鈴木  稔

参 与   小官山 隆

村松 佳幸

調査員   宮澤 公雄

調査補助員 伊東千代美

森原智恵子

事務局   五味 芳子

財団法人山梨文化財研究所

財団法人山梨文化財研究所

長坂町教育委員会学芸員

長坂町教育委員会学芸員

財団法人山梨文化財研究所

財団法人山梨文化財研究所

財団法人山梨文化財研究所

財団法人山梨文化財研究所

所長代行

保存科学研究室長

考古第 1研究室長

研究副手

研究助手 (非常勤)

事務主任

発掘調査参加者

相吉いはと。植松重雄・小林加正・小林春代 。小林八千子・高橋純子・ 田中利美 。長沼欣―・

星野摩 じ子・八巻重子

整理作業参加者

小沢恵津子・齋藤ひろみ・佐野靖子 。竜沢みち子・ 田中真紀美・保坂真澄・岩崎満佐子・石川昭江・

井出仁美 。長岡加代子・ 川中裕二 。小林貴子 。小林広美・斉藤拓弥 。清水純代・奈良裕子・野沢南海子 。

橋本はるみ 。初鹿野博之 。日向登茂子・深沢憲子・ 山本理奈・米村祥央

保存処理作業参加者

宇津宮則子・梶原 薫 。竜沢峯子 。広瀬悦子・藤井多恵子

第 2節 試掘調査の状況

本遺跡の試掘調査は、1994年 6月 に長坂町教育委員会によって実施された。試掘調査では 2m× 2mのテ
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ス トピットを 9ヶ 所に設置 し、掘 り下げを行っている。その結果、調査対象地区中央付近において焼土を伴

う遺構のプランを数力所確認 した。

また、1998年11月 には、地中レーダー探査も併せて実施された。探査の結果、調査区西側ではピット状の

反応が多数確認された。調査区の中央では、濤状の遺構の存在が推定された。また、東側地区では、地下式

上羨が陥没 したような強い反射物がいくつか存在することが想定された。

以上のことから、調査区全体に遺跡が展開していることが推定されたため、開発予定地全体にわた り発掘

調査を実施することとした。

第 3節 調査の経過

6月 2日 事務所設置、東側より表土崇1ぎ開始。   9月 13日  2号竪穴住居遺物出土状況写真撮影、 1

6月 4日 機材搬入。                    号方形竪穴状遺構完掘写真撮影。

6月 9日 調査開始、東側より精査。        9月 14日  1号と3号方形竪穴状遺構の間に方形プ

6月 10日 調査区中央付近精査、方形のプラン4ヶ       ランを確認 (5号方形竪穴状遺構 )。

所、濤跡など確認。           9月 17日  5号竪穴住居調査開始、 2号方形竪穴状

6月 14日  調査区西側精査、竪穴住居跡と思われる       遺構火処掘 り下げ、 3号方形竪穴状遺構

ブラン2ヶ 所ほど確認。               柱穴、火処調査。

6月 15日  東側より掘 り下げ開始、撹乱がほとんど  9月 20日  1号方形竪穴状遺構出入口施設を確認、

である。                      5号 方形竪穴状遺構調査開始。

6月 17日  杭打ち。                9月 28日  6号竪穴住居調査開始、 5号方形竪穴状

6月 23日 濤掘 り下げ。                    遺構出入口施設確認。

7月 6日 性格不明遺構 (3号方形竪穴状遺構)調  lo月 1日  4号方形竪穴状遺構調査開始。

査開始。                lo月 8日  4号方形竪穴状遺構に重複 した遺構があ

7月 26日  3・ 4号竪穴住居調査開始。             ることが判明、 5号方形竪穴状遺構焼土・

7月 27日  1号竪穴住居 (1号方形竪穴状遺構)調       炭化物範囲検出。

査開始。                lo月 12日  4号方形竪穴状遺構に重複 した遺構を 6

8月 4日  1号竪穴住居、中世の方形竪穴状遺構で       号方形竪穴状遺構として調査、さらに西

あることが判明。 1号方形竪穴状遺構と       側で遺構の重複を確認 (7号方形竪穴状

する。                       遺構)。

8月 5日  1号方形竪穴状遺構東側に重複遺構があ  lo月 19日  1号竪穴住居完掘全景写真撮影。

ることが判明。 2号方形竪穴状遺構とす  lo月 26日  4・ 6・ 7号方形竪穴状遺構柱穴半裁。

る。                   10月 29日  5号竪穴住居完掘全景写真撮影。

8月 11日  304号 竪穴住居遺物出土状況写真撮影。  11月 4日  7号竪穴住居 (1号小鍛冶遺構)調査開

8月 12日 性格不明遺構も方形竪穴状遺構であるこ       始。

とが判明。 3号方形竪穴状遺構とする。  ■月 5日  7号竪穴住居 (1号小鍛冶遺構)南壁際

8月 17日  1号竪穴住居調査開始。               に遺物多数出土。

8月 27日  1号竪穴住居遺物出土状況写真撮影。   11月 9日  8号竪穴住居調査開始。

8月 30日  1号方形竪穴状遺構柱穴半裁、土坑平面  ■月■日 5号方形竪穴状遺構完掘全景写真撮影。

図作成開始。               ■月18日 航空写真測量、16号濤完掘全景写真撮影。

9月 1日  ピット調査開始。            ■月19日 竪穴住居掘 り方調査開始。

9月 2日  2号竪穴住居調査開始。         ■月22日  1・ 4号竪穴住居旧カマ ド検出。

9月 6日  1号方形竪穴状遺構、火処掘 り下げ。 3  ■月29日  13・ 14号濤裁ち割 り。

号方形竪穴状遺構、石日、陶器出土状況  12月 3日 埋め戻 し、機材撤収準備。

写真撮影。               12月 8日 機材撤収。

12月 10日 調査終了最終確認。
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第 4節 調査の方法

紺屋地内における農道建設予定地は約1800ポ であったが、西側の300だ については1998年 12月 ～翌99年 3

月にかけて、長坂町教育委員会によって発掘調査が実施されてお り、それを除く約1500だを調査対象面積 と

した。調査にあたっては全面調査を行 うこととしたが、対象地東側の県道沿いには上水道管が埋設されてい

ることが判明し、県道沿い 2mほどは調査地区から除外 したため実際の調査面積は1400∬ ほどとなっている。

調査区設定の後、重機により表土を除去 し、引き続き人力による遺構確認作業を行った。確認された遺構

は、構築年代の新 しいものから順次調査を行ったが、一部新旧関係が不明な重複 した遺構については、同時

に調査を行い土層観察により新旧関係の決定を行った。

出上 した遺物は、遺構に伴 うものかどうかに関わらず、すべて光波測量器を用いて個別に取 り上げを行っ

た。遺物微細図は、デジタルカメラによる測量と簡易遣 り方による手作業図化を適宜選択 して実施 した。遺

構図の図化は、光波浪1量器による実測を基本として、一部デジタルカメラによる測量と簡易造 り方、航空写

真潰1量によって補完 した。

狽1量に用いた機器およびシステムは以下の通 りである。

TOPCON GTS-3

EPSON HC-45
コンピュータ・ システム株式会社製  SITEⅣ

SITEDG

重機による表土崇」ぎ終了後、調査区全体を被 うように国土座標にあわせ南北方向をX軸、東西方向をY軸

とするメッシュをかけ、南西隅を基点とした。国土座標X=-21,530.000m、 Y=-10,900.000mを 原点 (X
=0、 Y=0)と し、調査区内に5mメ ッシュの杭打ちを行った。調査では、光波測量器による測量を用い

たため、東西、南北ともlmの グリッドとして両軸とも算用数字を用いて表現した (第 1図 )。

30
m

70

60

50

40

30

20

10

光波測量器

コ ン ピ ュー タ

取 り上げ・ 図化システム

デジタルカメラ図化システム

50   60   フO

第 1図 調査区設定図
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第 5節 遺跡概要

長坂町教育委員会による第 1次発掘調査では、縄文時代中期中葉の竪穴住居跡 2軒、平安時代の竪穴住居

跡 3軒、時期不明の竪穴状遺構 1基、五輪塔の集中地点 2ヶ 所、中世の墓羨 9基、火葬施設ないし火葬墓と

思われる土坑 2基、土坑22基、ピット8基、濤 1条などが発見されている。

今回の第 2次発掘調査では、平安時代の竪穴住居跡 7軒、平安時代の小鍛冶遺構 1棟、中世の方形竪穴状

遺構 7棟、中世の濤 3条、近世以降の濤13条、土坑44基、集石土坑 1基、ピット48基が発見された。

平安時代の竪穴住居跡および小鍛冶遺構は、立地からおおよそ 2つのグループに分けることができる。調

査区の中央付近に4軒がまとまっている。また、調査区の西狽1に も4軒がまとまりをみせる。第 1次調査で

も隣接 して 3軒の竪穴住居が検出されてお り、これらは一つのグループとして考えることができる。 2つの

グループの間は約25mほ どであるが、その間に平安時代の建物跡は全 くみられない。多くの住居が主軸を北

東に向け、石組みのカマ ドを東壁の中央よりやや南側に造っている。柱穴は全 く確認されておらず、周濤を

もつものが半数ほどみられる。出土遺物には、土師器や須恵器をはじめとして鉄製品などがある。小鍛冶遺

構は、頭初 7号住居として調査を進めたが、調査範囲が狭 く明確な遺構は検出できなかったものの、刀子の

未製品や鉄滓がまとまって出上 し、床面には金床石も据えられていたことから小鍛冶遺構であると判断した。

中世の建物跡は、調査区の中央、やや東側の微高地上に位置する。「方形竪穴建築址」、「方形竪穴状遺構」

などとも呼ばれ、一辺 4n前後の方形プランをもち、地表下 2m近 くまで掘 り込んだ施設である。地山を掘

り残した階段状の出入口施設がみられ、床には地床炉ないし囲炉裏のような火処をもち、壁際を中心として

柱穴列が並ぶ。遺物はほとんどみられないが、古瀬戸の陶器や常滑の甕、北宋銭などが出上 している。陶器

類はおおよそ14世紀後半から15世紀初頭に比定されるものであることから方形竪穴状遺構は、14世紀末から

15世紀頃のものと考えられる。

土坑、ピットは、総数95基ほどが発見されている。調査区の東側ではほとんど分布がみられず、西側に多

く分布 している。土坑は、調査区西側と中央よりやや東の微高地上に分布が集中する。ピットは、調査区の

ほぼ中央からやや西側にかけて集中する傾向にある。時代や性格を特定するものはほとんどみられない。そ

のうち15号土坑からは、石鉢が出上 してお り3号方形竪穴状遺構出土の石鉢と接合関係にあ り、同時期のも

のと考えられる。また、40号土坑は、長方形プランの四隅に柱穴をもつ特異な形態をもつものである。 5号

方形竪穴状遺構に隣接 してお り、付属施設とも考えられる。ピットでは、掘立柱建物跡の柱穴 となるような

ものは確認できていない。

濤跡は、16条発見されている。調査区東側に並列する12条の濤跡は、近世以降の耕作に伴 うもので、畝状

遺構ともいえるものである。調査区中央に位置する3条の濤は、平安時代の住居跡を切ってお り、中世に掘

られたものだと思われる。この濤より東側に方形竪穴状遺構が分布し、西側には全 くみられないことから、

方形竪穴状遺構と一体のもので、同時併存 していたものと考えられる。

このように尾根上に展開する遺跡は、それぞれの時代や遺構の性格においてその立地を異に してお り、計

画的に遺構が配置されていたものと考えられる。

遺跡は南北に細長い尾根上に立地することから、遺跡の範囲は南北方向に広が りをみせるものと思われる。

調査区は道路幅約10mと 限定されていたために、遺跡の一部を調査したに過ぎず、遺跡の全体像を把握する

には至っていない。

第 6節 基本層序

本遺跡は、尾根上に立地 しているため、遺構確認面までは土層の堆積は浅 く、50cln足 らずのところが多く

みられる。そのため、基本層序はおよそ 3層ほどに分けられるのみで複雑な状況にはない。ここでは、遺跡

西側の21-21グ リッド付近と遺跡中央よりやや東側の44-68グ リッドの上層堆積状況を概観する (第 4図 )。

21-21グ リッドでは 3層に分かれ、第 1・ 2層が耕作土となる。第 3層は、暗褐色土 (10YR3/3)で 平安時
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第 2図 遺構配置図
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第 3図 遺物分布図
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代以降の上器の包含層となるとなる。上層は耕作による撹乱を受けてお り、一定 した レベルにはない。。第

4層は図示 していないが、黄褐色土 (10YR5/6)の ローム層となり、本遺跡における平安時代以降の遺構確

認面となる。また、 3層 と4層の境界付近が縄文土器の包含層となる。44-68グ リッド付近はちょうど尾根

頂部にあた り、遺構確認面までの土層堆積は浅い。堆積状況は、先に見た堆積とほとんど同様なあ り方を示

す。

6615m

調 査 区 西

遺跡基本土層(西側 )

1層 黒褐色土層(10YR2/3)

2層 黒褐色土層(10YR2/2)

3層 暗褐色土層(10YR3/3)

遺跡基本土層(東側 )

1層 黒褐色土層(lllYR2/3)

2層 黒褐色上層(10YR2/3)

3層 暗褐色土層(10YR3/4)

4層

褐色土ブロックを多量に含む。ややしまりあり。

褐色土ブロックを多量に合み、

粘性 。しまりなし。

褐色土ブロックを多量に合み、

粘性 。しまりなし。

カーボンも少量みられる。

カーボンも少量みられる。

調 査 区 東

褐色土ブロック、カーボンを少量含む。粘性 。しまりなし。

褐色土ブロックを多量に含み、カーボツも少量みられる。

しまりあり。

褐色土ブロックを多量に合み、カーボンも少量みられる。

粘性 。しまりなし。

カクラン

第 4図 遺跡基本土層(S=1/20)
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第 2章 遺跡の立地と環境

第 1節 遺跡の地理的環境

紺屋遺跡の所在する北巨摩郡長坂町は、山梨県の北西部八ケ岳南麓に位置 している。八ケ岳の権現岳を頂

点とし、南北に細長い扇状の形となる。町域は八ケ岳の山体崩壊期に起こった韮崎火砕流によって形成され

た台地上に広が りをみせる。北半は急斜面となるが、南半は比較的緩やかな地形となってお り、南端はこの

泥流台地を釜無川の浸食作用によって形成された通称七里岩と呼ばれる浸食崖によって、大きく切られてい

る。

八ケ岳南麓には、比較的多くの湧水があ り、これを水源とする小河川は南流 し浸食作用によっていくつも

の尾根を形成 している。豊富な湧水を利用 した潅漑用水や潅漑用溜池の開発によって八ケ岳南麓地域でも有

数の水田地帯となっている。

気候は内陸性で寒暖の差は大。年間降水量110041m、 気温は年平均11.5℃ ほどである。

紺屋遺跡の所在する長坂下条地区は、町域南部のはば中央に位置 し、標高660mほ どを測る。東には塩川

の支流である鳩川が南流 し、西側を古柚川、女取川などを集めた大深沢川がやは り南流 して釜無川に合流 し

ている。両河川の間には台地が形成され、」R中央本線や県道茅野 。小淵沢 。韮崎線 (通称 七里岩ライン)

が南北に縦断する。台地の幅は約2.51onほ どあるが、この台地上にも小河川による浸食によって大小の谷地

形が形成されている。本遺跡は南北に細長い尾根上に立地するが、西側には谷があ り水田として利用されて

いる。東側にも北西から南東に向かって谷が入 り込んでお り、起伏の激 しい地形となっている。

第 2節 周辺の歴史的環境

八ケ岳南麓の台地上には多くの遺跡が分布 している。とくに長坂町内は遺跡が数多く知られ、これまでに

200カ 所ほどの遺跡が確認されている。紺屋遺跡の立地する台地上も遺跡分布が濃密な地域であ り、数多く

の遺跡が分布 している (第 5図 )。 長坂上条遺跡 (9)は、縄文時代後晩期の配石墓群が発見されているが、

山梨県下初の学術発掘調査がなされた遺跡として著名である (大山 1941)。 また、現山梨県酪農試験場地

内にある酒呑場遺跡は、山梨県教育委員会によって1995～ 96年にかけて発掘調査が実施され、縄文時代前期

から中期の住居跡100軒以上が発見されている (山梨県教育委員会 1997)。 また、長坂氏の屋敷とされる長

坂氏屋敷跡 (町指定史跡)(10)は、東西60m、 南北80mほ どの範囲に土塁と空堀が巡っている。詳細は不

明であるが、戦国期以前の遺構であると推定されている。

紺屋遺跡周辺でも、県営広域営農団地農道整備事業に伴 う発掘調査において、龍角西遺跡 (24)、 北村遺

跡 (18)な どが発掘調査されている。

龍角西遺跡は、紺屋遺跡の北東に位置 し、 2年次にわたって発掘調査が行われている (村松 1999)。

1997～ 98年にかけて行われた発掘調査は、遺跡北側に当たる宮川右岸台地上を調査し、古墳時代前期末から

中期の竪穴住居跡10軒、平安時代の竪穴住居跡 5軒、古墳時代ないしは平安時代の掘立柱建物跡 3棟などを

発見 している。また、1991年 には隣接地で発掘調査が実施されてお り (25)、 古墳時代中期の住居跡が数件

発見され、古墳時代前期末から中期にかけて当該地域としてはまとまった集落の調査例となった。1998～ 99

年にかけて実施された 2次調査では、谷部と紺屋遺跡の立地する台地の東端を調査している。平安時代の竪

穴住居跡 2軒、中世の建物跡 2棟、掘立柱建物跡 3棟、濤、土坑、道路状遺構などが発見されている。

北村遺跡は、紺屋遺跡から西へ約300mほ どの所、谷を挟んだ尾根上に位置 し、1994～95年にかけて発掘

調査が実施されている (長坂町教育委員会 1995)。 古墳時代前期の方形周濤墓 6基がほば完全な状態で発

見され、墳丘上には土器が供献されたままの状態で遺されていた。

紺屋遺跡から400m北東には、北村東遺跡 (17)カミあ り、縄文時代、古墳時代前期、平安時代の上器が採

-10-
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第 5図 遺跡の位置と周辺の遺跡 (1110,000)
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集されている。また、紺屋遺跡調査時の踏査や土地所有者の話から、かつて塚状の高まりがいくつかみられ

たといい、富士塚ないし北村遺跡のような方形周濤墓であると推定される。このマウンドは松の抜痕の際、

ほとんどなくなってしまい、現在ではその痕跡をわずかに確認できるだけである。

その他、紺屋遺跡周辺には中世のものと思われる屋敷跡が点在する。紺屋遺跡西側に位置する北村遺跡に

隣接 して三井氏館跡がある (20)。 中世末頃のものと思われるが、現在土塁が確認されるだけで詳細は不明

である。南側には、相吉氏屋敷 (22)、 上松 (植松)氏屋敷 (21)の存在が知られるが、内容は明らかでは

ない。

1 紺屋遺跡 縄文・平安・ 中世

2 酒呑場東遺跡 縄文・弥生 。平安

3 東村A遺跡 縄文 。平安

4 東村 B遺跡 古墳・平安

5 中村遺跡 古墳・平安

6 錨田遺跡 平安

7 西村遺跡 古墳 。平安

8 中反遺跡 縄文 。平安

9 長坂上条遺跡 縄文・平安

10 長坂氏屋敷跡 中世

11 大久保北遺跡 縄文・ 中世

12 寺前遺跡 縄文・平安・ 中世

13

14

15

16

17

18

19

20

21

渋沢 上町遺跡 縄文

西屋敷遺跡 古墳

和田遺跡 弥生・平安

長坂下条・藤塚

北村東遺跡 縄文・古墳

北村遺跡 弥生・ 古墳

西久保遺跡 縄文

三井氏屋敷跡 中世

上松氏屋敷跡 平安

相吉氏屋敷跡 中世

相吉遺跡 中世

龍角西遺跡 縄文・古墳・平安

龍角遺跡 古墳・平安

原町北遺跡 平安 。中世

原町遺跡 平安

上久通北遺跡 縄文・平安

山本遺跡 縄文

上久通遺跡 縄文

下屋敷北遺跡 縄文・平安

新居遺跡 縄文

田中氏屋敷跡 中世

上 日野遺跡 縄文・平安

上 日野A遺跡 縄文 。平安

上 日野 B遺跡 縄文 。平安

上 日野C遺跡 縄文・平安

清水頭北遺跡 縄文・平安

22

23

24

25

26

27

28

29

80

31

32

33

34

35

36

37

38

39 下屋敷遺跡 縄文

40 下原遺跡 縄文

41 原町農業高校前遺跡 縄文

-12-
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第 3章 遺構と遺物

第 1節 平安時代の遺構と遺物

1号堅穴住居

遺構の概要 (第 7図 )

本住居跡は調査区のほば中央南寄 り、X=30、 Y=60グ リッドを中心に位置 し、西には 4号住居が、北側

には14号濤が隣接する。住居の南側は調査区外となってお り、全体の約 7割程度の調査面積となる。住居南

西隅付近上部を15号濤によって切られている。確認面から床面までの深さは東側で52cln、 西側で54clnを測 り、

住居の遺存状態は良好であった。平面プランは西壁がやや長 くなる台形を呈する。カマ ドを東壁のやや南寄

りにもつ。さらに南寄 りの床面からは旧カマ ドが検出されている。主軸をNWO°一Eに とり、東西長4.2mを

測る。床には幅15～ 16crn、 深さ約 8 clnほ どの周濤が巡っている。周濤は掘 り方底面まで達 していないことか

ら、埋め残 して周濤を形成しているようである。また、北側奥のカマ ド袖石は旧周濤を塞 ぐように据えられ

てお り、新カマ ド構築時に周濤の一部を埋め戻 していたようであるが、どこまで埋め戻 していたかは明らか

にできなかった。旧カマ ド南側ではカマ ドの約45clnほ どを掘 り残 している。床面は硬化 した部分はほとんど

みられなかった。覆土および床面には焼土・炭化物が多くみられ、焼失家屋であると思われる。住居中央で

は多量の焼土とともに炭化材が、北西隅付近では上屋構造の部材と思われるような形状を した炭化材もみら

れた。床面には周濤のほか柱穴などの付属施設は確認されていない。

カマ ド (第 9・ 100■図)

東壁のやや南寄 りに確認されている。また、さらに南からは旧カマ ドの痕跡が確認された。カマ ドは石組

み粘土覆いの構造をしている。カマ ド前面には、カマ ドの構築材として使用されたと思われる人頭大の礫が

まとめられたような状態で発見された。また、天丼石と思われる細長い石がカマ ド南脇にみられた。袖には

扁平な石が、それぞれ 3石ずつ使用されていたようであるが、北側は 2石、南側は 1石が抜き去られていた。

カマ ド燃焼部中央よりやや奥まったところに、支脚石が立った状態で確認された。煙道部分は、住居プラン

より若千張 り出している。旧カマ ドは、新カマ ドより南へ60clnほ ど離れて確認された。造 り替えによる削平

のため、燃焼部底部と煙道の張 り出しが残るのみであった。カマ ド南半分は調査区外にあ り、規模は不明。

袖石の掘 り方がみられることから、新カマ ドと同様な構造をもっていたものと考える。

遺物出土状況 (第 8・ 9図 )

土師器をはじめとする遺物は小破片が多 く、床面から浮いた状態で発見され、床面直上からの遺物はほと

んどみられない。そのうち第12図15は、皿形土器で散乱状態にはあったが、床面直上から出上 している。カ

マ ド内からは、多量の甕が出上してお り、カマ ド廃棄時に甕も廃棄されたものと考えられる。また、カマ ド

南脇からも甕が多く出上している。

出土遺物 (第12図 )

1～ 7は、甲斐型外である。内面には暗文をもつが、みこみ部まで暗文はみられない。 8・ 9は黒色土器

で、内面を丁寧に磨 く。 8の外面には墨書がみられるが、文字かどうかもわからず判読不明。11012は須恵

器と土師器の蓋である。13・ 14・ 16は甕で、13だけが小形である。14・ 16が大形の奏でいずれも外面はハケ

調整を行わず、ヘラ削 り後にナデ調整を施 している。底部にも木葉痕はみられない。15は土師器皿で、内面

には渦巻き状に暗文がみられる。底部は回転ヘラ削 りを行 う。底部には紐状の圧痕 と「東」の墨書がみられ

る。

2号竪穴住居

遺構の概要 (第 13図 )

本住居跡は調査区のほぼ中央よりやや西側の北寄 り、X=31、 Y=48グ リッドを中心に位置 し、住居北西

-15-
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1号堅穴住居土層
ユ唐  暗褐 色 上層 (lllYR3/4)褐色土 プ ロ ック、

カー ボ ンを多 量 に含 む。 粘 性 。しま りな し。

2層 黒褐 色 上 層 (10YR〃 3)褐 色 土 プ ロ ックを

多量 に含 み 、 カー ポ ン も少 二 み られ る。 や や

絡性 。しま りあ り。
3層  黒褐 色 土 層 (■OYR2/2〉 褐 色 土 プ ロ ック、

カー ボ ンを少 量含 む。や や粘 性・ しま りあ り。

4層  黒 褐 色 上層 (10YR2/3)褐 色土 プ ロ ック、

カー ボ ンを多 量 に合 む。 粘 性 が あ り、 や や し

ま りヽあ る。
5層  黒 褐 色 上 層 (■OYR2/2)051xほ どの褐 色

上 プ ロ ックを多 量 に合 み 、 カー ボ ンヽ少量 み

られ る。 や や粘 牲 あ り。

6層 暗 褐 色 上 層 (10YR3/4)051xほ どの褐 色

上 プ ロ ックを多二 に含 む。粘 性 。しま りな し。

7層  黒 色 土 層 (10YR■ 7/■)カ ー ポ ン、褐 色 土

プ ロ ックを多 量 に含 む。 や や粘 性 あ り。

8層  褐 色土 層 (ltlYR4/6)褐色 上 ブ ロ ックを多

量 に含 み、 カ ー ボ ン、黒 色 土 プ ロ ック も少 量

み られ る。 粘 性 あ り。
9層 褐 色土 層 (■OYR4/6)褐 色 土 プ ロ ックを多

量 に合 と。 粘 性 。しま りあ り。

工O層          カ クラ ン

第 7図  1号堅穴住居平面図

隅の部分は調査区外 となる。東には 3・ 4号住居が隣接する。住居のほぼ中央を南東から北西方向に向かっ

て、15号濤によって深さ15c14程度切られている。カマ ドは東壁の南寄 りに構築されてお り、主軸を N駕7°一

Eに とる。住居プランは方形を呈し、東西3,6m、 南北は東壁寄 りで3.5mほ どを測る。深さは東側で50cln、

西側で27clnほ どである。東壁は崩落が激しく、地山褐色上が住居内東側に厚 く堆積していた。床はカマ ド付

近を中心に硬化面がみられた。柱穴等の付属施設は発見されていない。

カマ ド (第 14015図 )

カマ ド周辺には多 くの映が散乱 しており、天丼に架けた扁平な石もカマ ド上にみられたが、原位置をとど

めるものはみられなかった。また、カマ ド南には礫がまとめられているようであったが、これら全てがカマ

ドの構築材として用いられた石かどうかは明らかではない。カマ ドの遺存状態は良いものではなく、南側袖

-16-
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第 8図  1号竪穴住居遺物出土状況

が 3石、北側袖が 1石原位置をとどめるにすぎない。燃焼部および袖石の掘 り方は住居内に掘られてお り、

煙道の一部が住居より若干張 り出している。カマ ド南脇では、床面よリー段高 くなった部分が認められた。

高まりは平坦にはなっておらず、屋内高床部とするには問題があり、どのような機能を果たしたのかは不明

である。

遺物出土状況 (第 13・ 14図 )

遺物は散在 した状態で発見され、覆土上層のものも多 く、床面直上の遺物は少ない。床面には土師器皿類、

甕の破片などがみられた。住居西側からは刀子が出土 している。カマ ド内では、燃焼部中央付近から甕やカ

烹 ド形土器の破片が出上 している。

出土遺物 (第 16・ 78図 )

第16図 1～ 5は土師器界である。内面に暗文はみられないが、外面は手持ちヘラ削 りされている。 4は体

部下半に「千」の墨書が、底部にも墨書がみられるが文字は不明である。 6は土師器皿であ り、体部下半に

墨書がみられるが、一部しか残存 しておらず判読不明。 7～ 14は黒色土器で、口縁部が外反 しながら口唇部

が尖るものと (7・ 8)、 肥厚 しているものがある (9・ 10)。 13は胴部に墨書がみられるが判読不明。15は

須恵器芥、16は須恵器長頸瓶の日縁部である。17・ 18は カマ ド形土器の破片である。このほか、すべてでも

17点ほどがみられるだけである。19～23は墨書土器の破片であるが、いずれも小破片のため判読不明。その

うち23は 、奏の破片であるが、内面に墨書がみられる。24・ 25は密の口縁部から胴部の破片であるが、内面

は横ハケ、外面は縦ハケ調整されている。第78図 1・ 2は断面円形の棒状鉄製品で、 2は鉄鏃の茎部の可能

―-17-―
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第 9図 1号堅穴住居遺物分布図・ カマ ド検出状況
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9層  種 暗 本 桐 色 土 r「F(7 SYR2/3)盈 皇 歩
gを

り 警 う 生 た 彗 後 1能 土 、 カ ー ボ ン も 少

iO層  極 暗 赤 4B色 土 F41(5YR2/4)雄 埜 多
g,9;尾

王 管 矮 盆 た 券 み 、 カ ー ボ ン も 少 雄

11膚  黒 窮 色 上 層 (loYR2/3)廃 皇

'亀

皇 歩 言 テ 少 甘 亀 色 と フ ロ ッ ク を 少 愛 合 む 。 和 f

■
'層

 赤 IB色 土 磨 (5YR4/3) 燒 二 恙

奮 り な し。

iユ 選  鳥 纏 盈 圭 隔 t;!ξ監 ラと)綴

"夕

歩 才 歩 置 と き 感 F痣 と:.じ

■5層  極 THtttB色 上 膊 (7 5YR2鬼 ギ 農 上 を 多 量 に 合 み 、 カ ー ボ ン 、 料 色 Lブ ロ ッ ク も

16腰 黒 褐 こ ■ 層 (■OYR2/3)05端 虫 ゴ 斤 憩 ど 里 ち
|口

手 ;警 七 基 に 合 む 。 粘 lrl.

17層  暴 褐 色 上 慶 (■OYR2/3)泳 ユ う な ケ移 、 ヵ _ポ ッ を 多 量 に 含 み 、 焼 上 も 少 霊 み

18層  黒 褐 色 土 孵 (loYR2/3)違 生 f雅 埜 歩 會 9レ を 多 盈 に 合 み 、 カ ー ボ ツ ヽ 少 鳳 み

■91■e 黒 褐 こ ■瘤 (10YR2/2)亀 生
々Ъ リケ 會 ユ基 に台み 、 IB色 土 ア ロ ック、 カー ボ

20層  黒tBtt t脚 (loYR2/3)05-≒ 輪立長島藻挙農身Fサ
!麓

み量に合む。/1t世 ‐

1号堅穴住居カマ ド平面図
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1号堅穴住居 カマ ド土層

第10図



1号堅穴住居 旧カマ ド土層
1層  着褐色上層 (ItlYR3/3)カ ーボンを多量に含み、粘土ブロック、褐色土アロッ

ク、焼土 も少量みられ る。 しまりあ り。
2層 暗褐色上唐 (7 5YR3/4)焼上を多量に合み、カーボツも少二み られる。結性・

しまりなし。
3層 褐色土層 (7 5VR4/6) 褐色土プロックを多景に合み、カーボン、焼上 も少量

み られる。粘性 。しまりなし。
4溜  褐色土層 (7 5YR4/4) 褐住土ブロックを多量に合み、カーボンも少量み られ

る。粘性 。しまりな し。
5層 暗褐色上層 (llyYR3/4)褐色上プロックを多量に合み、カーボンも少量み られ

る。 しまりあ り。
6層 黒褐色土層 (7 5YR2/2)焼土を多景に含み、カーボンも少量み られ る。粘性 あ

り。
7層 黒色上層 (7 5YIク 1)カ ーボンを多量に含み、焼土 も少量み られ る。粘性 あ

り。
8層 赤褐色土層 (SYR4/8)焼 上層  しまりあり。
9層  褐色土層(7 5YR4/4) 05～ l Cmほ どの褐色上プロックを多量に合み、カー

ボン、廃上も少量みられる。粘性・ しまりなし。
10層  黒色上層(7 5YR1 7/1)カ ーボンを多長に含み、褐色土プロックも少量みられ

る。粘性・ しまりなし。
11層  暗褐色上層 (7 SYR3/4)褐色土プロックを多量に含み、カーボン、焼上も少量

みられる。粘性 。しまりなし。
12層  掲色土層(7 5YR4/6) 05～ lmはどの褐色土ブロックを多量に含み、カー

ボンも少量みられる。 しまりあり。
13層 褐色上層 (7 5YR4/4) 褐色土ブロックを多量に含む。結性 。しまりなし。

坐 ~十 ~…
―
~― 上 単 坐 二

―
_____Jm

第11図  1号堅穴住居旧カマ ド平面図

性があるが、 とは両端とも異方向に直角に曲げられてお り、用途不明である。

3号竪穴住居

遺構の概要 (第 17図 )

本調査区のほば中央の北側、X=34、 Y=54グ リッドに位置する。住居北西隅は調査区外とな り、南側約

1/3ほ どは 4号住居に切られている。住居南東壁の一部も15号濤に切られている。住居の掘 り込みはあま

り深 くなく、東側25crn、 西側28crnほ どである。主軸をN-84七 Eに とり、東西長3.35mほ どを測る。床は全

体に硬化面がみられた。カマ ドを東壁中央付近にもち、北側には隣接 して土坑が掘られている。土坑は南北

長64cln、 東西長44crn、 深さ15clnを 測る。カマ ド脇に設置されていたことを考えると貯蔵穴として機能 してい

たことが想定される。土坑北側から壁に沿って周濤が掘られている。周濤は北壁中央付近で終息 してお り、

西壁などにはみられない。周濤底面幅15crn、 深さ8 clnほ どで概 して浅いものである。その他、柱穴等の付属

―-20-―
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2号竪穴住居土層
I層 黒褐色土層 (lllYR2/2)褐 色土プロック、

カーボンを少量含む。粘性 。しまりなし。
2層 黒褐色土層(lllYR2″ )褐 色土プロックを

多量に含む。粘性 。しまりなし。
3層 黒褐色土層 (lllYR2/3)褐 色土プロック、

カーボンを多量に含む。 しまりあり。
4層 黒褐色土層(10YR2/3)褐 色土プロック、

カーボンを少量含む。粘性 。しまりなし。
5層 黒褐色土層(10YR2/3)褐 色土プロックを

多量に含む。やや しまりあり。
6層 黒色土層(10YR1 7/1)褐色土プロックを

少量含む。ややしまりあり。
7層 黒色土層(lllYR1 7/1)褐色土ブロックを

多量に含む。粘性 。しまりなし。
8層 黒褐色土層(10YR2/2)褐 色土プロックを

多量に含む。やや粘性 。しまりあり。
9層 黒褐色土層(lllYR2/2)褐 色土ブロックを

多量に含む。粘性 。しまりなし。
硼詈 黒褐色土層(10YR2/2)褐 色土プロック、

カーボンを少量含む。やや粘性あり。
11層  暗褐色土層(10YR3/4)褐 色土プロック、

カーポンを少量含む。粘性 。しまりなし。
12層  暗掲色土層(10YR3/4)褐 色土プロックを

多量に含む。 しまりあ り。
13層 黒褐色土層 (lllYR2/3)褐 色土プロックを

多量に含み、東側には粘土プロックも少量み
られる。やや粘性あり。

14層 黒褐色土層 (lllYR2/3)褐 色土プロック、
カーボンを少量含む。やや しまりあり。

15層  黒褐色土層(10YR2/2)褐 色土プロックを
多量に含む。やや粘性・ しまりあり。

刊唇 褐色土層(10YR4/6)褐 色土プロックを多
量に含み、カーボン、黒色土プロックも少量
みられる。やや しまりあり。

17層  褐色土層(lllYR4/6)掲 色土ブロックを多
量に含む。やや粘性あり。

_1_29-49

2号堅穴住居平面図 。遺物出土状況

_1_3o s,

第13図
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2号竪穴住居 カマ ド土層
I層 黒褐色土層 (10YR2/3)粘土ブロック、焼上、カーボン、

褐色土 ブロックを少量含む。や

やしまりあり。
2層 贈褐色土層 (10YR3/4)

3層 暗褐色土層 (lllYR3/4)

4層 黒褐色土層 (10YR2/3)

5層 黒褐色土層 (lllYR3/2)

14層

焼上、褐色土プロックを多量に

含み、カーボンも少量みられる。

粘性 。しまりな し。

焼土、褐色土ブロックを少量含

む。粘性 。しまりなし。

褐色土プロックを多量に含み、

焼土も少量みられる。粘性 。し

まりなし。

粘土プロック、カーボツを多量

に含み、焼上、褐色土ブロック

も少量みられる。粘性があり、

ややしまりもある。

暗褐色土層 (7 rDYR3/4)焼土を多量に合み、粘土ブロッ

ク、カーボンも少量みられる。

粘性 。しまりなし。

黒色土層 (10YR1 7/1)褐 色土ブロックを少量含む。や

や粘性あり。

6層

層

　

層

　

層

　

層

層

７

８

９

Ю

ｎ

層

　

層

15層

16層

層

　

層

19層

黒褐色土層 (7 5YR2/2)

炭層

赤褐色土層 (2 5YR4/8)
暗褐色土層 (10YR3/3)

焼上、粘土 ブロック、カーボン

を少量含む。粘性あ り。

焼上、褐色土ブロックを少量含

む。粘性 。しまりな し。

焼土層

粘土 プロック、焼土、褐色上ブ

ロックを少量含む。粘性 。しま

りな し。

明褐色土層 (7 5YR5/8)05～ l Cmほ どの褐色土 ブロッ

クを多量に含む。 しまりあり。

暗褐色上層 (10YR3/4)粘土 プロック、褐色土ブロック

を多量に含み、カーボンも少量

み られ る。粘性 。しまりあり。

暗褐色土層 (10VR3/3)カ ーボンを多量に含み、粘土ブ

ロックも少量み られる。やや し

まりがあ り、粘性 もある。

暗褐色土層 (7 5YR3/4)焼 土を多量に含み、褐色土ブロッ

クも少量み られる。粘性 。しま

りな し。

黒褐色土層 (10YR2/3)褐色土ブロックを多量に含み、

粘土 ブロック、焼土 も少量み ら

れる。粘性 。しまりな し。

黒色土層 (10YR1 7/1)褐 色土 プロックを少量含む。粘

性・ しまりなし。

黒褐色土層 (10YR2/3)05～ l lmほ どの褐色土ブロッ

クを多量に合み、焼土 も少量み

られる。粘性・ しまりな し。

黒褐色土層 (lllYR2/3)褐色土 ブロックを多量に含む。

粘性 。しまりな し。

|

第15図
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…
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2号竪穴住居カマ ド平面図
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施設は確認されていない。

カマ ド (第 19図 )

東壁の中央付近に位置するが、粘土混入上がみられるほか周辺に礫が散乱 してお り、石組み粘土覆いの構

造であると思われるが、カマ ドの遺存状態は非常に悪かった。カマ ド内には構築材と思われる礫が 3個ほど

みられるだけで、原位置をとどめるものはみられない。燃焼部中央付近では、須恵器必を伏せた上に扁平な

礫を乗せており、須恵器必は押 しつぶされたような状態で出土 している。カマ ド廃棄に当たって人為的に廃

棄 したとも考えられるような状況であった。カマ ドの掘 り方は良好に検出された。両袖とも3石ずつの袖石

を持っていたようであ り、中央には支脚を設置 したと考えられる掘 り込みも確認された。袖の奥側の石は一

部壁を掘 り込むように設置されてお り、煙道に続 く部分は住居壁のラインより張 り出している。

遺物出土状況 (第 18図 )

住居南半を 4号住居によって削平されていることもあ り、遺物の出土量は概 して少なく、床面から浮いた

ものが多くを占める。床面付近には、外、甕の破片が僅かではあるがみられる。また、住居北側からは刀子

が出上している。カマ ド内からは、先にも摩れたように伏せられた状態の須恵器必 と正位の土師器芥が出土

している。 2個体とも完形品ではないが、かなりの残存率を示す。

|、
1事魂

3号竪 穴 住 居 土 層
1層 贈褐色土層(lllYR2/3)褐色土粒子を多量

に含み、カーボンも少量みられる。やや しま

りあり。

2層 黒褐色土層(10Ⅵ諺/3)カ ーボン、褐色土

プロックを少量含む。粘性・ しまりな し。

3層 黒褐色土層(10YR2/2)褐色土粒子を少量

含む。粘性・ しまりなし。

4層 暗褐色土層(lllYR3/4)褐色土ブロックを

多量に含み、カーボン、黒色土ブロックも少

量みられる。 しまりあり。

5層 褐色上層(llJYR4/6)褐色土ブロックを多

量に含む。やや粘性あり。

第17図  3号堅穴住居平面図

0ヤ
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3号竪穴住居 カマ ド土層
1層  黒褐色上層 (10VR2/2)褐色土

ブロック、カーポンを少量含む。

やや しまりあ り。

2層 黒4B色 土層 (10YR2/3)粘土ブ

ロック、カーボ ンを多重に含み、

焼土、褐色上 アロックも少量なら

漁る。粘性・ しまりあり。

3層 暗褐色土暦 (10YR3/4)粘上ブ

ロックを多量に合み、カーボン、

褐色土 ブロックも少量み られる。

粘性あ り。

4層 黒褐色上層 (1びFR2/2)焼上、

柏上ブロックを極少量含む。やや

粘性あ り。

5層 極暗赤褐色 (7 5YR2/3)焼 上、

カーボンを多量に含み、粘土プロッ

ク、IFJ色 土プロ ックも少量みられ

る。やや粘性あ り。

黒褐色土暦 (10YR2/3)褐色土
プロックを多量 に含み、焼上、粘

土プロックも少量み られ る。やや

結性あ り。

赤褐色上層(5YR4/8)焼 土層

暗褐色土層 (10YR3/4)褐色上

ブロックを多量に含み、粘土ブロッ

クも少量み られ る。粘性 あり。

黒褐色土層 (10YR2/3)粘土 ブ

ロック、褐色土プロックを多量に

含む。粘性あ り。

明褐色上層 (7 5YR5/8)05～
l cmほ どの褐色土ブロックを多量

に含む。粘性 。しまりな し。

黒褐色土層 (10YR2/3)粘土ブ
Bッ クを多量に含み、褐色土ブロッ

ク、カーボンも少量み られ る。や

や粘性あ り。

―

暦

　

　

　

層

層

9層

11層

|。 ~

0__…
…………

止4空二______」 m

II I

望L6613m
3号堅穴住居 土坑土層
1層 黒褐色土層 (10YR2/3)粘土 ブ

ロックを多量に含み、カーボン、

褐色上プロックも少量み られる。

やや絡性あ り。

ワ層 暗褐色土層 (10Ⅵも/4)褐色土

プロックを多量に含む。絡性 。し

まりなし。

第19図  3号竪穴住居カマ ド平面図・ 土坑平面図
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出土遺物 (第 20・ 78図 )

第20図 1～ 8は土師器外であるが、内面に暗文をもつものともたないものがみられる。 4・ 5には体部外

面に墨書がみられる。体部下半はヘラ削 りされるものとナデ調整が行われるものがある。ナデ調整が施され

るものは回転糸切 り痕を残 し、体部下半をヘラ削 りするものは、底部も回転糸切 り後、ヘラ削 りされている。

9～12は皿形土器である。 9は体部下半を手持ちヘラ削 りしているが、11・ 12は回転ヘラ削 りをする。10は

口縁部から体部にかけて墨書がみられるが判読不明。13～15は黒色土器である。16は須恵器界であ り、底部

は回転糸切 り未調整である。17は灰釉陶器短顕董の蓋であると思われる。18019は墨書土器破片であるが、

18は土師器、19は灰釉陶器でいずれも判読不明。20・ 21は甕形土器で、小形のものと大形のものであり、整

形技法はいずれも同じである。第78図 3は刀子で、先端部および茎部を欠損する。

4号堅穴住居

遺構の概要 (第 21図 )

調査区の中央よりやや西側、X=31、 Y=54グ リッドに位置する。北には 3号住居があ り、 3号住居の一

部を掘 り下げて住居を構築 している。住居南西半分を15号濤によって深さ20c14ほ ど削平される。東側には 1

号住居が、西側には 2号住居が位置する。調査幅の中央に位置 し、本遺跡において全掘調査できた唯―の竪

穴住居跡である。掘 り込みは 3号住居より10clnほ ど深 く、東側で55crn、 西側で40clnを測 り遺存状態は良好で

あった。主軸をN守 2°一Eにとり、平面プランは東壁がやや長い方形を呈し、東西長3.75m、 南北長4.Omを

測る。床面積は■ .42ゴを測る。カマ ドは東壁のやや南寄 りに造られている。セクションベル トを残 し掘 り

下げを行った段階で、南壁と西壁に沿って30～ 50crnの幅で地山上の高い部分が見つか り、屋内高床部の施設

ではないかと考えられた。しかし、土層の観察によりやや硬質の褐色上が水平に堆積 しているのが確認され、

住居の建て替えに伴 う張 り床であることが推定された。このことは掘 り方調査の際、西壁に旧カマ ドの痕跡

が確認されたことからも裏付けられた。拡張後の住居の床は、東壁を基準として 3方向に30～ 50m程度拡張

している。拡張と同時に西と南側は旧住居の床面を褐色土によって約20clnほ ど埋め戻 し張 り床としている。

張 り床は、それほど顕著な硬化は認められなかった。住居の拡張にあたっては、旧住居の床の掘 り直しはせ

ず埋め戻 して構築 していた。住居内には柱穴、周濤などの付属施設は確認されていない。

カマ ド (第 23図 )

拡張住居のカマ ドは、粘上が全体を覆い、良好な状態で確認された。天丼に架けた石は取 り去られていた

が、袖部の粘土は南袖の一部の石組みが露出しているだけで、ほとんどを覆 うような状態で発見された。袖

石は扁平で細長い石が使用されてお り、両袖とも3石ほどを立てている。燃焼部、袖石とも住居内に掘られ

てお り、煙道の一部を張 り出させている。

遺物出土状況 (第 22図 )

本住居からは多くの上師器を中心とした遺物が出土 してお り、取 り上げ点数754点を数える。黒色土器の

大形破片がカマ ド付近の壁際から出上 している。また、カマ ド前面とカマ ド南脇には甕形土器の破片が、散

舌ししていた。

出土遺物 (第25026図 )

第25図 2～■は土師器芥である。 6は内外面とも摩耗が激しく整形技法は不明であるが、 2～ 5、 11は胴

部下半を手持ちヘラ削 りしている。 7～10はナデによる調整を行っているようである。いずれも内面には暗

文は認められない。 2は「山」の刻書が、11には判読不明の墨書が体部下半に認められる。12～15は皿形土

器である。体部下半および底部は手持ちヘラ削 りされている。12・ 13には外面に墨書がみられ、13は「長」、

12は判読不明であるが同一の文字である可能性もある。16～26は黒色土器であるが、いずれも内面はきれい

に磨かれている。また、内面に暗文をもつもの (18・ 19・ 23)と もたないものがみられる。25は高台付芥で

ある。16・ 19・ 21・ 26には外面に墨書がみられる。27・ 28は土師器界の小破片であるが、墨痕が残る。いず

れも判読不明。第26図 1～ 3は灰釉陶器であり、体部から口縁部にかけて緩やかに立ち上がるもの (3)も

みられる。 4～13は甕形土器で、小形のもの (4・ 5)と 大形のものがみられる。整形技法は両者とも同様

に、外面縦ハケ、内面横ハケによる調整がされ、底部には木葉痕を残す。
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4号堅穴住居土層
1層  暗褐 色土層 (■ OYR3/4)黒 色上 プ ロ ック、 ヵ― ボ

ンを多量 に合 み、褐 色上 プ ロ ックヽ少 量 み られ る。
)1言に しま って い る。

2層  黒褐 色上層 (lllYR2/3)褐 色上粒 子 を多量 に含み 、
カー ボ ンも少 量 み られ る。 や や しま りあ り。

9層  黒褐 色 土層 (10YR2/3)褐 色土 ブ ロ ックを少 是 含
む。 粘 性 。しま りな し。

4層  黒褐 色土 層 (10Yミ 2/Э)カ ー ボ ン、褐 色土粒 子 を
多量 に含 む。 粘 性 。しま りな し。

5層 暗 褐 色 上 層 (■OYR3/4)05～ 2 cmほ どの褐 色 上
プ ロ ックを多量 に合 み 、 カー ボ ンも少量 み られ る。
や や しま りあ り。

6層 黒褐 色 上層 (10YR2/2)褐 色上 プ ロ ック、 カー ボ
ンを少 量 含 む。 しま りあ り。

7層  黒 褐 色 土 磨 (10YR2/3)カ ー ボ ンを多量 に合 み 、
褐 色 上 プ ロ ックも少量 み られ る。猫性・ しま りな し。

8層  黒 褐 色 上 層 (10YR2/3)05～ l Crnほ どの褐 色 土
ブ ロ ックを多量 に合 み 、 カー ボ ン

`少
星 み られ る。

9層  暗 褐 色 上層 (■OYR2/4)カ ー ボ ン、褐 色上 プ ロ ッ
クを多量 に合 む。 や や しま りあ り。

瑚 腎 暗褐色上層 (lC YR3/3)粘 土 プ ロック(10VRツ 4,″4)
を多量 に含 み、 カー ポ ン、褐 色 土 プ ロ ック

`少
量 み

られ る。 や や粘 性 あ り。
11層  黒褐 色 土層 (■OYR2/2)カ ー ボ ンを多量 に合 み、

褐 色上 プ ロ ックも少量 み られ る。 相性・ しま りな し。

第21図  4号竪穴住居平面図

m

12層  黒 褐 色 上 層 (10YR2/3)05～ 1∞ ほ ど の 褐 色 上 ブ
ロ ッ ク を 多 量 に 含 み 、 カ ー ボ ン も少 量 み ら れ る。 や

や 粘 性 あ り。
13層  暗 褐 色 土 層 (■OYR3/4)カ ー ボ ン、 褐 色 上 ブ ロ ッ

ク を 多 量 に 含 む 。 や や 粘 性 あ り。
14層  黒 褐 色 土 層 (10YR3/2)褐 色 土 プ ロ ッ ク 、 カ ー ボ

ン 、 粘 上 ブ ロ ッ ク を 少 量 含 む 。 ゃ や 粘 性 あ り。

旧 4号堅穴住居

遺構の概要 (第24図 )

旧住居は拡張後の住居と主軸を―にし、東西3.2m、 南北推定3.2mを 測るが、北側の壁はコーナー部を除

いて現存 しない。東側と北側では新 しく掘られた住居が旧住居の床面と同 レベルまで掘 り下げ床としている

ことから、北側については旧住居の壁面は削平を受けており、僅かに残る北西コーナーの痕跡から住居のプ

ランを推定するほかはない。残存部から推定される床面積は、7.95だ となる。床は全体的に硬化面がみられ

たものの、北西コーナー付近では軟弱であ り、床の検出が困難であった。住居内に柱穴等の付属施設は確認

されなかった。粘土ブロックを混入 したカマ ドの掘 り方が西壁南コーナー付近から確認され、位置的に旧住

-31-―
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4号竪穴住居 カマ ド土層 |。 |。

IQ

9層  黒褐 色 上層 (■OⅥ鬱 /3)粘 主 ア ロ ック、褐 色土 ノ ロ ック、 カー

H層 極 暗禍 色■ 層 (夕 _5YR2/3)粘 上 プ ロ ック、 カー ポ ン、褐 色 土

14層  暗赤 褐 色主 層 (2-3/4)焼 圭 、粘土 プ ロ ックを多二 に含 tt。

19層  EJl赤 褐 色 上 層 (7-5/3)0 5mlき ど の 揮 色 上 プ ロ ッ ク を 多 二

０
．

望ヒ6SI Bm

9       (1:20)      lm

4号竪穴住居カマ ド平面図第23図
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居のカマ ドであると判断された。

カマ ド (第 24図 )

旧住居に伴 うカマ ドは、西壁南コーナー近くに造られていた。住居拡張の際、ほとんど削平され、燃焼部

の底部と袖石の掘 り方および粘土ブロックが一部認められたにすぎない。

遺物出土状況 (第 22図 )

旧住居の遺物は、それほど多くは出上 していないが、第25図 1の土師器外、29の須恵器鉢が旧住居床面直

上から出上 している。その他は、小破片がほとんどである。

出土遺物 (第 25図 )

1は土師器芥で、体部下半を手持ちヘラ削 りし、底部には回転糸切 り痕を残す。29は須恵器鉢の胴部破片

である。

5号堅穴住居

遺構の概要 (第 27図 )

調査区西端の南寄 り、X=11、 Y=14グ リッドに位置する。住居南側は約半分が調査区外となる。おそら

く平面プランは方形を呈するものと考えられ、主軸をNW4°一Eに とる。東西長4.5mほ どを測る。確認面か

ら床面までの深さは、東で45帥、西で40cllaを 測る。カマ ドは他の住居の例では東壁の南寄 りにあることから、

調査区外にあるものと考えられる。壁際に周濤が巡 り、調査区内においては全周する。周濤は概 して浅く、

東壁付近では幅が広く底部で30clnほ どあるが、北側、西側では10mほ どの幅となる。住居中央に径40cln、 深

さ20cln以上の上坑のような落ち込みが確認された。落ち込みの一部しか調査できなかったため、形態や性格

等は不明であるが、土層断面観察では住居覆土に掘 り込みの痕跡は認められず、落ち込みにも床が張られた

ような形跡はなく覆土も柔らかいため、住居に伴 う施設と判断した。

遺物出土状況 (第 27・ 28図 )

住居の約半分 しか調査できなかったにも関わらず、遺物はまとまった量が出土 している。東壁寄 りでは黒

色土器や甕がまとまって発見された。 1点ではあるが、土錘も出土 している。

出土遺物 (第 29・ 30・ 80図 )

第29図 1～ 13は土師器外である。体部下半に手持ちヘラ削 りの痕跡を残すものが多くみられる。内面はナ

デ調整されているが、暗文はみられない。そのうち13は高台付外である。14は土師器蓋のつまみ部分の破片

である。15～17は皿形土器であり、体部下半は手持ちヘラ削 りされている。18～24は黒色土器である。内面

に暗文をもつもの (18～ 21・ 24)が多くみうけられる。25～29は芥類の小破片であり、墨書されている。25

の「長」、27の「本」以外は判読不明。30～35は須恵器芥の資料である。30は比較的浅いもので底部径が大

きく箱形を呈する。底部はいずれも回転糸切 り痕を残 している。36は須恵器蓋である。第30図 1・ 2は灰釉

陶器で、 1は比較的浅く皿に近いものである。 3は須恵器甕の胴部破片である。 4～ 8は土師器甕の資料で

あるが、 5はやや小形で、残 りは大形のものである。整形技法は外面縦ハケ、内面横ハケで調整されている。

底部には木葉痕がみられる。第80図 1は土錘である。端部をわずかに欠損するが、ほば完形である。

6号竪穴住居

遺構の概要 (第31図 )

調査区西側の南寄 り、X=15、 Y=24グ リッドを中心に位置する。住居の南側は調査区外とな り、住居の

中央を北東から南西にかけて16号濤によって切られている。また、東側に位置する8号住居と重複関係にあ

り、8号住居を切っている。16号濤が畑境になっているために、16号濤より北側では確認面から床までの深

さが60clnほ どと深 く、南側では耕作による削平のため、40cllaと 浅くなっている。カマ ドを東壁の中央から、

やや南寄 りに造っている。主軸をN-87° Wに とり、東西長3.7m、 南北長4.5m以上を測 り、やや東西に長

い長方形を呈するものと考えられる。住居床面には焼上のまとまりが数力所にみられ、焼失家屋である可能

性を窺わせた。床は硬化面がほとんどみられず、軟弱であった。

-35-
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旧 4号堅穴住居土層
1層 贈褐色土層 (10YR3れ )

2層 褐色土層 (10YR4/6)

1/ユ的

｀
/(4ヽじ

褐色土 ノロックを多量に含む。 しま
りあ り。
褐色上プロック、カーポンを多量に

含む。 しまりあ り。
層

　

層

暗褐色土層(10YR3/4)℃
争芳承[Iク

を多量に含む。粘性・
。

|

褐色土層(10YR4/6) 褐色土プロックを多量に含む。粘性・
しまりあり。

|ロ
＼

ん
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＼ 、

|ロ

旧4号竪穴住居
カマ ド土層

1層  褐 色 土層 (■OYR3/4)粘 土

色 上 プ ロ ック、 カー ポ ンを多

3層  黒 褐 色土層 OOVe/3)粘

4層 暗褐 色土 層 (■0-3/4)粘

9       (1:20)      lm

ド

止曼
３
一
Ｌ
ヨ

第24図 旧 4号堅穴住居平面図・ カマ ド平面図
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第25図  4号堅穴住居出土土器 (1)
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第26図  4号竪穴住居出土土器 (2)
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耕作土。

褐色上プロック、粘土 ブロック、ヵ―ボンを少量含む。粘
性 。しまりな し。

褐色土プロック、カーボンを少量含む。やや しまりあ り。
褐色上ブロック、ヵ―ボンを多量に含む。やや しまりあ り。
褐色土ブロックを多量に含み、カーボンも少量み られる。
粘性 。しよりなし。

褐色土ブロックを多量に含み、カーボンも少量み られ る。
しまりあり。
褐色土ブロックを少量含む。粘性・ しまりなし。
褐色土プロックを多量に含む。やや粘性あり。
褐色土プロックを多量に含む。やや粘性あり。

,ヽど
にJP

すヽぜ9‐ Iぞ

9          (1140)         ?m

褐色土層 (10YR4/6) 褐色土 ブロックを多量に含み、カーポ ン、黒色土プロック

も少量み られる。 しまりがあ り、やや粘性 もある。
暗褐色土層(10YR3/4)褐色土プロックを多量 に含み、黒色土 ブロックも少量みら

れ る。やや粘性あ り。
褐色土層 (10YR4/6) 褐色土 プロ ックを多量に含む。やや しまりがあ り、粘性 も

ある。

黒褐色土層 (10VR2/3)褐 色土 ブロ ック、ヵ―ボンを多量 に含む。粘性 。しまりあ
り。

黒褐色土層 (10YR2/3)褐 色土プロックを多量に含み、カーポ ンも少量み られる。
粘性あ り。

黒褐色土層 (10YR2/2)褐 色土ブロ ック、ヵ―ポンを少量含む。粘性 。しまりな し。

ギとお

5号竪穴住居土層
1層 黒褐色土層 (10Ⅵ磁/2)

2層 黒褐色土層(10YR2/2)

黒褐色土層 (10Ⅵ睦 /3)

黒褐色土層 (10Ⅵ睦 /3)

黒掲色土層 (10YR2/2)

黒褐色土層 (10VR2/2)

黒褐色土層 (10YR2/2)
黒褐色土層 (10YR2/3)
黒褐色土層 (10YR2/2)

醒

哨

瞬

醍

醍

醍

層

層

層

　

層

　

層

層

層

第27図  5号竪穴住居平面図・ 遺物出土状況
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第28図  5号竪穴住居遺物分布図

カマ ド (第34図 )

東壁に造られてお り、石組み粘土覆いの構造をもつと思われるが、耕作による削平のためプラン確認の段

階で袖石が露出してお り、粘土は全くみられなかった。床面をそれほど掘 り込まず燃焼部とし、袖石の一部

とともに住居壁のラインより大きく外側に張 り出させた造 りとなっている。袖には扁平な石を 3列ほど立て

て構造材としている。

遺物出土状況 (第32・ 33図 )

住居中央が大きく削平を受けていることもあ り、出土遺物はそれほど多 くはない。削平を免れた北西コー

ナー付近と南西の調査区境に上師器必のまとまった資料がみられた。また、土師器外の完形品が西壁際に置

かれたような状態で発見されている。カマ ド周辺でも遺物は少なく、カマ ド内においても甕の小破片が数点

出土 したにすぎない。

出土遺物 (第35078080図 )

第35図 1～ 6・ 8・ 9は、土師器必で、ほとんどが内面に暗文をもつ。 1は対する二面に墨書をもち、い

ずれも「 2」 と墨書されている。 4・ 6は「価」と墨書される。 9は底部を欠損するが、削 り出し高台外に

なるものと思われ、外面を丁寧にヘラ磨きしている。10は黒色土器の資料である。■・ 12は必類の破片資料

であるが、いずれも墨書されてお り、11は「栢」、12は底部に墨書されるが、判読不明。13・ 14は須恵器不

で、14は底部に回転糸切 り痕を残す。15。 16は須恵器蓋であるが、いずれも小形のものである。17・ 18は土

師器小形甕で、外面にはカキメ調整痕を残す。底部には回転糸切 り痕を明瞭に残す。19は須恵器瓶ない し壷

の底部であると思われる。20は須恵器甕の胴部破片であるが、内面中央部分が研磨されてお り、転用硯であ

ると思われる。第78図 4は鉄鏃の先端部破片である。第80図 3は砥石の破片である。凝灰岩製で、全面使用

されている。
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第30図  5号堅穴住居出土土器 (2)
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6号竪穴住居土層
1層 黒 褐 色 土 層 (10YR2/3)

2層  黒 褐 色 土 層 (10YR2/3)

褐 色土 ブ ロ ック、カー ボ ンを多量 に含 き。

ヲ停常 に しまって い る。

褐 色上 ブ ロ ック、 カ ー ボ ンを少量 含 む。

や や粘 性 あ り。

褐 色 上 ブ ロ ック、カー ボ ンを少量 含 む。や

や粘性 あ り。
褐 色 上 プ ロ ック、カー ボ ンを多量 に含 む。

しま りが あ り、 やや 粘 性 もあ る。

褐 色 土 ブ ロ ック、カー ボ ンを少量 含 む。や

や粘 性・ しま りあ り。
焼 上 、 カー ボ ンを多量 に含 み 、褐 色上 ブ
ロ ック も少量 み られ る。 やや粘 性 あ り。

褐 色上 ア ロ ック、カー ボ ンを多量 に含 む。

しま りあ り。
褐 色 上 ブ ロ ックを多量 に含 み 、 カー ボ ン

も少 量 み られ る。 や や粘 性 あ り。

粘上 プ ロ ック、 カー ボ ンを多量 に含む。

粘性 あ り。
褐 色土 プ ロ ックを多量 に合 み 、 カー ポ ン

も少量 み られ る。 粘 性 あ り。

掲 色 上 プ ロ ックを多量 に合 む。 や や しま

黒褐 色土 層 (lllYR2/2)

黒 褐 色 上 層 (10YR2/3)

黒 褐 色 土 層 (■OYR2/3)

黒 褐 色 上 層 (lCYR2/2)

黒 色 土 層 (lllYR■ 7/1)

暗 褐 色 上層 〈工tlYR3/4)

黒 褐 色 土 層 (■OYR2/2)

黒 褐 色 土 層 (■OYR2/2)

暗 褐 色 上層 (■OYR5/4)

暗褐 色 上 層 (lllYR9/3)

13層  褐 色上 層 (■tlYR4/4)

■4層  褐 色土 層 (10YR4/4)

15層  黒 褐 色土 層 (10YR2/3)

16層  暗 褐 色 上層 (■OYR3/4)

■7層  褐 色土 層 (lllYR4/6)

■8層  黒 褐 色 上層 (lklYR2/3)

■9層  暗褐 色 土層 (10YR3/4)

20層 褐 色 土 層 (■tlYR4/6)

6層

7層

8層

9層

10層

11月雪

■2舜母 偲寡羞五E∴そ:宅舌伝倉奮:力
~ボ ン

 21層

第31図  6 号竪穴住居平面図
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褐色土 ブ ロ ック、カー ポ ンを多量 に含 む。
や や しま りあ り。
褐色 上 プ ロ ックを多 量 に合 み 、 カー ボ ン

も少量 み られ る。 )F常に しま って ヽヽ る。
褐 色土 プ ロ ックを多 量 に合 み、 カー ボ ン

も少量 み られ る。 やや粘性 。しま りあ り。

褐 色上 プ ロ ックを多ゑ に合 み 、カー ポ ン、

黒色 土 ブ ロ ック ヽ少 量 み られ る。 や や粘

性 。しま りあ り。
褐 色上 プ ロ ックを多 量 に含 と。 粘 性・ し

ま りあ り。
褐 色土 プ ロ ックを多量 に合 み、 カー ボ ン

も少 量 み られ る。 粘 性 。しま りな し。

褐 色土 ブ ロ ックを多量 に合 と。 粘 性・ し

ま りな し。
褐 色上 プ ロ ックを多量 に含 む。 やや しま

りあ り。



第32図  6号堅穴住居遺物出土状況

8号竪穴住居

遺構の概要 (第36図 )

調査区西側の南寄 り、X=13、 Y=26グ リッドに位置する。住居南側半分以上は調査区外とな り、西側の

多くは 6号住居によって切られているため、規模等は不明である。北壁の遺存状況から、主軸はN鍔7°―E

にとるものと思われる。カマ ドは調査区外に位置するものと思われ、検出されていない。床面は概 して軟弱

で、小さな起伏があ り平坦ではない。壁際には幅10clnほ どの周濤が巡っている。西壁周濤の一部は、6号住

居床下からも発見されている。

遺物出土状況 (第36図 )

調査面積も限られていたため、遺物はほとんど出上しなかった。取 り上げ点数54点を数えるにすぎず、住

居内に散在するような状況であった。

出土遺物 (第37図 )

1～ 6は土師器界の資料であり、内面には暗文をもつ。 6は体部下半を回転ヘラ削 りしてお り、底部を欠

くものの削 り出し高台をもつものと思われる。 7は土師器蓋のつまみ部分である。内面には暗文がみられる。

8は甕形土器口縁部の破片である。

1号小鍛冶遺構

遺構の概要 (第 38図 )

調査区西側の北寄 り、X=22、 Y=25グ リッドに位置する。遺構北側は調査区外とな り、幅約70clnしか調

査することができなかった。南側には16号濤、 6号住居がみられる。調査面積が狭いため、遺構の平面プラ

ンは不明であるが、主軸をN84°―Eに とり、東西長 5mを測る。カマ ドなどは発見されていない。遺構中
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第33図  6号竪穴住居遺物分布図

央付近の調査区境に長径50cla、 深さ27mほ どの楕円形をした落ち込みを確認した。土層観察では遺構覆土を

切 り込んだ り、落ち込み上に床を張った痕跡は認められず、本遺構に伴 う土坑とするのが妥当であると考え

るが、性格については不明である。床面は平坦ではなく、硬化 した面もみられなかった。東側では床面 レベ

ルが下がるが、遺物や珠がほば水平にみられることから、本来の床面はこのレベルであった可能性もある。

遺構北東隅には、やや大形の礫が数点みられた。そのうちの 1点は、上面には平滑な面がみられ、礫全体も

鉄分が付着 し酸化した状態がみられた。鉄製品の鍛打の時に使用した金床石であると思われる。また、鉄滓、

未製品の刀子などがみられることから、頭初 7号住居として調査を行なったが、小鍛冶遺構と判断した。調

査面積が狭いため、輔の羽口や鍛冶に伴 う諸施設は確認されていない。

遺物出土状況 (第 38図 )

僅かな調査面積にも関わらず、南壁に沿って土師器芥や灰釉平瓶をはじめとして様々な遺物が出上 した。

とくに南壁東寄 りでは、黒色土器 4個体ほどと灰釉平瓶がまとまって出上 した。いずれも床面に近いレベル

から出上 しているが、床に置かれたような状態ではなく床面に滑 り落ちたように遺構内側に向かって傾いて

いるものが多くみられた。それほど高くはない棚状の施設に置かれていたものが、施設の廃絶に伴って滑 り
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6号竪穴住居 カマ ド土層
1層 黒 褐 色 上層 (10YR2/3)褐 色 土 プ ロ ックを多量 に

合 み 、 カー ボ ン も少量 み

られ る。 絡 性 。しま りな

2層  黒褐 色 上層 (lllYR2/3)焼上 プ ロ ック、カー ボ ン、

褐 色 上 プ ロ ックを少 量 含

む。 や や しま りあ り。

3層  黒褐 色 土層 (ltlYR2/8)焼土 プ ロ ック、カー ボ ン、

粘上 ブ ロ ックを少量含む。
や や粘性 あ り。

4層  黒褐 色土 膚 〈工OYR2/3)焼 上 プ ロ ック、カー ポ ン、

褐 色 土 ア ロ ックを少 量 合
む。 粘性・ しま りな し。

5層 黒 褐 色 上層 (■OYR2/2)焼 上 プ ロ ック、カー ボ ン、

褐 色上 プ ロ ックを少量 含

む。 粘 性・ しま りた し。

6層  黒 褐 色上 層 (7 5YR2/2)焼上 ブ ロ ックを多量 に合
み、カーボン、粘土プロッ
クヽ少二 み られ る。 粘 性

″層  極 暗赤 褐 色 上層 (7戯R2/3)焼 上 、褐 色 土 プ ロ ッ

8庸  赤 褐 色 上層 (2 5YR4/8)
9層  黒褐 色 土 層 (lllYR2/9)

iO層  暗褐 色上 層 (7 5YR9/4)

Iユ層  療 腰

12層  黒 褐 色 上 層 (7 5YR2/2)

クを少景 合 み、 カー

ボンヽ多 くみ られ る。
しま りあ り。

焼 上 層
褐 色 土 ブ ロ ックを 多量 に

含 む。 粘 性 あ り。
焼 と 、褐 色 上 プ ロ ックを

少 量 合 む。 粘 性 あ り。

焼 上 、褐 色上 プ ロ ックを

極 少 量 含 む。 粘 性・ しま

焼 土 プ ロ ックを多量 に含

み、 カー ボ ツ、褐 色 上 ブ
ロ ックも少量 み られ る。

粘 性 あ り。

に合 み 、 カー ボ ン、

褐 色 上 プ ロ ック も少

量 み られ る。 粘 性 あ

焼 上 ブ ロ ック、カー ボ ン、

褐 色 土 プ ロ ックを少量 含

む。 やや相 性 あ り。

褐 色 上 ブ ロ ックを多量 に

合 み 、焼 上 プ ロ ック も少
量 み らオしる。 粘性・ しま

05～ lmほ どの褐 色上 ブ
ロ ックを多量 に含 と。 粘

性 あ り。

13層  極 暗赤 褐 色土 層 (7 5YR2/3)焼土 ブ ロ ックを多量

黒 褐 色 土層 (10YR2/3)

黒 褐 色 土 層 (■OYR2/3)

16層 黒褐 色 上層 (10YR2/3)

9       (1,20)      lm

6号竪穴住居カマド平面図
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第35図  6号堅穴住居出土土器
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8号竪 穴住 居土 層
1層 黒褐色土層(lllYR2/3)焼 上、カーポ

ン、褐色土プロックを多量に含む。粘性・
しまりなし。

2層 暗褐色土層(lllYR3/4)カ ーボン、褐
色土プロックを多量に含み、焼土も少量
みられる。 しまりあり。

3層 黒掲色土層(lllYR2/2)褐 色土プロッ
ク、カーポンを少量含む。粘性あり。

4層 黒褐色土層(10YR2/2)褐色土アロッ
ク、カーボンを多量に含む。粘性 。しま
りあり。

5層 黒褐色土層(1銀R2/3)褐 色上プロッ
ク、カーボンを多量に合む。やや粘性・

しまりあり。
6層 暗掲色土層(10YR3/4)褐色土ブロッ

クを多量に含み、カーボンも少量みられ
る。粘性あり。

7層 暗褐色土層(lllYR3/4)褐 色土プロッ
ク、カーポンを多量に合む。しまりあり。

3層 黒褐色土層(lllYR2/3)褐 色土プロッ
クを多量に含み、カーボンも少量みられ
る。粘性あり。

9層 黒色上層(lllYRl,7/1)褐 色土プロッ

ク、カーボンを多量に含む。粘性あり。
10層  黒褐色土層(lllYR2/2)カ ーボンを多

量に合み、褐色土アロックも少量みられ
る。粘性あり。

11層  黒褐色土層(lllYR2カ )褐 色土プロッ
クを少量含む。粘性あり。

12層 暗褐色土層(10YR3/4)褐色土プロッ
クを多量に含み、カーボン、黒任キプロッ
クも少量みられる。粘性・ しまりあり。

13層  黒色土層(lllYRl,7/1)カ ーボンを多
量に含み、褐色土プロックも少量みられ
る。粘性あり。

14層 黒褐色土層(lllYR2/2)褐 色土プロッ
クを多量に含み、カーボンも少量みられ
る。粘性あり。

15層  褐色土層(10YR4/6) 褐色土プロッ
クを多量に含む。粘性 。しまりあり。

16層  陪褐色土層(10YR3/4)褐色土プロッ
ク、黒色土ブロックを少量含む。やや し

まりがあり、粘性もある。

【一く．

_116-28

8号堅穴住居平面図
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第37図  8号竪穴住居出土土器

落ちたものとも考えられる。また、東壁際中央付近ではコークスを含む鉄滓が20点 ほどまとまって出土 して

いる。その他、未製品の刀子、鎌、藝などの鉄製品が出上 している。

出土遺物 (第39・ 40・ 78・ 80・ 81図 )

第39図 1～12は土師器界の資料であるが、内面に暗文をもつものともたないものは同数 となる。外面下半

部は斜位に手持ちヘラ削 りされるものが多い。 2・ 8は内外面および口唇部に煤の痕跡があ り、灯明具ない

し鍛冶に関する道具として使用された可能性がある。 1・ 3には墨書がみられる。 1は底部に「庄」と書か

れるが、 3は断片のため判読不明。■・ 12は底部資料で、いずれも低い削 り出し高台をもつ。13は皿形土器

で、内面屈曲部に環状の暗文をもつ。14～ 17は黒色土器の外である。比較的まとまった資料といえ、外面は

ナデ調整が行われ、内面は横方向のヘラ磨きないし暗文状の磨き痕がみられる。底部はいずれも回転糸切 り

痕を残す。18は黒色土器の婉である。内面およびみこみ部に暗文がみられる。19・ 20は須恵器界の資料であ

る。20は底部に回転糸切 り痕を残す。21・ 22は土師器蓋であるが、 2点 とも径のあ りに器高は高いものであ

る。第40図 1は緑釉陶器の口縁部破片である。釉薬はあまり緑の発色をしていない。猿投窯産であると思わ

れる。 2は灰釉陶器の口縁部破片である。 3は須恵器小形長頸瓶の胴部資料である。頸部および底部を欠損

する。猿投窯産であると思われる。 4は灰釉陶器の平瓶である。やや小形の製品で、口縁部および把手を欠

損する。床面に据えられたような状態で出上 したことから、欠損 したまま使用 していたものと考えられる。

猿投窯の製品である。 5～ 9は土師器甕である。 5～ 7は 甲斐型甕の資料であるが、 8は器壁も厚 く内面は

ナデ調整が行われ、外面には平行叩き目の痕跡が残る。 9は ロクロ整形の小形甕の底部破片で、外面はカキ

メ調整され、底部には回転糸切 り痕を残す。第78図 5は刀子の未製品である。茎部は整形を終えているが、

刃部は断面が方形を呈 しており、未製品であることがわかる。刃部の幅は狭 く、これから更に叩いて刃部幅

を広 く薄 くし、刃部を研ぎ出すものと思われる。 6は鉄鎌であるが、薄い造 りのため未製品であるかどうか

の判断はできない。 7は鉄板ないし鉄製品の切断に用いられた藝であると思われる。頭部は使用による敲打

によってかな り潰れている。第80図 2は土錘である。ほぼ完形であるが、 5号住居出上のものよリー回 り小

形である。第81図 7は金床石である。一部になめらかな面がみられ、礫全林に鉄分が付着 し赤茶けている。

なめらかな面は鉄製品の鍛錬によって形成されたものであろう。金床石としては小形のもので、遺構の隅に

据えられていたことから補助的に用いられたものかもしれない。

え
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1号小鍛冶遺構土層
ユ層 褐色土層 (10YR4/4)

2層 褐色上層 (10YR4/4)

3層 褐色土層 (10YR4/4)

4層 褐色土層 (10YR4/4)

5層 暗褐色土層 (10YR3/4)

十二

掲色土ブロック、カーボンを少

量含む。 しまりあ り。

褐色土ブロックを多量に含み、

カーボンも少量み られる。粘性・

しまりな し。

カーボン、褐色土プロックを多

量に含む。やや しまりあり。

褐色土プロックを多量に含む。

しまりあり。

褐色土プロックを多量に合み、

カーボンも少量みられる。やや

しまりあり。

_↓讐222

層

　

層

皓褐色土層(10YR3/4)褐色土ブロックを少量含む。粕

性 。しまりなし。

暗褐色土層(10YR3/4)褐色土ブロックを多量に含む。

粘性 。しまりなし。

↓22セ6

I▼ ‖・…2歩ジ【・・ メ冬荒

1号小鍛冶遺構平面図・遺物出土状況第38図
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第39図  1号小鍛冶遺構出土土器 (1)

④
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第40図  1号小鍛冶遺構出土土器 (2)

第 2節 中世の遺構と遺物

1号方形堅穴状遺構

遺構の概要 (第 41・ 42・ 44図 )

調査区のほぼ中央、X=42、 Y=74グ リッドに位置する。東には 2号方形竪穴状遺構、南には 6号方形竪

穴状遺構と重複関係にあり、いずれも1号方形竪穴状遺構が切る。南に位置する4号方形竪穴状遺構 とはプ

ランが一部接 しているが、僅かなため新旧関係を引らかにすることはできなかった。東西長3.6m、 南北長

4.Omほ どを測る方形プランを呈し、床面積は12.96だ ほどとなる。北西コーナー部は、一部弧状に張 り出し

をもっている。主軸をN-28° Wに とる。南側壁ほぼ中央に下半部は地山を掘 り残 し、上半部を張 り出させ

た 2段のステップをもつ出入口施設が検出された。深さは東側で0.97m、 西側で0.95mを 測 り、壁は崩落も

ほとんどみられず、垂直に立ち上がる。覆土はレンズ状の堆積を示すものの、土層中には地山上のロームブ

ロックが混入 していた り、一部で自然堆積とは考えられない堆積のあり方を示すものもみられ、人為的に埋

多オ
球

《_も
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1号方形堅穴竪穴状遺構土層
1層 黒褐色土層 (10YR2/3)褐色土プロック、カーボ

ンを少量含む。やや しま

りあり。
2層  黒褐色土層 (lllYR2/3)褐 色土プロック、カーボ

ンを多量に含む。粘性 。

しまりなし。
3層  暗褐色土層(10YR3/4)05～ 2 cnほ どの褐色土

プロックを多量に合み、
カーボンも少量みられる。
粘性 。しまりなし。

4層 黒褐色土層 (10YR2/3)

黒褐色土層 (10YR2/2)

黒褐色土層 (lllYR2/3)

7層  暗褐色土層 (10YR3/4)

8層  黒褐色土層 (10YR2/3)

5層

6層

05～ 2 cnほ どの褐色土
ブロックを多量に含み、
カーボンも少量みられる。
やや しまりあ り。

褐色土プロック(05～ 3
伽 )、 カーボンを多量に

含む。 しまりあり。
カーボンを多量に含み、
05～ l cllほ どの褐色土
プロックも少量みられる。
やや しまりあり。
褐色土プロック、黒色土
ブロックを多量に含み、
カーボンも少量みられる。
しまりあり。
カクラン

1号方形堅穴状遺構ピット

卜 12
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第41図  1号方形竪穴状遺構平面図
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め戻されたものと考えられる。中央部では床面に接するように人頭大の礫が多数発見された。この礫は中心

部に集中してお り、周辺部では少なく床面よりやや浮く傾向にある。礫のエレベーション (第 42図)でみる

と映のレベルが レンズ状になることがわかる。おそらく遺構を埋め戻す際、一緒に投棄されたものと思われ

る。周辺の上層中には全く礫がみられないことから、これらの礫は何かに使用され廃棄されたものと考えら

れるが、使用目的は不明である。床は張 り床等がされた痕跡はなかったが、全体的に硬化面がみられた。竪

穴内の東壁寄 りには、南北1.8m、 東西1.5m、 深さ32c14の火処が設けられていた (1号火処 )。 掘 り込み内

底面は、南北0.9m、 東西0.88mほ どが被熱 してお り、赤褐色に変色 していた。また、底部の径50～ 60crnほ

どの範囲内に炭化物が 3 clnほ ど堆積 していた。また、南東コーナー付近でも火処が検出されている (2号火

処)。 東西0.85m、 南北0.55m、 深さ5.5crnほ どで隅丸方形を呈する。掘 り込み内には全体に多量の焼土と炭

化物が堆積 していた。また、この火処によって竪穴南側の壁も一部被熱 して硬化 していた。上屋を支えた柱

穴は、基本的には壁際に沿って配置されているが、柱間の間隔は一定ではない。一部の柱穴では、壁を掘 り

込んで柱穴を作っていた。とくにコーナー部の柱穴において顕著な傾向にある。コーナー部の柱穴を主柱穴

として、四壁とも1.8m前後を主柱間としているが、東西壁では主柱穴の間に細い補助柱穴を設けている。

南北壁では、等間隔とはならないが、やは り小径の補助柱穴をいくつか設けている。竪穴内の柱穴は、正確

ラ年 ん

く
|

り筆ヵ

号方形堅穴状遺構礫検出状況
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には対壁対称とはならないが、対称に設けようとする意図は窺える。一部の柱穴は重複がみられ、建て替え

が行われたことが考えられる。北東コーナー部では柱穴構造をもたず、扁平な礫を床面上に配置した礎石建

ち構造とし、礎石下にも掘 り込みは確認できなかった。柱穴に柱痕は確認できず、底部に根石をもつものも

みられなかった。

遺物出土状況 (第43図 )

竪穴内からは、さまざまな遺物が出上 しているが、平安時代の上師器などが多く、いずれも竪穴内で使用

状況にあったと思われる土器類は発見されなかった。取 り上げ点数240点 を数えるが、ほとんどを上師器や

陶器の細片が占める。覆土中の上層ないし中層から出土する遺物も多く、床面直上から出土する遺物はほと

んどみられなかった。そのうち第79図 1の北宋銭は、 2号火処覆土中から発見されたもので、火処使用時の

遺物とみることができる。

出土遺物 (第58078・ 79図 )

第58図 1は鉄釉天目茶碗の口縁部破片である。古瀬戸後 I期のものである。 2は常滑広口壷口縁部破片で

ある。口縁部縁帯を久損するが、頸部には折 り返 し部分が象1がれた痕跡を残 し、縁帯が頸部に接していたこ

とがわかる。 3・ 4は常滑甕の肩部および胴部破片である。第78図 8は銅製品であるが、用途は不明。 9・

10は棒状の鉄製品であるが、 9は片方が薄 く造られ刃部となる可能性がある。10は断面方形を呈し、鉄鏃や

9         (li40)        ?m

第43図  1号方形堅穴状遺構造物分布図
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1号方形竪穴状遺構  2号火処土層
1層 黒褐色土層(10YR2/2)カ ーボン、焼土プロック、褐色土ブロックを多量に含む。

粘性 。しまりな し。

第44図  1号方形堅穴状遺構火処平面図

m

1号方形 竪 穴 状 遺 構  1号 火処 土 層
1層 黒褐色土層(10YR2/2)褐色土

ブロック(05～ 1 5qll)、 カーボ
ンを多量に合み、焼土も少量み
られる。粘性 。しまりなし。

2層 炭層
3層 赤褐色土層 (5YR4/8)

焼土層
4層 明褐色土層(7 5YR5/8)0 5al

ほどの褐色土プロックを多量に

含む。粘性 。しまりなし。

a
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鉄釘の類かと思われる。第79図 1は 2号火処内より出土の銅銭で、威平元賓である。

2号方形竪穴状遺構

遺構の概要 (第45・ 46図 )

調査区の中央よりやや東、X=42、 Y=76グ リッドに位置する。西には 1号方形竪穴状遺構が位置 し、西

側半分ほどを切られる。主軸を 1号方形竪穴状遺構よりやや東に振 り、N66°一Eに とる。深さは、 1号方

形竪穴状遺構とはぼ同様で、東側で0.8mを測る。残された柱穴から、プランは方形を呈 し、南北3.2m、 東

西推定3.8～3.9mを測ることが推定される。柱穴から推定される床面積は、10.07だ となる。東壁中央には

地山を掘 り残 した 2段のステップをもつ出入口施設がみられ、施設上部は竪穴プランよりやや張 り出させて

いる。本竪穴も1号方形竪穴状遺構同様土層観察から、人為的に埋め戻されたような堆積のあり方をみせる。

床面のレベルは 1号方形竪穴状遺構とほとんど同じレベルであり、床全体に硬化面がみられた。出入口部の

硬化はとくに顕著であった。竪穴内中央よりやや南東には、東西0。 9m、 南北0.9m、 深さ23clnの 不整円形を

した火処が検出された。火処内には炭化物と焼上が堆積 してお り、火処内の全面が赤 く焼け被熱していた。

火処周辺にも炭化物が床面上に広が りをみせていた。柱穴は 1号方形竪穴状遺構同様、壁際に沿って掘られ

ている。出入口施設のある東壁では、径15crnほ どの細い柱穴が 5カ 所にみられる。奥壁にあたる西側では、

径20cln以上のやや大形のピットが約 lmの等間隔に配置されていた。一方、南北側は、壁の中央付近に 1カ

所ずつ配置されているだけであ り、柱間は1.6～ 1.8mと なる。南側中央の柱穴 (P8)は、 1号方形竪穴状

遺構の南東コーナー柱穴と同じ位置にあり、 2号方形竪穴状遺構廃棄後、掘 り直されたものと考えられる。

南西コーナー柱穴となるP7には、根石が確認されているが、本竪穴内においては唯―の例である。また、

竪穴中央やや奥寄 りや出入口付近にも柱穴が確認されている。柱穴に重複等がみられないことから、 1号方

形竪穴状遺構でみられたような建て替えはなかった可能性が高い。

遺物出土状況 (第45図 )

1号方形竪穴状遺構同様、土師器や陶器の小破片が1/dと んどを占める。出土状況も散在的でまとまった資

料は見られない。

出土遺物 (第 58・ 78図 )

第58図 5は灰釉碗形鉢である。古瀬戸後 Iな いしH期のものである。 6は常滑の甕の胴部破片である。第

78図■は断面方形を呈する棒状の鉄製品であるが、用途不明。

3号方形堅穴状遺構

遺構の概要 (第 47・ 48・ 51図 )

調査区の東側、地形がやや東に傾斜 しているX=48、 Y=90グ リットに位置する。西には1.6mほ ど離れ

て5号方形竪穴状遺構がある。竪穴東側の一部は、重機による掘削のため床面まで大きく破壊を受けている。

主軸をNW9)ヽ vこ とる。東西4.lm、 南北 5mを測 り、南北がやや長い方形のプランを呈する。東壁の残存

部から推定される床面積は14.45だ を測る。掘 り込みもかな り深 く、西側で1.lm、 】ヒ側で1.Om、 南側で1.0

mを測る。壁は重機による撹乱が数力所みられるほか、北側がやや崩落した状態で検出されたが、ほぼ垂直

に立ち上がってぃる。南壁中央には地山を一部掘 り残 した、 2段のステップをもつ出入口施設が検出されて

いる。上半部は竪穴の外側に張 り出させている。覆上の状況は大形の地山ブロックが確認されるなど、自然

堆積ではないような状況にあり、他の方形竪穴状遺構同様、人為的に埋め戻された可能性が高い。覆土中に

は人頭大ほどの礫が多数検出された。映は、竪穴内のほぼ中央に集中するように分布 してお り、レベル的に

は中心部のものが低 く、周辺部のものが高い傾向にあ り、埋め戻 しの際投棄されたものと考えられる。床は

全面的に硬化が認められた。竪穴中央のやや東寄 りには南北2.2m、 東西1.45m、 深さ33cmほ どの火処が設

置されている。火処の下層には炭化物が堆積 し、底面は良く被熱してお り、東西0.8m、 南北1.2mほ どが赤

褐色に変色していた。竪穴内の下層には暗褐色土が堆積 していたが、火処覆上の上層には地山上が10claほ ど

堆積 してお り、埋め戻された可能性が指摘できる。また、埋め戻された地山土は堅 くしまってお り、埋め戻

しを行った後も竪穴を使用していた可能性もある。柱穴は壁際や竪穴中央付近にも配されているが、重複が
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2号方 形 堅 穴 状 遺 構 土 層

1層 暗褐色土層 (10YR3/4)

2層 黒色土層 (ltlYR1 7/1)

3層 暗褐色土層 (10YR3/4)

4層 黒褐色土層 (10YR2/2)

5層 暗褐色土層 (10YR3/4)

6層 黒褐色上層 (lllYR2/3)

7層 黒褐色土層 (10YR2/3)

8層 黒褐色土層 (10YR2/2)

2号方形竪穴状遺構ピット

m

P!ユ

ユー6 27

P-8 29

卜 13

2号方形堅穴状遺構平面図・遺物分布図

カーボン、褐色上ブロック(0駒ω

を多量に含む。粘性 。しまりなし。

褐色土プロック(05～ 3 cra)、 カー

ボンを少量含む。やや しまりあり。

褐色土プロック(05～ 2 cnl)、 カー

ボンを多量に含む。 しまりあ り。

05～ l qllほ どの褐色土 プ ロック

を多量に含む。 しまりあ り。

0 5crnほ どの褐色土 ブロックを多

量に合み、カーボンも少量み られ

る。粘性 。しまりな し。

カーボン、褐色土プロック(05～
lcnl)を 多量に含む。粘性 。しまり

な し。

0 5anほ どの褐色土 ブロックを多

量に合み、カーボツも少量み られ

る。粘性 。しまりな し。

カーボン、褐色土 ア ロック(1～
211n)を 多量 に含む。粘性 。しま

りあ り。
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2号方形竪穴状遺構 火処土層
A.661 2m l層 黒褐色土層(10YR〃2)褐色土プロック(05～ 1

cal)、 カー ボンを多量 に

含み、焼土 も少量み られ

る。粘性 。しまりな し。
2層            炭層

第46図  2号方形竪穴状遺構火処平面図

激しく数度にわたる建て替えが行われているようである。コーナー部の柱穴では 2ないし3の柱穴が重複 し

ているが、内側の柱穴は当初確認できず、外側の柱穴を掘 り上げている過程で発見されたものである。これ

は、いずれも壁に近い柱穴の覆上が柔らかいのに対 し、内側の柱穴は覆土上層に褐色上が堆積してお り、踏

み固められたような状況であった。このことから、当初壁よりやや離れた内側に設けられた柱穴が、建て替

えを行うにあたって徐々に外側へ移動 したことが考えられる。ただし、その過程において竪穴自合の拡張が

あったかどうかについては明らかではない。重複 した柱穴をもつ東と南コーナー部では、2カ 所に根石をも

ち、初期ないし第 2期の柱穴では底部に根石をもっていたことが明らかである。一方、外側に掘られた新 し

い柱穴には根石はほとんどみられないことから、初期の柱穴に根石が使用された傾向があることがわかる。

これらから、 P3、  P5ぬRい しP6、  P7、 P9、  P13、  P18、  P19、  P24、  P30、  P34、  P37、  P40な ど

が当初の柱穴であったものと思われる。

遺物出土状況 (第 49・ 50図 )

覆土中からさまざまな遺物が出土 しているが、陶器を中心として良好な資料が得られている。大形の破片

を含む常滑の変は、投棄された揆中や礫の下層から出土 している。まとまった状態では出上 しておらず、礫

同様に投棄されたものと思われる。また、北宋銭、石日の破片や石鉢なども出上 しているが、いずれも礫に

混在 して発見されてお り、常滑の甕同様竪穴での使用を示す出土状況にはない。その中で、第78図 12の鉄製

品は火処底面より出上 してお り、本竪穴に伴 う遺物とみることができる。また、出土状態は中程で 2本に折

れてお り、並んだような状態で出土 していることから、人為的に火処底面に置かれた可能性もある。

出土遺物 (第58059079・ 80081図 )

第58図 7は灰釉平碗である。口唇部がやや外反する。 8は灰釉四耳壷の肩部であると思われる。図示はし

ていないがもう1点同一個体と思われる胴部破片が出上 している。いずれも内面には炭化物が付着している。

平碗、四耳壷とも古瀬戸後 I期に比定されるものであろう。第59図 1は常滑の甕である。日縁の縁帯は垂下

し頸部に接 しているが、折 り返 した断面にはわずかに際間が残っている。胴部下半を欠損 しているが、底部

資料とおそらく同一個体であると思われる。底部は内面のみこみ部と立ち上が り部が研磨されている。また、
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故意に打ち欠いた痕跡が認められることから、片口鉢の代用品として欠損 した底部を再利用したものと思わ

れる。第78図 12は断面方形の棒状鉄製品である。片方は木に装着されていたと思われ、木質が残っている。

反対側が徐々に細く作られており、先端になると思われ鉄鏃ではないことはわかるが、用途については不明

である。本竪穴からは 3枚の銅銭が出上 している。第79図 2は熙寧元賓、 3は至和通賓、 4は判読不明ない

し無文銭である。第80図 4・ 5は凝灰岩製の砥石であり、いずれも4面使用している。第81図 1～ 3は石鉢

である。 2・ 3は小破片で確認できないが、 1には片口が作 り出されている。 1は 15号土坑出上のものと接

合関係にある。 4～ 6は石臼破片である。 4は下田で八分画 7濤、 5も下日で八分画である。 6は上国の破

片である。 8は竪穴内に廃棄されていた礫のうちの 1点である。礫の一面に研磨されたような平滑な面があ

り、深さ 141nほ どの削痕が 3ヶ 所にみられる。おそらく砥石の代わ りとして用いられたものであろう。

4号方形竪穴状遺構

遺構の概要 (第52353図 )

本調査区のほば中央の南寄 り、X=38、 Y=75グ リッドに位置する。遺構の南半分はどは調査区外となる。

北側で 6号方形竪穴状遺構と接 し、 6号方形竪穴状遺構を切る。さらに北側には 1号方形竪穴状遺構、西側

には 7号方形竪穴状遺構が位置するが、両方形竪穴状遺構との新旧関係は不明である。 4・ 6・ 7号方形竪

穴状遺構は、 3棟が重複するように造られていたため当初 1棟 として調査を進めたが、土層断面観察から重

複があることが判明した。まず、南北のセクションベル トゴヒ側で明らかに土層堆積の異なる箇所を確認 した

ため、 2棟の重複であると考えた。 しかし、東西のセクションベル トにおいては、中央付近で2カ 所の上層

の切 り合いが確認されたため、 3棟重複であることが判明。 4号方形竪穴状遺構は、東西3.05mを測 り、主

軸をN電4°一Eに とる。おそらく方形プランを呈すると思われるが、規模は小さい。深さはかな り深 く、東

側0.9m、 西側1,lm、 北狽11.06mを測る。壁面は北側と西側が 6号方形竪穴状遺構の覆土となるが、垂直に

立った状態で検出されている。東壁には地山をわずかに掘 り残 した出入口施設をもつ。中心部分は調査区外

となっているため調査をすることはできず、階段状の面をもつかどうかは明らかにできなかった。調査区境

界付近に入口部施設が確認されたため、南側半分が調査区外に延びているものと推定される。床面はやや堅

くしまっていたが、火処などの付属施設は確認されておらず、炭化物の散布も認められなかった。柱穴は6

号方形竪穴状遺構と重複 しているために断定が難 しいが、東壁面のPl、 P2は 4号方形竪穴状遺構固有の

ピットである。これからすれば、壁面に沿って柱穴を配するのを基本としているようで、柱穴の規模的にも

P ll、 P15な どが伴 うものであると考えられる。その他、補助柱穴的役割を果たしたのであろうか、中央部

に細いピットを酉己している。

遺物出土状況 (第53図 )

本竪穴から出上 した遺物は、取 り上げ点数22点を数えるにすぎない。覆土中に散在的なあ り方を示 し、ま

とまった資料は検出されていない。北宋銭が 1枚出上 しているが、床面から60clnほ ど浮いた状態であり本遺

構に直接伴 うものではない。

出土遺物 (第59079図 )

いずれも小破片ばか りであ り、平安時代の上師器など本遺構の年代を決定するような遺物はほとんど出土

していない。第59図 2・ 3は平安時代黒色土器である。 5は小破片ではあるが祖母懐茶壷肩部であ り、古瀬

戸後 I期に比定され本竪穴の年代を知る手がか りになる資料である。第79図 5は成平元賓で一部を欠損する。

5号方形竪穴状遺構

遺構の概要 (第54図 )

調査区の中央よりやや東、南北に延びる微高地の東端、X=46、 Y=84グ リッドに位置する。東には 3号

方形竪穴状遺構、西にはやや離れて 2号方形竪穴状遺構がある。東西長4.Om、 南北長3.15mの やや東西に

長い長方形プランを呈 し、床面積は11.55ピ を測る。主軸をNヽ2°一Eに とる。深さは東側で1.05m、 西側で

0.77mを 測 り、四壁とも垂直に立ち上がっている。東壁中央よりやや北側に、地山を掘 り残 した出入口施設

をもつ。施設は内側に50clnほ ど掘 り残す明瞭なもので、ステップが 2段認められる。上部もほとんど壁内側
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3号方形竪穴状遺構平面図第47図
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3号方形竪穴状遺構礫検出状況第48図

にあるが、 2段より上は外側へ張 り出させている。覆上の土層観察では 7層ほどが確認されたが、各層は明

瞭に区分でき短時間で埋まったようなあり方を示 してお り、人為的に埋められたものと判断できる。床は全

面にわたって硬化していた。また、火処の掘 り込みはみられなかったが、入口部付近の 4カ 所に焼土と炭化

物の集積 した範囲が認められた。柱穴は主に壁面に沿って配置されているが、竪穴中央にも柱穴をもつ。そ

のほか、入口南側にも60claの 間隔で 2本の柱穴を配 している。奥壁にあたる西側壁では、両コーナーに柱穴

をもちその間に55m間隔で 5本の柱穴を均等に配 している。一方南北や東壁では、中央付近に 1本をもつだ

けである。柱穴は円形とはならず、長方形を呈するものが多くみられる。長径が15crn足 らずのものもみられ、

柱設置にあたって柱穴を掘らず、長方形の角材を打ち込んだのではないかと思われる。また、竪穴廃棄にあ

たっては柱材を抜き取るために柱穴付近を掘った痕跡が Pl、 P10以外の柱穴にみられた。

鰻

囀

ヽ
か
ド
に

Ｇ
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第49図  3号方形竪穴状遺構遺物出土状況

遺物出土状況 (第54図 )

取 り上げ点数188点を数えるが、本竪穴でも平安時代の上師器細片などが多 くみられ、本遺構の時代を示

す資料はほとんど出上 していない。

出土遺物 (第 59図 )

6は須恵器芥、 8は土師器必類破片、いずれも平安時代のものである。 8は墨書がみられ「価」と思われ

る。 7は古瀬戸の灰釉平碗である。 9は祖母懐の茶壷肩部資料である。 4号方形竪穴状遺構出土の茶壷と同

一個体の可能性もある。

6号方形竪穴状遺構

遺構の概要 (第 52・ 56図 )

遺跡中央付近の南側、X=37、 Y=73グ リッドに位置する。北側の一部を 1号方形竪穴状遺構に、東側を

4号方形竪穴状遺構、西側を 7号方形竪穴状遺構に切られてお り、 6号方形竪穴状遺構 として調査できたの

はわずかに北側のコーナーを含む1.5nf足 らずの面積である。床面のレベルは 4・ 7号方形竪穴状遺構 とほ

とんど同じである。 3棟重複した柱穴から6号方形竪穴状遺構の柱穴を抽出するのは困難ではあるが、根石

をもつ柱穴があ り手がか りとな りうる。 P3・ P14・ P22は ともに根石をもち、2.4m前後の間隔で一列に

―-66-―
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第50図  3号方形堅穴状遺構遺物分布図

並ぶことからおそらく同一の柱穴群であると思われる。 4・ 7号方形竪穴状遺構とも規模が小さく、この柱

穴列を配置できるのは 6号方形竪穴状遺構だけである。また、P3は一部残る東壁の延長線上にあり、位置

的にも他の竪穴の例からして間違いないものと考える。 P22が同一の柱穴群だとすれば、確認されている 7

号方形竪穴状遺構の西壁が、 6号方形竪穴状遺構の西壁と同一であるとすることができる。これから規模を

考えると、東西5。 2mの方形プランを呈することになり、南側半分は調査区外に位置 している。また、P100

P16・ P23も 4・ 7号方形竪穴状遺構ににまたがることから、 6号方形竪穴状遺構のものと考える。わずか

にしか残らない床面は硬化がみられる。床に柱穴以外、火処などの付属施設は確認されていない。本竪穴の

上層堆積は、他の竪穴の堆積状況とは異な り、比較的細かい粒子の上層が薄く幾重にも堆積 したような状況

をみせ、唯一自然埋没 したものとみられる。

遺物出土状況 (第56図 )

調査面積が限られていたため、遺物としては 6点が出上 したにすぎない。鉄製品が出土 しているが、遺構

確認面からの出土である。

出土遺物 (第59078図 )

本竪穴からは、本来の遺構構築年代を示すような遺物は出上 していない。第59図 10は平安時代の須恵器芥

である。第78図 13は断面方形の棒状鉄製品であ り、 3号方形竪穴状遺構出土棒状鉄製品と類似 している。鉄

為
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3号方形堅穴状遺構 火処土層
1層 黒褐色土層 (10YR2/2)カ ーボンを多量に合み、

1～ 2 alほ どの褐色上ブロックも少量みられる。

しまりあり。

口1 2碓繋,ナ写離 、身蠍奨猛家戦
る。 しまりあ り。

9層 黒色上層 (ltlYR1 7/1)カ ーボンを多量に含み、

05～ l lXほ どの褐色土プロックも少量みられる。

第51図  3号方形堅穴状遺構火処平面図

鏃の可能性もあるが、用途は不明である。

7号方形竪穴状遺構

遺構の概要 (第 52・ 57図 )

調査区中央付近の南寄 り、X=36、 Y=73グ リッドに位置する。 6号方形竪穴状遺構を切 り、 6号方形竪

穴状遺構の覆土中に掘られている。 4号方形竪穴状遺構が西に隣接 し、確認面での距離はわずかに10crnし か

ないが、新旧関係は不明である。東西のセクション面において、 7号方形竪穴状遺構の東壁が 6号方形竪穴

状遺構の覆上を切っているのが確認されているが、西壁が切っているのは確認できなかった。おそらく、西

壁は 6号方形竪穴状遺構の壁をそのまま使用したものと考えられる。北西コーナーから北壁についても同様

なことがいえる。床面のレベルは 4・ 6号方形竪穴状遺構と同一である。本竪穴の柱穴は判然としないが、

北側の壁際に造られたP17・ P18・ P21な どが本竪穴に属するものとしてよいと考える。中央および南側の

ピットについては不明である。

遺物出土状況 (第 57図 )

遺物取 り上げ点数114点を数えるが、隣接する他の方形竪穴状遺構同様、平安時代の上師器小破片が多数

を占める。また、遺物は散在傾向にあり、本遺構に直接関わると思われる遺物はまったく出上 していない。

出土遺物 (第59図 )

本竪穴からも遺構の構築年代を示すような遺物は出土していない。11は土師器芥口縁部破片であるが、墨

2m

だ 6606m
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7号方形竪穴状遺構平面図
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書がみられる。12は黒色土器の外底部破片。13は須恵器外である。これらはいずれも平安時代の所産である。

第 3節 土坑・ ピット

本遺跡からは、45基の土坑と48基のピットが発見されている。土坑とピットの区分については、径30c14程

度を境として大きいものを上坑、小さいものをピットとした。ただし、厳密に区分 したものではない。個々

の上坑およびピットのデータについては、表にまとめてあるのでそちらを参照されたい (第 1表 )。

土 坑

遺構の概要 (第60～ 66・ 69図 )

土坑は調査区西側と方形竪穴状遺構が密集する地区の北側に集中する。調査区の東側では、 2基が散在す

るだけである。15号土坑からは、石鉢が出上 してお り3号方形竪穴状遺構の石鉢 と接合関係にあ り、中世の

所産であると思われる。40号土坑は、 5号方形竪穴状遺構に隣接 してお り、主軸 も―にしている。東西長

1.12m、 南】ヒ長0。 92mの長方形を呈する。土坑四隅には径10～ 15ctnの ピットをもち、深さは底面から15～25

crnを 決1る 。ピットが四隅にあることから、方形竪穴状遺構と類似 した構造となる。本土坑は 5号方形竪穴状

遺構の付属施設として設けられた可能性が高いものといえる。

その他、集石土坑が 1基ではあるが発見されているが、礫中および礫下より縄文土器、平安時代の上師器

の小破片が出上 しているだけである。

出土遺物 (第70図 )

土免からの出土遺物はわずかなもので、土師器の小破片がほとんどを占める。これらは直接土坑の年代を

特定する資料とな りうるかについては断定できない。

1は 4号土坑出上の小形重である。外面はヘラ削 りされている。 2・ 3は 7号土坑出土土師器である。 2

は体郡下半をヘラ削 りしている。 3は皿形土器の底部資料で、内面には渦巻き状暗文が、底部には墨書がみ

られる。「東」か。 4・ 5は 20号土坑出土土師器。 4は黒色土器界。 5は必で、内面には暗文、体部下半は

手持ちヘラ削 りされている。底部には回転糸切 り痕を残す。 6は 18号土坑出上の上師質土器口縁部破片であ

る。おそらく内耳土器の破片であると思われる。 7は 22号土坑出土土師器皿である。 8は27号土坑出土土師

器鉢の資料で、内面には暗文をもつ。胎土も甲斐型界のそれと同じである。 9は 31号土坑出土黒色土器芥。

32号土坑からは 2点の陶器が出上 している。10は常滑広口壺の口縁であると思われる。■は猿投緑釉陶器の

底部破片である。底部内面は研磨されてお り、転用硯として使用されたものである。12は44号土坑出上の黒

色土器芥である。

ピット

遺構の概要 (第67～69図 )

ピットは調査区西側、中央に位置する住居群と西側に位置する住居群の間に群集する。これらのうち掘立

柱建物跡の柱穴となるような配列を示すものはみられなかった。

出土遺物 (第70図 )

ピットからは出土遺物があまりみられず、土師器の破片などを中心にわずかずつ出土している。13は10号

ピット出上の土師器外国縁部破片であるが、墨書がみられる。墨書は判読不明。14は 12号 ピット出上の土師

器必底部資料である。

第 4節 澪 跡

本遺跡からは、16条の濤が発見されている。
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4号方 形 堅 穴 状 遺 構 土 層
I層 黒褐色土層 (10削磁ね )

2層 暗褐色土層 (10YR3/4)
3層 暗褐色土層 (10YR3/4)
4層  黒褐色上層 (10YR2/3)
5層 黒褐色土層 (10YR2/3)
6層 黒褐色土層 (10YR2/2)
7層 黒褐色土層 (10YR2/3)
8層 黒褐色土層 (ltlYR2/2)
9層 黒褐色土層 (ltlYR2/3)
10層  黒褐色上層 (10YR2/2)
n層 暗褐色土層 (10YR3/4)
12層  黒褐色土磨 (10YR2/2)
13層  黒褐色土層 (10YR2/3)
14層  黒褐色土層 (10YR2/2)
15層  黒褐色土層 (10YR2/2)
16層 黒褐色土層 (10YR2/2)
17層 黒色土層 (IOYR1 7/1)
18層 黒色土層 (10YR1 7/1)

耕作土

З:雪 :子夕‡::,‡:そ三与三髯をヒぞξとtとξそ:::::与iし

まりなし。
究三要ラ:名置上夢含し塀ぎ§ふを雰遅にき撃!簿セ彗脅弘虎

や粘性。しまりあり。

)々へを

4号方形竪穴状遺構平面図・遺物分布図第53図
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5号方形竪穴状遺構ビット
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5号方 形 竪 穴状 遺 格 土 層

1層 黒褐色土層(lllYR2/3)

2層 黒色土層(10YRl,7/1)

3層 褐色土層(10YR4/4)

4層 黒色土層(10YRl,7/1)

5層 黒色土層 (ltlYR文 .7/1)

6層 暗掲色土層(10YR3/4)

7層 黒褐色土層(10YR2/3)

05mほ どの褐色土プロックを多量に含み、カーボンも少量み

られる。 しまりあり。

褐色上ブロック(0.5m)、 カーポンを少量含む。やや しまりあ

り。
05～ 2 anほ どの褐色土プロックを多量に含む。粘性・ しまり

あり。

カーボンを多量に合み、05～ l cnlほ どの褐色上プロックも少

量みられる。ややしまりあり。

0,5～ 2mほ どの褐色土プロックを多量に含み、カーポンも少

量みられる。粘性あり。

05～3mほ どの褐色土プロックを多量に含み、カーボンも少量 .

みられる。粘性 。しまりなし。

05～ lmほ どの褐色土プロックを多量に含み、カーボツも少

量みられる。粘性 。しまりなし。

第54図  5号方形竪穴状遺構平面図 。遺物分布図
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6号 方 形 竪 穴 状 遺 構 土 層

ユ層  黒 褐 色 土層 (10YR2/3)
2層  黒 褐 色上層 く工OYR2/3)
3層  黒 褐 色土 層 (■OYR2/3)
4層 黒褐 色 土層 (lllYR2/2)
5層  黒褐 色 土層 (lllYR2/3)
6層  黒褐 色土層 〈ユOYR2/8)
7層  黒 褐 色土層 くユllYR2/3)
8層  黒褐 色土層 (allYR2/3)
9層  黒 褐 色上層 (10YR2/2)

耕作 上

褐 色 上 プ ロ ック、 カー ボ ンを少 量 含 む。 粘 性 。しま りな し。

褐 色 上 プ ロ ックを多量 に含 み、 カー ポ ンヽ少 量 み られ る。 粘 性 。しま りな し。
褐 色 上 プ ロ ック、 カー ボ ンを少量 含 む。 や や しま りあ り。

褐 色 上 プ ロ ックを多量 に合 み 、 カー ボ ツ も少 量 み られ る。 粘 性 。しま りな し。
カー ポ ンを多量 に含 み 、褐 色 土 プ ロ ック ヽ少 量 み られ る。 や や しま りあ り。

褐 色土 プ ロ ック、 カー ボ ンを多量 に含 む。 粘 性 。しま りな し。

カー ボ ンを多量 に含 み、褐 色 土 プ ロ ック も少 量 み られ る。 や や しま りあ り。
05～ l Cmほ どの褐 色上 プ ロ ックを多量 に合 み 、 カー ボ ン も少盈 み られ る。 粘 性・

しま りな し。
カー ボ ンを多量 に含 み、褐 色土 プ ロ ック も少量 み られ る。 やや しま りあ り。
05～ 1 5cmほ どの褐 色上 プ ロ ックを多 量 に合 み 、 カー ボ ン も少量 み られ る。 や や

粘 性 。しま りあ り。
カー ポ ンを多量 に含 み 、褐 色 上 プ ロ ックヽ少量 み られ る。 や や しま りあ り。
OS～ 2mほ どの褐 色上 プ ロ ックを多量 に含 み 、 カー ボ ンヽ少量 み られ る。 粘性・

カー ボ ンを多量 に合 み 、褐 色 上 ブ ロ ック も少 量 み られ る。 や や しま りあ り。
カー ボ ンを多量 に合 み、褐 色 上 ブ ロ ック も少 量 み られ る。 や や しま りあ り。
カー ボ ンを多最 に合 み、褐 色土 ブ ロ ック も少 量 み られ る。 や や しま りあ り。
カー ボ ンを多量 に含 み、4B色土 プ ロ ック も少 量 み られ る。 や や しま りあ り。
oS～ 21mほ どの褐 色上 ノ ロ ックを多 量 に合 み 、 カー ボ ン も少 量 み られ る。 や や

粘性 あ り。
カー ボ ンを多量 に含 み、褐 色土 ブ ロ ックも少量 み られ る。 や や しま りあ り。
05～ 2 cIほ どの褐 色上 プ ロ ックを多量 に含 み 、 カー ボ ツ も少量 み られ る。 や や

輯
輯
　
嚇
輔
　
明
琥
輔
媚
胡　
醒
躯
　
２．層塀
線

黒 色上層 (lklYRユ ″ ■)

黒 掲 色上酒 (10YR2/3)

黒 褐 色 上層 (10YR2/2)
黒 4B色 上 層 (10YR2/2)

黒 色土 層 (10YR■ 7/1)
黒 褐 色土層 (10YR2/3)
黒褐 色土膚 (ユOVR2/2)
黒褐 色上層 (ltlYR2/3)
黒 褐 色上層 (10YR2/2)

黒 色上層 (工OYR■ 7/1)
暗褐色上層(10YR3/4)

粕 性 ‐しま りあ り。

黒褐 色上 層 (10YR2/3)褐 色 土 ア ロ ック(o5～ l Cn)、 カー ボ ンを少 量 含 む。 粘 性 。しま りあ り。

黒褐 色土 膚 (10YR2/3)褐 色 上 プ ロ ックを多量 に合 み、 カー ポ ン も少量 み られ る。 粘 性 。しま りあ り。

黒 色上 層 (■OYR■ 7/1)カ ー ボ ンを多量 に合 み、褐 色 土 プ ロ ック

`少
量 み られ る。 粘 性 あ り。

6号方形堅穴状遺構平面図

―-75・ 76-―
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第56図  6号方形竪穴状遺構造物分布図
1～ 12号濤

遺構の概要 (第71図 )

1～ 12号濤は、調査区中央よりやや東側に位置する。濤はすべて幅40～50mほ どで、主軸をN守 8°―W前後

にとりこれと主軸を異にするものは全 くみられず、平行 して掘られていた。また、覆土もやわらか く、表土

および耕作土に類似 したものであった。この濤が掘られているのは、畑の一筆分の区画と一致してお り、近

年まで桑園であったという。蒔の底部は現地表下60～70clnに な り、耕作のため桑の間をこれほど深 く掘るこ

とはないというが、おそらく耕作のため桑の間に掘られた濤であると思われる。また、濤は等間隔にすべて

平行してお り、重複もみられないことから、一時期に掘られたものであろう。表土からはやや深いが、耕作

に関わる痕跡であるため畝状遺構ともいえるものである。濤は方形竪穴状遺構をはじめとして、多
‐
くの遺構

と重複関係にあるが、すべて 1～ 12号濤が重複する遺構を切っている。近世以降の所産であると思われるが、

朔確な時期については不朔である。調査された遺構の中ではもっとも新 しい時期に属する遺構の一つである。

出土遺物 (第77・ 78・ 80図 )

1～ 12号濤からは多 くの上器片が出土 しているが、土師器必の小破片などが多数を占める。第77図 1は 5

-77-
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7号方形竪穴状遺構土層

洋 を

褐 色 上 プ ロ ッ ク (OS～ 15m)、 カ ー ボ ン を 多 量 に 合 と 。 粘 建 が あ り、 や や し
=り

■ルユt

7号方形竪穴状遺構平面図・ 遺物分布図
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第58図 方形竪穴状遺構出土土器 (1)

-79-―

10cm



r「> Φ か 。

?       (116)      ζOCm

の 地

麟｀幾

ワ▽11

追 薯

9      (113)      110Cm

第59図

に

12

方形竪穴状遺構出土土器 (2)

―-80-―



V

身

,号■坑

3号土坑土層

卜  _↓と∝コ

O/

▼
亀
ち

1層  黒褐 色上層 (10YR2/3)褐 色 上 ブ ロ ック
を多量 に含 み 、 カー ボ ン も少 量 み られ る。

2層 黒褐 色上層 (10YR2/2)褐 色土 プ ロ ック、
カー ボ ンを少 量 含 む。 粘 性 。しま りな し。

2号土坑土層

ζ号土坑<

5号土坑土層

▼

▼
３
二

7号土坑土層

推
/p9>

た

電尋七ご写五看:力

~ボ ンを少量含む。

ゼ
=芳

猛こ」
クを多量に含む。粘佳‐

推警ご♂爆車?誓号去τfツ
クを多量

匙髯毬盪壕デ
軍

'そ

赤三二なえ宮,そ
_.2541

<

ト
ツ
＃口

|

8号土坑土層

第60図 土坑平面図・ 断面図 (1)
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l用

裸,芳
=旱

レ忽寡隻誠伝貪
2層星移多暑差皇与暮与ツ宅少4吾
3層望移響寧多些墓塾盗警毯。螺岳

6号土坑土層

26号土坑土層

11号土坑土層

ス

10号土坑土層

12号土坑土層
1層  黒褐色土層 (10YR2/3)褐 色土 ブロッ

クを多量に含み、カーボンも少量み られ

る。粘性・ しまりな し。

_↓争75

４７

・
，μ
穐

雪

I層  黒 褐 色 上層 (■OYR2/2)
褐 色上 プ ロ ック、 カー ボ
ンを少量 含 む。 やや しま

2層 暗 褐 色上 層 (■OYR3/4)
褐 色上 プ ロ ックを多量 に

合 み 、 カー ボ ン も少量 み

られ る。 粘 性 。しま りな

>_とさ

1層 黒褐色土層 (10YR2/3)褐 色土ブ
ロック、カーボンを少量含む。やや

しまりあり。
2層 黒褐色土層(10YR2/2)褐 色土ブ

ロック、カーボンを多量に含む。粘

性 。しまりなし。

>∵
19号土坑土層 卜

ａ拘デ

_↓Ⅲ13

1層 黒褐 色上層 くユOYR2/3)褐
色上 プ ロ ック、 カー ポ ンを少

量 含 む 、柄 性・ しま りな し。

2層  黒褐 色 上層 (10YR2/3)掲
色土 ブ ロ ックを多 量 に合 み、

カー ボ ン も少量 み られ る。 猫

性 。しま りな し。
3層  暗褐 色上 層 (10YR3/3)褐

色土 プ ロ ックを多量 に含 む。

4層 黒褐 色上層 (■OYR2/3)褐
色 上 ブ ロ ックを多 量 に含 む。

粘 性 。しま りな し。

第61図 土坑平面図・断面図 (2)
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15号土坑土層

2層
ら
基是色室癌と議負う島

。ヵ_

Э層偽等弊繁柴礎匙
4膚

～子需忌弾 ツサづ

0層葉手多期 晃七

ト

川
■
―

16号土坑土層 _ォ_17

_↓J949

l「
“

9

34号 土坑

ぐ

じ

ト

34号土坑土層
1層  黒褐色土層 (10

YR2/3)褐 色土

ブロック、カーボ

ンを多量に含む。

粘性 。しまりなし。

2層 黒褐色土層 (10

YR2/2)褐 色土

ブロック、カーボ

ンを少量含む。 し

まりあり。
3層  黒褐色土層 (10

YR2/2)褐 色上

ブロック、カーボ
ンを少量含む。粘

性あり。 m

第62図 土坑平面図・断面図 (3)

14号土坑土層
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21号土坑土層
1層 黒褐 色 土層 (10YR2/2)褐 色 土 プ ロ ック、

カー ボ ンを少 量 含 む。 や や しま りあ り。

2層 黒 褐 色 上層 (10YR2/2)褐 色 土 ブ ロ ック

を多量 に合 み 、 カ ー ボ ン も少 量 み られ る。

Э層  黒褐 色 上 層 (lklYR2/3)褐 色 上 ブ ロ ック

を多量 に合 み 、 カー ボ ン ヽ少 量 み られ る。

4層  黒褐 色 上層 (10YR2/2)褐 色 土 プ ロ ック

を多量 に合 み 、 カー ボ ン も少 量 み られ る。

5層 黒 4B色上 層 (■OYRワ/0)褐 色 上 ブ ロ ック

を多量 に含 む。 粘 性・ しま りあ り。

Aミ

‐

ａ
ｒ
ゴ

_.21-18

,

ょ!18

23号上坑土層
1層  黒褐色上層 (10YR2/3)

褐色土プロックを多量に含

み、カーボツも少量み られ

る。やや しまりあ り。
2層 暗褐色上層 (10YR3/3)

褐色上 ブロックを多量に含

み、カーボンも少量み られ

る。 しまりあ り。

3層 黒褐色上層 (10YR2/3)
褐色上プロックを多量に含

む。やや しまりあ り。

4層 黒褐色土層 (10YR2/3)
褐色上ブロックを少量含む。

粘性 。しまりな し。

22号土坑土層
1層 黒褐色土層 (lllYR2/3)

2層 黒褐色土層 (10YR2/3)

3層 褐色土層 (lllYR4/4)

4層  暗褐色上層 (10YR3/3)

褐色土ブロックを多量に

含み、カーボンも少量み

られる。粘性 。しまりな

し。

褐色土ブロックを少量含

む。粘性 。しまりなし。

褐色土プロックを少量含

む。ややしまりあり。

褐色土プロックを多量に

合む。非常にしまってい

る。

か

沌
ち

lD
じ
・ト

倖

'  12陀
0

Ⅲ
24号土坑土層
1層 黒褐色土層 (10YR2/2)褐 色土

く
′

てみ量妊 々ξぞ

【

藷 ら続 び

ン

2層 黒褐色土層 (10YR2/3)褐 色土

ブロックを多量に含み、カーボン

も少畳み られる。やや しまりあり。

3層 暗褐色土層 (10YR3/3)褐 色土

ブロックを多量に含む。粘性 。し

まりな し。

27号土坑土層
1層 黒褐色土層 (lllYR2/3)褐色土 ブ

ロックを多量に含み、カーボンも少

量み られ る。粘性 。しまりな し。

2層 暗褐色土層 (10YR3/3)褐色土ブ

ロックを多量に含む。 しまりあ り。

3層  黒褐色土層 (lllYR2/3)褐 色土 ブ

ロックを多量 に合む。 しまりあ り。

第63図 土坑平面図・ 断面図 (4)
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第64図 土坑平面図・ 断面図 (5)
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36号土坑土層
l lClボ

£上亀と星9暫;多そとゴ万五
2膚上春鯖浄孵 省)ッ タゼ
a碇尋警轟鋒多ぞわづ
4暦

き凄
5慶彊聾芸籍竃皇夢盈七グゼ少豊晋
6膚 1各鉾鈎摺護クと,ヴ

ス
ざ

゛
33号土坑土層
1層 黒褐色土層 (10YR2/2)

カーボンを多量 に含み、褐

色上 ブロックも少量み られ

る。粘性 。しまりな し。
2層 黒褐色土層 (10YR2/2)

褐色土プロック、カーボツ

を多量に合む。やや

3層 暗褐色土層 (10YR
3/4)褐 色土ブロッ

クを多量に含み、カー

ボンも少量みられる。

しまりあり。

透Tあ
∝縦

ミ
37号土坑土層

41号土坑土層

第65図 土坑平面図・断面図 (6)

_121■ 6

38号土 坑 土 層
1層  黒褐色上層(10

YR2/2)潟 色上
ブロック、ヵ―ボ
ンを少量含む。し

まりあり。
2層  暗褐ζ土居(10

YR3/4)協色土
アロックを少電含
む。しまりあり。

3層  倍協色土層(10

YR3/4)褐 色土
ブロックを多量に

合も。ややお性あ

り。

Ю
上
に
も
や
　
・０
上
に
も
し
　
Ю
上
に
も
猫
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上
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刀
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40号土坑土層
1層 黒褐色上層 (10YR2/3)褐色士

ブロック、カーボンを多量に合む。

ややしまりあり。
2層  黒褐色土層 (10YR2/3)褐色土プロッ

クを多量に合み、カーボンも少量み られ

る。粘性・ しまりな し。

3層  黒褐色土層 (10YR2/2)褐色上ブロッ

ク、カーポンを多量に含む。やや しま り

あ り。

4層 暗褐色土層 (lllYR3/4)褐 色土ブロッ

クを多量に含み、カーボンも少量み られ

る。粘性 。しまりな し。

5層 黒褐色土層 (ltlYR2/2)カ ーボンを多

量に合み、褐色土プロックも少量み られ

る。粘性 。しまりな し。

42号土坑土層
1層 黒褐色土層(lllYR2/2)褐 色土プロック、カーボンを少

量含む。やや しまりあ り。

2層 黒色土層 (10YR1 7/1)褐 色土ブロックを多量に含み、

カーボツも少量み られ る。 しま

りあり。

3層 黒褐色土層(10YR2/3)カ ーボン、褐色土ブロックを多

量に含む。粕性・ し■りなし。

4層 黒褐色土層 (10YR2/2)褐 色上プロックを多量に含み、

カーボンも少量みられる。やや

しまりあり。

5層           カクラン

_↓≧渕04

第66図 土坑平面図・ 断面図 (7)

43号土坑土層
ユ層 黒褐色上層 (lllYR2/2)褐 色土

ブロック、カーボンを少量含む。

しまりあり。
2層 暗褐色土層(10YR3/4)褐色土

_|ゴW4       
ζ号強t声

多量に含む。粘性 。し

44号土坑土層
1層  黒褐色土層 (10YR2/2)褐色土 プロック、カーボンを

少量含む。やや粘性 。しまり

あり。
2層 黒褐色土層(lllYR2/2)褐 色土プロック、カーボンを

多量に含む。ややしまりがあ

り、精性もある。

(1:40) 2m

▼
客
協

シ
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▼
窃
Ｂ

V/
ミ

´
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グリット 形 態 主 軸
上 端

辱径 ×毎径
下 端

長径 ×短径
深 さ 出土遺物 備 考

1 46-31 長 福 円 N68マ ーE 1.10× 0,75 0,91× 0.62 0.18 4 に切 られ る
締 円 5号 に切 られ る
権 円

‐
―WV × × ′こ

万 N88 ,44× 0,9L 0.′r6× ビ、ットVこ

9-40 長 橋 円 N-17▽―E 0.68× 04C 0 32× 0 22 0.34
6号 ■ 19-39 長 橋 円 N-52▽ W 0,98× 0紙 0 50× 0 30 0.25
7号 土 23-40 隅 丸 方 N89▽ ―W 1,06× 1.∝ 0.32× 0 80 0.57 暑妻7 軍 を切 る

土 方 器 1点
権 円 iVこ

10号 土 坑 41-む 1 脩 円 ― ×0。 税 ―  ×07 υ . 8号待 に切 られ る 中ス カ ク

ラン

11号 十 T4~ 45-75 積 円 N-35コーE 1.01×『1.09 090× 0.66 0.15 十 2 ● 4 に切 られ る

12号 土 48-76 長 橋 円 N-7▽ W 1 45× 1 17 1 35× 1 08 0 07 1 ヨ 3 ヤこ切 られ る

土 0.22 長躍 石 1 黒 土 師 器 2点
14号 土 坑 53-74 不 整 楕 円 N-14~― J 0 45 ムと2点  土目巾器 4点 5号持 に切 られ る 1号方 形

製★汁移繕 歩初 ス

15号 十 坑 生tJ-80 葎 円 64× 1.bt 30× 1.Ob

16七 十 1A~ 橋 円 0 09 6う イこ

17号 士 41-70 橋 円 0 08 に切 ら″じる

18号土坑 54-76 方 N 64マ ー】 151× 一 1,12× 1.10 0 55 土師器 3点 縄文土器 2点 土
師質土器 1点 須点器 1点

5号岳に切 られる 2サ方形
署穴状潰構を切る

× ×

b 4ヽ零 円 1.22× 1,0も ×0
21号 十 坑 15-16 不 整 方 N-15ν 一ヽV 110× OE 0,95× 089
22与 ;三

=
7-16 精 円 N-58▽―W 1 28× lC 1,03× 0,76 0.37 十師 器 3

土 20-18 不 整 方 114× .Oη 0,90× 082 0.65 1′点 西 rHHカ クラ ン

l tj-1 r・ .56× 052 0.12 土師 器

15-1, × 1 7×

0.出 ×

+坑 20-20 橋 円 N刊生w 0.68× 04[ 0,50× 0.2電 カクラ ン

橋 円 N63マ ーE 0,95× 07[ 0.30× 059 0 25
29号 上 士 23-38 長 橋 N-87マ ーE 102× 07( 083× 0.62 0.33

橋 円 0,75× 0.5( 0,58× 0.41 0 42 39号 十坑を切 る
十 所 9- 隅 苛 坊 × 土 師 器 6点 縄 文 土 器 1点 38号土 坑 を 切 る

32号土坑 49-79 隋 円 lN-3υ ―WV 1 69× 1.3判 092× 0.8C U.4r 土 日巾器 3ズ
臭 1占  蕉

宿 世 1点 縄 文 土
聴 膨衛哭 1占

15。 34号土坑 に切 られ る

33う;■ち, 48-81 不 率 橋 円 N67▽ 一E 164× 12( 1 45× 1,05 Vこυ!ら

34号 土坑 48-79 不整精円 N-22マーW 0.17 縄文土器 1点 lb号土 死 に 切 られ る  32号 土

片 汐 t71る

不 啓 1.16× 1.02 0.39 ζ穴 住 居 を 切 る

桔 円 .7R 筈1′く

37号 土坑 Zb―も7 小 整 円 1.10× 1.眺 092× 0,9噂 と6号岳に切 られ る 頁 側 カ ク

ラン

19-35 不 率 N-77▽―B 一 ×09E ―  ×0. ′こ

土 売 21-36 方 N-3V― E 1.05×『0.弱 0.82× 0 75 0 40 ′こ

40号 土坑 47-82 長万 Nくお ―L 1.12× 092 0.82× 063 0.31 幽侠」カクラ ン ビ ッ トィ朱さ1

～20m 4号 濤 Vこ切 られ る
l 48-8 給 円 N 3号 に切 られ る

r2-lob 隅 引 長 N―b 4× 1 1× Z点
43号 ■坑 56-9 不 率 )b× 0,9と ×

45-73 不 幸 151× 15C お6× 1.削 島

集 石 43-69 円 1 29×  ―― 1.07×  一 0.17 にυ!ら

ト 27- 0.36× 028 024× 0.1( 0.15
ト 瀧 円 0.18× 0.肛 05乏 師 器 1点
ト 権 円 × 師 器 1■ 陶 器 1点

4号 ピ Zb-53 稚 円 ―  ×

5号 ピ ッ ト 26-52 橋 円 0.50× 0.4C 44× ビッ トを切 る
6号 ピ ッ ト 25-52 F 0.24× 一 0.19×  一 ど ッ ト′こ七刀赤 る

ツ ト 26-51 橋 円 039× 0.27 0.08× 0.0[ じ.3t

4-4 030× 029 019× 0.17 0.05 十 l

|ビ ッ ト 25× 0.23 0.19× 01 0.04
ト ×022 0.35 土師 器 1点

11 ト × 土BFl器 1点
12号 ビッ ト 23-44 × ×

13号 ピッ ト 23-43 0.40× 0,34 ×0.2
ピッ ト 23-43 円 0.54× 0.46 0.43× 0.3C
ビッ ト 22-44 ト 044× 042 0.36× 0,32

|ビ ッ ト

'8×

0.49 0.26× 024 1

lr→ ト ×0.12
18号 ピ ×

19号 ピ ッ ト 23-4 × ×

20号 ピ、ント 21-4 橋 円 0.36× 0,32 0.25× 0. 4号 土 坑 を 切 る
ピ ッ ト 26-5` 0.34× 0.25 0.18× 0.1
ビ 28-51 0.39× 035 0.30× 0.26
ビ -4 ト 0.39× 033 0.27× 024 1 :師 器 2

Z4号 ビ

維

43× 38× 0,18 1 ト

25=争 セざッ ト r・ 1 一  × 土 師 器 1 ピ 卜に切 ら″とる
26=チ ピ 、ン ト × 0 1×

27号 ピッ ト 27-4 橋 円 ‰ ― ×0 28号 ピ ッ トに 切 られ る

38立ナピ ッ ト 26-49 僑 円 0.59× 050 0 39× 0 3510.2 卜 //切 る

第 1表 土坑・ ピットー覧表
単位 :m
〔 〕内の数値は復元長
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グリッド 形 態 主 軸
上 茄

長径 ×短径

卜 茄
長径 ×短径

深 さ 出土遺物 備  考

ビ ッ ト × 1× 0.21 1

ピ ッ ト × X

31号 ピ ッ ト 27-46 円 ё.26× 0.Z ×

32号 ピ ッ ト 25-45 0.39× 0.2G oじrxo.鴨
3→

4→

ビ ット 25-44 054× 0.42 0,34× 029
ビ ッ ト -4 0.38× 0.34 0.28× 024

35,=ビ ッ ト -4 ×0.14 1

36号 ピ ッ ト ×

37与手ピ ッ ト 28-44 0.30×

381ナ ピ ッ ト 043× 040 0,3b× 034
ビ ッ ト 0.43X O.42 0.42× 041
ビ ッ ト 0.33× 031 0.26× 0.24 11

41号 ビ ッ ト 14-1 1× 02 0.21× 019
42号 ピ 、ット × 土 rfm器 2点
43号 ピ × × 老

一4号 ピ ッ ト 7 U.3U× 0.2 0.お ×

ピ ッ ト 19-35 0.45× 0.41 0,34× 023

7士

ビ 15-26 0,44× 0.42 0,34× 0.32 1

4× 0.44 042× 034 :師器 7
ビ × ×0.24

号濤出上の灰釉陶器皿である。 2は 6号濤出土鉄釉印花文瓶子胴部下半の破片である。いわゆる梅瓶である。

胴部を印花手法により椿もしくは梅の花と唐草文で埋めている。古瀬戸中H期に比定される。破片となって

から被熱してお り、内面および断面に煤が付着 している。 3は12号濤出上の上師器芥で、墨書がみられる。

墨書は判読不明。 4は須恵器芥で11号濤出土。第78図 14は 3号濤出上の環状鉄製品。15は 4号濤出上の断面

方形の鉄片。16は 5号濤出土鉄片。17は16号濤出土棒状鉄製品。18は 9号濤出土板状鉄製品。いずれも帰属

時期も含め用途は不明。第80図 6・ 7は 7号濤出上の砥石である。

13号溝

遺構の概要 (第73図 )

調査区の中央よりやや東、X=37、 Y=65グ リッド付近に位置する。南北に延び、主軸をN-36° Wに と

る。濤は 2段に掘られてお り、西側の高い部分は、深さ14crnほ どでテラス状になっている。深い部分は確認

面からの深さ、北側で40cln、 南側で35crnで高低差もほとんど認められない。幅は北側で1.7m、 中央付近で

1.3m、 南側で1.Omと なり、南に向かってその幅を減じているが、上段のテラス部分の幅が変化するだけで、

底部幅は約40cln前後とそれほど変化をみせない。

出土遺物 (第77図 )

遺物は30点ほどが出土 しているが、平安時代の土師器小破片が多くを占める。 しかし、これらは遺構の年

代を特定する資料とはな り得ない。 5・ 6は平安時代の上師器外である。

14号溝

遺構の概要 (第74図 )

調査区の中央付近、X=35、 Y=62グ リッドを中心として位置する。東には13号濤が平行してお り、ゴヒ側

は風倒木痕によって撹乱を受けている。すぐ西側には、平安時代の竪穴住居群が位置 している。濤は主軸を

N50°一Wに とり、13号濤より若千西へずれている。確認面からの深さは、北側、南側 ともに50crnほ どを測

り、高低差もほとんど認められない。濤の断面は東西対称とはならず、西側が50° ほどの角度をもって立ち

上がるのに対 し、東側では15° ほどと緩やかに立ち上がってぃる。

出土遺物

出土遺物は35点 ほどが出上 しているが、平安時代の上師器小破片が多 くを占める。13号濤同様、遺構の年

代を決定する資料には恵まれていない。また、図化できるような資料も出土 していない。

15号溝

遺構の概要 (第75図 )

調査区のほぼ中央、X=30、 Y=55グ リッドを中心として位置する。北側では 2条に分かれ、新旧関係を
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22号 ピット土層
1層  黒褐色土層 (10YR2/3)褐 色土

ブロック、カーボンを少量含む。

ややしまりあり。
2層 黒褐色土層(10YR2/3)褐 色土

ブロックを多量に含む。粘性 。し

まりなし。
3層 暗褐色土層(10YR3/4)褐 色土

ブロックを多量 に含む。やや しま

りがあり粘性 もある。    、

2号 ピット土層 I号 ピット土層
1層

ク1督豊幸膠8擁警懲。籍猛キτ星ち

:唇
,ぎ子量gニュこξ彰登盪零ヨ三

yttt

⑬翡ピ≦
▼

1層 黒褐色土層(1∝家2/3)褐色土プロック、カーボンを少量含

Lf。 しまりあり。

2層 暗褐色土層(lllYR3/4)褐色土ブロック、カーボンを少量含

む。粘性・ しまりなし。

3層 黒褐色土層Q∝R2/0℃
豊考疵 Fク

を少量含む。粘性 。

1争
｀2

4層  暗褐色土層(lllYR3/4)0 5cmほ どの褐色土プロックを多量

に含む。粘性 。しまりなし。

18号 ビット土層

19号 ピット土層

16号 ピット土層

1層 黒褐色土層 (10YR2/3)褐色土プロック、

ヵ―ボンを少量含む。やや しまりあ り。

2層  黒褐色土層 (10YR2/3)05帥 ほ どの褐色

土ブロックを多量に含む。相性 。しまりな し。

3層  暗褐色土層 (10YR3/4)0 5onほ どの褐色

土プロックを多量に含む。 しまりあ り。

゛し
゛ ″/

ん予
３
名

21号 ピッ ト土層
1庸 黒 褐 色 上 層 (10YR2/3)

褐 色 上 プ ロ ック、 カー ボ ン

を少 登 含 む 。 や や しま りあ

2層  黒 褐 色 土 層 (lCIYR2/9)
褐 色 土 プ ロ ックを 多量 に含

む。 粘 性 。しま りな し。

3磨  黒 褐 色 土 膚 〈■OYR2/2)
褐 色上 プ ロ ックを少量含 む。

粘性・ しま りな し。

3号 ビッ ト土層

刀
上
下 正観

L(〔iI::,)Ⅲ l塁ット

兆
、

せ
゛

ド         (li40)         ♀m

14号 ピット土層

11号 ピ ッ ト土 層

1層  黒褐色土層 (10YR
2/3)褐色土ブロッ

クを多量に合み、カー

ボンも少量みられる。

やや しまりあり。

第67図 ピッ ト平面図・ 断面図 (1)

4号ビット土層
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23号 ピット土層
1層  黒褐色土層 (10YR2/3)褐色土ブロ ック、

カーボンを少量含

む。粘性 。しま り

な し。

暗褐色土層 (lCIYR3/4)褐色土ブロ ックを

多量に含む。粘性

あ り。

24号 ピット土層
1層  黒褐 色土層 (■CIYR2/2)褐 色 上 プ ロ ック、

カー ボ ンを少 量 含 む。 粘 性・ しま りな し。

2層  暗褐 色 上膚 (10YR3/4)掲 色 上 ブ ロ ックを

多量 に合 む。 や や粘 性 あ り。

25号 ビッ ト土層
■磨  黒褐 色上 層 (10YR2/2)褐 色 土 ブ ロ ッ ク、

カー ボ ンを少 量 含 む。 4● 性・ しま りな し。

2層  黒 褐 色 土 層 (■OYR2/2)O SCmほ ど の 褐 色

上 プ ロ ックを多量 に含 舌。 や や粘 性 あ り。

26号 ビッ ト土層
1層 黒褐色土層 (10YR2/3)褐色土 ブ ロッ

クを多量に含み、カーポンも少量み られ

る。粘性 。しまりな し。

2層 暗褐色土層 (10YR3/4)褐色土 ブ ロッ

クを多量に合む。やや粘性 あ り。

27号 ピット土層
1層 黒褐色上層 (10YR2/3)褐色土 ブ ロッ

ク、カーボンを少量含む。粘性 。しま り

なし。

37号 ピ ッ ト土 層
1層 黒褐色土層(10YR2/3) 褐色土 プロックを多

量に含み、 カーボツ

も少量みられる。や

や しまりあり。

褐色土ブロックを多

量に含む。粘性 。し

まりなし。

2層 贈褐色土層 (10YR3/4)

2層

29号 ピット土層
1層  黒褐色土層 (10YR2/3)

2層 暗褐色上層 (10YR3/4)

30号 ピット土層
ユ層 黒褐色土層 (10YR2/3)

2層 贈褐色土層 (1∝R3/4)

褐色上ブ ロックを多量に含み、

カーボンも少量み られ る。やや

しま りあ り。

褐色上ブロックを多量に含む。

やや粘性あり。

褐色土ブロックを多量に合み、

カーボンも少量みられる。粕性・

しまりなし。

褐色土ブロックを多量に含む。

粘性あり。

〇斃

8号 ピ ッ ト土 層

1層  黒褐色土層 (10YR2/3)褐 色土

ブロックを多量に含み、カーボン

も少量み られ る。 しまりがあ り、

やや粘性 もある。

9号 ピット土層
1層 黒褐色土層 (10YR2/3)褐 色土

ブロックを多量に合み、カーボン

も少量みられ る。やや粘性あ り。

10号 ビット土層
1層 黒褐色土層 (10YR2/3)褐 色土

ブロック、カーボンを少量含む。

しまりあり。
2層 黒褐色土層(10YR2/3)褐 色土

ブロックを少量含Lf。 やや粘性あ

り。
3層 黒褐色土層 (ltlYR2/3)褐色上

プロックを多量に含む。やや粘性・

しまりあり。

35号 ピ ッ ト土 層
1層 黒褐色土層(10YR2/3)褐 色上

ブロックを多量に合み、カーボン

も少量みられる。ややしまりあり。
2層 暗褐色土層(10YR3/4)褐 色土

ブロックを多量に合む。やや粘性・

しまりあり。

■

３

電

準
や
９
る

_↓

=84633号 ビ ッ ト土 層

1層 黒褐色土層(10YR2/3)褐色土ブロッ

クを多量に含み、カーボンも少量み られ

る。やや しまりあり。

2層  暗褐色土層 (10YR3/4)褐 色土ブロッ

クを多量に含み、カーボツも少量み られ

る。粘性 。しまりな し。

3層 暗褐色土層 (10YR3/4)褐 色土ブロッ

クを多量に含む。やや粘性。しまりあ り。

34号 ピ ッ ト土 層

1層 黒褐色土層 (10YR2/3)褐 色土ブロッ

クを多量に含み、カーボンも少量み られ

る。ややしまりあり。
2層  黒褐色土層(10YR2/3)褐 色土ブロッ

クを少量含む。粘性 。しまりなし。

3層 暗褐色土層(lllYR3/4)褐 色土ブロッ

クを多量に含む。やや粘性あり。

_ょ ≧642

ハ

m

1層

て屏となを完考r嘉ぴ.tξ奮丞

韓藪籍勲柩
4層

う暮拳移考写豊彗≧:/盆性誓宅輩

5層
う各拳移考軍解 憲:)ゃ篭毛ま

32号ピ ット

"″

易易診珍
'IЧ

あ 雄
Ｆ
享

第68図  ピット平面図・断面図 (2)

(〔:::】才哲ビット
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39号 ピット土層

_lⅢ 19

42号 ビ ッ ト土 層
I層 黒褐色土層(10YR2/2)

褐色土ブロックを多量に

含み、カーボンも少量み
られる。 /「i性 。しまりな
し。

2層  黒褐色土層 (10YR2/3)
褐色土 プロックを多量に

合み、カーボンも少量み
られ る。粘性あ り。

3層  暗褐色土層 (10YR3/4)
褐色土ブロックを多量に

含み、カーボンも少量み

4層

Qぃ
卜 卜
8

白▼
層

４３

・

l・

38号 ビット土層ヨ
1層 褐色土層 (1∝R4れ) 褐色上ブロッ

クを多量に含み、カーボンも少量み ら
れ る。粘性・ しまりな し。

2層 黒褐色土層 (10YR2ん )褐 色上ブロッ
ク、カーボンを少量含む。粘性 。しま
りなし。

3層 黒褐色上層 (10削諺/3)褐色土プロッ
クを多量に合み、カーボンも少量み ら
れる。 しま りあ り。

4層 暗褐色土層(10YR3/3)褐 色土ブロッ
クを多量に含む。 しまりあり。

48号 ビット土層
1層  黒褐色土層 (10YR2/2)褐色

土 ブロック、カーボンを多量に

合み、焼土 も少量み られる。粘

性 。しま りな し。

2層  黒褐色土層 (10YR2/2)05
～ l Qnほ どの褐色土ブロックを

少量含む。粘性 。しまりな し。

3層  暗褐色土層 (10YR3/4)05
～ l erlほ どの褐色土プロックを

多量に含む。やや粘性 。しまり

あ り。

40号 ビット土層
1層  黒褐色土層 (10YR2/3)褐色土 ブロック、

カーボンを少量含む。やや しま りあ り。
2層 黒褐色土層 (lllYR2/3)褐色土 ブロックを

多量に合み、 カーボンも少量み られる。やや

しまりあり。
3層 暗褐色土層 (10YR3/3)褐 色上ブロックを

多量に含む。粘性 。しまりなし。

ユ層 黒褐色上層 (10YR2/2)
褐色土プロックを多量に含

み、カーボンも少量み られ

る。やや粘性あ り。
2層  黒4B色 土層 (10YR2/3)

褐色上プロックを少量含む。

やや粘性あり。
3層  黒褐色上層 (10YR2/3)

褐色上ブロックを多量に含
む。やや粘性あ り。

4層 暗褐色土層 (lCIYR3/4)

46号 ピット土層

47号 ビット土層

キ

_よ J士 D`

キ
1号集石土坑土層
1層 黒褐色土層(10YR2/3)褐色土粒子、カーボンを少量含む。粘性・ しま

りなし。
2層 黒褐色上層(10Ⅵψ/3)褐色土ブロックを多量に含み、カーボツも少塁

みられる。やや粘性。しまりあり。
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第69図  ピッ ト・土坑平面図・断面図
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第70図 土坑・ ピット出土土器
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持つ。本濤は 1～ 4号住居と重複 し、いずれの遺構をも切っている。濤は土層観察により、東側の濤が西側

の濤を切ってお り、新 しいことがわかった。新15号濤は幅50～ 60crnを測 り、確認面からの深さは15～20clnほ

どとなるが、北側ではその幅を減 じ終息しかかっている。旧15号濤は、北側で幅45clnほ ど、確認面からの深

さ15crnほ どを決1る 。新15号濤は、 1・ 4号住居を切って掘削されているが、重複部分においては濤底面を敲

きしめている。地山土を掘削した部分で濤の裁ちわ り調査を実施 したが、このような作業は行われていなかっ

た。住居の覆上が柔らかいため行われたものであろうが、なぜこのような地固めが必要であったのかは不明

である。

出土遺物

本遺構は平安時代の竪穴住居跡と重複 しているため、平安時代の上師器を中心にも70′点ほどが出上 してい

るが、いずれも小破片であ り図化できるような資料は出土していない。

16号溝

遺構の概要 (第76図 )

調査区の西側を】ヒ東から南東にかけて掘られてお り、南北方向ともに調査区外に延びている。西隅では 6

号住居のほぼ中央を通 り、床面下まで掘削が及んでいる。土層断面観察から、濤は数回にわたって掘られた

ようである。濤中にはホップの棚の支線基部もみられ、中には丸太材に鋼線が巻き付けられたものもみられ

た。濤は、ちょうど畑の境に位置することから、畑の根切濤であるものと推定された。戦後もホップを栽培

していたということであり、最終的には昭和30年代頃に掘削されたものであると思われる。

出土遺物 (第 77・ 78図 )

出土遺物はそれほど多くはないが、 6号住居を削平 している部分では土師器の破片が多くみられた。その

うちのいくつかは 6号住居出土遺物と接合関係にある。また、接合関係にない土器類も多くは本来 6号住居

に属するものとみられる。第77図 7・ 8は土師器必、 9。 10は黒色土器芥である。11は土師器芥類、墨書さ

れているが文字は判読不明。第78図 17は棒状鉄製品であるが、用途不明。

遺構外出土遺物 (第77～80図 )

本遺跡において表土象↓ぎの段階や精査の際、遺構に伴わない土器が約450点ほど出土・採集されている。

調査区西側では、縄文時代中期の上器片が若干出上 したが、多くは平安時代の上師器小破片である。第77図

12～14は土師器芥であ り、12・ 13には外面に墨書がみられる。いずれも判読不明。15は皿形土器。16・ 17は

黒色土器の外である。18は須恵器外、19は須恵器奏の底部付近の資料である。第78図 19は板状の鉄片である

が、用途不明。20は刀子の破片である可能性がある。第79図 6～ 8は銅銭で、 6は聖宋元賓、 7は元祐通費、

8は2/3ほ どを欠損するため、祥符の文字 しか残存 しておらず、祥符元費になるのか祥符通費になるのかは

不明である。第80図 809は砥石で、いずれも4面使用している。 8は穿孔を途中で止めている。
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第72図  1～ 12号滞遺物分布図
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13号滞 土 層
I層 階褐色土層 (ltlYR3/4)褐色土粒子、カー

ポンを少量含む。粘性・ しまりなし。

2層 黒褐色土層(10YR2/3)褐色土プロックを

多量に含み、カーボンも少量みられる。粘性・

しまりなし。
3層 黒褐色土層 (10Ⅵ磁/2)褐色土プロックを

多量に含み、カーボツも少量みられる。粘性・

しまりなし。

4層 黒色土層(10YR2/1)カ ーボン、褐色上ブ

ロックを多量に含む。粘性 。しまりなし。

_↓

=4,0

13璃7

第73図  13号濤平面図・遺物分布図
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~|」｀1 3層
黒褐色砂質土層 (10YR2/3)褐色土プロックを多量 に含み、カーボンも少量

みられる。やや しまりあり。

褐色土プロックを多量に含み、カーボミ

れる。 しまりあり。

褐色土ブ百ック、カーボンを少量含む。

あり。

16732

1 れ} お1

第74図  14号濤平面図 。遺物分布図

14号藩 土 層
1層 黒褐色土層(10YR2/3)
2層  黒褐色土層(10YR2/3)

黒褐色土層 (10YR2/3)

黒褐色土層 (lllYR2/2)

褐色土プロックを多量に含む。粘性 。しまりな し。

褐色土粒子を多量に合み、カーボ ンも少量み られる。

粘性・ しまりな し。

ノも少量みら

やや しまり

層

　

層

風倒木土層
1層 暗褐色砂質土層 (10YR3/4)褐色土 プロック

を多量に合み、カーボンも少量みられる。粘性・

しまりな し。
2層 黒褐色土震 (10YP/3)

く合み、礫 も多 くみられる。

3層 褐色土層 (10YR4/6)
土 プロックを多量に含み、

れ る。やや粘性あ り。

4磨  暗褐色土層 (10YR3/4)褐色土ブロックを少

量含み、カーボンも多 くみ られ る。粘性あ り。

5層 黒褐色土層 (10YR2/3)ユ Gllほ どの褐色土 ブ

ロックを多量に含み、カーボンも少量みられる。

やや粘性あ り。

カーボンを非常に多

粘性 。しまりな し。
1～ 20nほ どの褐色
カーボツも少量み ら
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15号湊土層
1層 黒褐色土層 (10YR2/2)

2層

3層

4層

5層

6層

7層

黒褐色土層 (10YR2/3)

黒褐色土層 (10YR2/3)

暗褐色土層(10YR3/4)

黒褐色土層(10YR2/2)

黒褐色土層 (lllYR2/2)

褐色上ブロック、カーボンを少量合

む。 しまりあ り。

褐色土プロックを多量に合み、カー

ボンも少量み られる。 しまりあ り。

褐色土プロック、カーポンを少量含

む。粕性 。しまりな し。

褐色土ブロックを多量に含み、カー

ボンも少量みられる。やや粘性あり。

褐色土粒子を多量に合み、カーボン

も少量みられる。やや しまりあ り。

褐色土ブロックを多量に合み、カー

ボンも少量みられる。 しまりあ り。

黒褐色砂質土層(10YR2/3)褐色土プロックを多量に含み、

カーボンも少量みられる。粘性・

しまりなし。

り隼抄

uaz z99π

15号滞マ土層
1層 黒褐色土層 (10YR2/3)
2層 黒褐色土層 (10YR2/3)

3層 黒褐色土層 (10YR2/2)

4層 黒褐色土層 (lllYR2/3)

5層 階褐色土層 (lCIYR3/4)

6層

為 ′

耕作土

褐色土ブロック、カーボンを少量含む。

粘性 。しまりな し。

褐色土ブロック、カーボンを少量含む。

しまりあり。
カーボンを多量に合み、褐色土ブロック

も少量みられる。やや しまりあり。

褐色土ブロックを多量に合み、カーボン

も少豊みられる。上部は黒褐色土(10YR
2/2)。 非常にしまっている。
カクラン

yぐち

ン

“

抄

15号滞平面図・遺物分布図
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第 4章 調査の成果

第 1節 平安時代の遺構・遺物について

1 遺構の時期

今回の調査によって、平安時代の竪穴住居 7軒 と小鍛冶遺構 1棟が発見された。甲斐地域の編年でⅨ～�

期に比定されるものである (山梨県考古学協会 1992)。 時期別にみると 1・ 8号住居がⅨ期、 3・ 6号住

居 。小鍛冶遺構がX期、 2・ 4・ 5号住居が�期に属すると思われる。遺構の切 り合い関係からも、先後関

係に観齢はみられない。出土土器を個体別にみた場合、 8号住居出土高台付芥 (第36図 5)、 6号住居出土

高台付芥 (第34図 10)が、ともに口縁部、底部を欠損し法量は不明であるが、体部が内彎する古相を呈 して

お り、甲斐編年Ⅷ期まで遡る資料となるものかもしれない。

住居内からは灰釉陶器もわずかながら出上している。甲斐編年X期に比定される3号住居・小鍛冶遺構出

土灰釉陶器では、 3号住居出土短顕壷蓋、小鍛冶遺構出土平瓶がK14段階に比定される。 7号住居出土品の

中には時期の下るものも伴出してお り、一部混在 しているものと思われる。小鍛冶遺構出土平瓶は、床に据

えられたような状況で出上してお り、使用されたままの状況であったと思わる。把手や口縁部が欠損してい

るが、長期にわたる使用によって欠損した状態のまま使用し続けられたものと考えられる。�期に比定され

る4・ 5号住居から出土している灰釉陶器は、K90段階を主体としている。前段階の 1号住居出土灰釉陶器

長頸壷と思われる日縁部破片は、K14段階の可能性もあるが、小破片のため明らかではない。

2 小鍛冶遺構

小鍛冶遺構は調査面積もわずかなため、鉄製品や未製品、鉄淳が出土しているが、遺構南東隅に金床石が

据えられていたほかは、鍛冶炉などの施設は確認できず、遺構としてどのような形態を呈するのかは不明で

ある。甲府盆地においても、鍛冶遺構が多数発見されているが、そのほとんどは紺屋遺跡の立地する八ケ岳

山麓 とそれに隣接する釜無川流域のみにみられるようである (保坂 1992)。 時期的には甲斐編年Ⅶ・Ⅷ期

頃から出現するようであり、山麓に集落が出現すると同時に鍛冶遺構もみられるようになる。本遺跡の場合、

集落の出現同様その時期よりやや遅れて出現している。八ケ岳山麓に点在する鍛冶遺構は、広大な八ケ岳山

麓地域の開発にとって必要不可欠な存在として、その一翼を担っていたものであろう。

本遺跡の小鍛冶遺構からは、刀子の未製品が出土しており注目される。鍛冶遺構から未製品が出上した例

としては、大泉村東姥神 B遺跡例がある (櫛原 1985)。 東姥神 B遺跡SB01か らは、厚さ l CIlほ どの長方形

を呈した鉄素材と断面方形で棒状を呈した未製品が出土 している。棒状の未製品からどのような製品を創 り

出そうとしたのかまったく不明である。本遺跡の刀子未製品は、刃部が断面方形となってお り、未製品であ

ることは明らかである。錐や茎部などは作 り出されており、すでに刀子の形態を呈している。東姥神 B遺跡

例は、棒状の素材から鍛造によって製品を作 り出そうとしているが、本遺跡例の場合、おそらく板状の鉄素

材から刀子の形態に切 り取った後、刃部を鍛造・研磨することによって製品化 しようとしているものと推定

される。遺構内からは頭の潰れた藝が出土 してお り、鉄の切断に用いたものと思われる。

第 2節 中世の遺構について

1 方形竪穴状遺構の諸例

今回の発掘調査によって、中世の建物跡 7棟 と共存すると考えられる濤 3条が発見された。紺屋遺跡から

発見された建物跡とそのあり方について概観 してみたい。

まず、中世の建物跡については、東 日本地域を中心としながらも全国的に発見例があるが、方形のプラン
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で深 く掘 り込んだ施設であることから、竪穴建物、竪穴住居、方形竪穴建築址、方形竪穴状遺構などと呼ば

れているものである。 しかし、用途が多岐にわたると考えられ、一部の例を除いてそれぞれの遺構について

これを限定できない原状にあっては、さまざまな名称が用いられることは致 し方ないことともいえる。ここ

では、名称の問題については立ち入ることを避け、本報告書の事実記載の中で用いた「方形竪穴状遺構」の

名称を統一 して用いるため、参考・ 引用文献の中で用いられた名称とは異なる部分がある。

中世における方形竪穴状遺構が定義されたのは、青森県浪岡城跡の発掘調査報告書においてであった。こ

の中で工藤氏は、方形基調、柱穴などの存在、中世を存続時期とする、炉や竃をもたない、出入口施設とし

て張 り出し部をもつなどの点を挙げた (工藤 1983)。 しかし、近年の発掘調査例の増加に伴って、方形竪

穴状遺構に地域的差違や地域内においても特色がみられるなど、さまざまなパターンが存在することが明ら

かとなってお り、先の定義には必ず しも当てはまらないものも数多くみられる。

ここでは、さまざまな形態が存在する方形竪穴状遺構について、東 日本の例を概観する。

東北地方では、城館跡内を中心として多くの方形竪穴状遺構の発見例が知られている。おおよそ先の工藤

氏が定義した形態をとるが、福島県古館遺跡例では、30棟中19棟が火処をもつなど普遍性が高いようである

(古川ほか 1991・ 1992)。 また、13世紀後半に掘立柱建物から方形竪穴状遺構へ切 り替わったことも判明

しいている。さらに、底面中央に柱穴をもつ例からそれをもたない例へと変遷が追えることも明らかとなっ

た。東北南部の方形竪穴状遺構を考察 した飯村氏は、これらの例から、張 り出しをもった出入口施設をもち、

竪穴中央に 2本の柱穴と壁際に柱穴を配する方形竪穴状遺構から、壁際のみに柱穴をもつ一群、さらには14

世紀の後半以降無柱穴の一群へと変遷するとしている。さらにはその過程で入口部施設も消失することを明

らかにしている (飯村 1994)。

栃木県下古館遺跡からは、多 くの方形竪穴状遺構が発見されている (田代ほか 1995)。 平面形は方形を

基調 とし、正方形、長方形などが多 くを占める。竪穴内には柱穴をもつが、その配置はバラエティーに富ん

でいる。床面は、一部の竪穴において張 り床が認められたが、硬化した状況はみられない。火処は18基から

検出されているが、ほとんどが竪穴内のコーナーに設けられている。入口部は地山の一部を掘 り残 して、壁

面の中央ないしは竪穴に向かって左側に構築される例があるようである。形態的には、確認面のレベルとフ

ラットになるもの、スロープ状になるもの、階段状のものがみられる。同じく金山遺跡でも平面プランは方

形基調とするが、正方形に近く、対辺壁際の中央にそれぞれ 1本ずつの柱穴をもつものと、長方形で長軸方

向壁際ないし内側に入った部分に一対の柱穴をもつタイプがみられる。上屋は柱穴からすると切 り妻状とな

るようである。また、竪穴内には灰や焼上が認められる。地山を掘 り残 した入口部施設も壁中央やコーナー

部から見つかっている (津野ほか 1997)。

長野県でも全県的に多くの方形竪穴状遺構が発見されている。佐久市大井城跡では、15・ 6世紀に属する

53棟の方形竪穴状遺構が調査されている (小山ほか 1986、 小山 1987)。 長方形のプランを呈するものが

全林の 6割ほどを占める。柱穴は普遍的にみられるようであり、壁直下の四隅を基本として設けられている。

また、1/3ほ どが出入口施設として張 り出し部を有する。唯一、26号竪穴の張 り出し部直下は埋め戻 しによ

り土間状に盛 り上がっており、入口部に伴 うステップ状の施設と考えられる。火処は 2棟に認められ、例外

的な存在 となっている。佐久市金井城跡でも551棟の方形竪穴状遺構が調査されている (小山ほか 1991)。

一辺 lmほ どの小形のものまで、竪穴建物址 として調査されているために、柱穴をもつものは52棟 と少数で

ある。大形の竪穴に限ってみた場合、壁際に柱穴列が巡る例が多くみられる。大井城跡の例と同様に、出入

口施設としての張 り出し部をもつ例が散見される。柱穴は多くが、竪穴中央に向かって内傾 した構造であ り、

壁面に藁を当てた泥屋根の建物であったことが想定されている。中央自動車道建設に伴 う松本市内の発掘調

査でも、多くの方形竪穴状遺構が調査されている (野村ほか 1990)。 時期の下降とともに竪穴の規模が縮

小傾向にあることが指摘されてお り、大形のものに柱穴が設けられる例が多いようである。 しかし、それも

客体的でしかなく、無柱穴の竪穴がほとんどを占める。火処や床面の焼土も 1割程度の竪穴でしか確認され

ていない。また、大井城跡で確認された出入口施設の張 り出し部はほとんどみられない。

鎌倉周辺では、海浜地域や町屋地域に数多く発見され、中世鎌倉においては普遍的な建物跡のようである

(齋木 1989、 宗≧ 1999)。 平面は方形ないし長方形を呈 し、土台に柱を取 り付ける例が多くを占め、柱
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穴を配するものは少数のようである。床に火処をもつ例は少なく、入口部が張 り出す例もわずかにみられる

だけである (齋木 1989、 宗基 1999、 佐藤 1999)。

山梨県内においても、県域の北西部にあたる北巨摩郡地域を中心として方形竪穴状遺構の調査例が多くみ

られる (小官山 1999)。 長坂町小和田遺跡D地区からは、31棟以上の方形竪穴状遺構が発見 されている。

竪穴内の床には張 り床や硬化が認められた。また、壁際を主体として柱穴列が認められ、炭化物の集積もみ

られる。これらの痕跡は、大形の方形竪穴状遺構に付随する傾向が強く、小形のものにはほとんど認められ

ない (小宮山 1999)。 明野村寺前遺跡では、戦国期と考えられる10棟ほどの方形竪穴状遺構が発見されて

いる (秋山 2000)。 竪穴内において柱穴は明瞭に確認されてはいないが、入田部施設 として、竪穴内の一

部を埋め戻 し、扁平な大形の礫を 3段はど据え付け階段状施設としている。このような施設は他に類例がみ

られず、本遺跡の方形竪穴状遺構を特徴づけている。その他の遺跡での方形竪穴状遺構は、柱穴や火処をも

たず、方形に掘 り窪めただけの遺構が多くを占める。

紺屋遺跡の方形竪穴状遺構は、柱穴を壁際に配 し、掘 り込みをもった火処や焼土・炭化物がみられるもの

が 7棟中 4棟を占める。火処の確認されていない 4・ 6・ 7号方形竪穴状遺構のうち、407号 竪穴は規模

も小さく火処をもっていない可能性も高いが、 6号竪穴は、竪穴中央部が調査区外に位置 していることから、

火処をもっていたものと考えられる。これからすれば、壁際に規則的に並ぶ柱穴や火処をもつ ものは、大形

の方形竪穴状遺構にみられる傾向があることが指摘できる。このことは、小和田遺跡例と共通するものであ

り、先にみた、東北地方の例を検討した飯村氏の指摘 とも通 じるものがある。地山掘 り残 しの入口部施設を

もつ例は、山梨県内ではほとんど類例がなく、長坂町小屋敷遺跡 (小宮山 1997)、 龍角遺跡 (未報告)に

その可能性をもつ竪穴が調査されているが、いずれも詳細は不明である。寺前遺跡例は、地山を掘 り残 して

はいないが、竪穴内部に入口部施設を設ける点については紺屋遺跡例と類似 しているといえる。先にみたよ

うに北巨摩郡地域に隣接する東信地域の大井城跡や小山城跡では、出入口施設は東北地域の例にみられるよ

うな張 り出しをもつものであり、竪穴内に設けられるものはみられない。紺屋遺跡のような例は、北関東地

域にみられるものと類似する。

2 方形堅穴状遺構の性格

方形竪穴状遺構の機能については、居住施設のみならず、作業小屋、倉庫、緊張時における緊急避難小屋

(中井 1994)な ど、さまざまな機能が考えられている。

実際、東北地域では漆を精製するために使用する漉殻が出上 した り、鋳銅用の遺物が出土す るなど、一部

の方形竪穴状遺構が明らかに工房ないし作業場として使用されていたことがわかっている (高橋信雄 1989)。

中世の方形竪穴状遺構が、古代の竪穴住居に系譜をもって構築されたかどうかについても、 この遺構の性

格や機能を考える上で重要な意味を持つものと考える。長野県の中世村落を集成 。考察 した鋤柄氏は、中世

の方形竪穴状遺構は古代から継続 して営まれたものであ り、13・ 14世紀には主体的に存在 し、15世紀には掘

立柱建物の増加に伴って主屋の座をとって代わられる遺跡があることを指摘している (鋤柄 1986)。

東北南部の方形竪穴状遺構を集成 した高橋興右衛門氏は、方形竪穴状遺構が「奈良 。平安時代から続いた

竪穴住居 と同じ系譜に入る建物跡」であると指摘する (高橋興右衛門 1992)。 床面に炉を設置するか しな

いかが、住居か倉庫かを決める重要な施設であるとし、炉は時代が下ると設置率が低下する傾向にあること

を指摘 している。このことは、方形竪穴状遺構が当初住む家であったものから、次第に倉庫や工房などの住

居以外の機能へ変化 したことを想定 しながらも、人が住む「家」、倉庫的な「小屋」、「工房」などさまざま

な用途に用いられたことを指摘 している。また、方形竪穴状遺構だけで構成される遺跡と掘立柱建物と供伴

する場合ではその性格や機能に違いがあることを考慮する必要があるとも指摘する。

一方、飯村氏は、陸奥南部地域では■世紀には竪穴住居は消滅 しているので、中性の方形竪穴状遺構とは

系譜的には繋がらないとしながら、一時的な住居や貯蔵を目的として構築されたことを想定 している。また、

方形竪穴状遺構が道や川などの「無縁」 。「無主」の地に立地し、墓域や宗教施設も隣接することを指摘し、

このような遺跡を「宿」「市」「津」ではないかとしている。

鎌倉周辺で多数発見されている、方形竪穴状遺構を検討 した宗茎氏は、方形竪穴状遺構の分類を行いその
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機能について検討を行っている (宗茎 1999)。 柱穴定ての小規模なものは住居の可能性があるが、切石を

用いた堅牢な構造をもつものは倉庫として機能 していたことを想定 している。

このようにみてくると、方形竪穴状遺構と呼ばれるものが、さまざまな機能や性格をもっていたことがわ

かる。先にみたヽ東北地方の例のように生産に伴 う明瞭な伴出遺物がある場合を除いて、それぞれの竪穴に

その機能を特定することは困難である。また、方形竪穴状遺構がノミラエティーに富んでいることもわかる。

しかし、方形竪穴状遺構を概観するなかで、例外はあるものの、竪穴内で使用されたと思われる遺物がほと

んどみられないこと、人為的に埋め戻 しを行っていることが共通点として指摘できる。方形竪穴状遺構の機

能 。性格を考える上で、埋め戻すという行為が重要な意味を持つと考えるが、どのような意図で行われたの

かは明らかではない。

3 紺屋遺跡の遺構配置と構造

7棟の方形竪穴状遺構からは、竪穴内で使用されたような遺物は出土 していないが、竪穴の廃棄にあたっ

て混入した方形竪穴状遺構の使用時期に近いと思われる遺物がわずかではあるが出土 している。出土 した陶

器類は古瀬戸・常滑を産地としているものである。古瀬戸製品はほとんどが後 I期に比定されるものである

(藤澤 1996)。 2号方形竪穴状遺構出土の碗形鉢が後Ⅱ期まで下る可能性はあるが、おおよそ14世紀後半

の資料とすることができる。一方常滑製品は甕・広口壷とも口縁部の形態から中野編年の 9期に比定される

ものであり、15世紀前半の所産であるとされる (中野 1994)。 このことから本遺跡の方形竪穴状遺構群は、

14世紀末から15世紀代にかけて構築されたものと考えられる。なお、 4・ 6・ 7号方形竪穴状遺構からは時

期を特定するような遺物の出土はないが、6号方形竪穴状遺構は 1号方形竪穴状遺構に切られてお り、その

時期をおおよそ推定することはできる。また、周辺からも16世紀代と思われるような遺物が出土 していない

ことから、 4・ 7号方形竪穴状遺構も遅 くとも15世紀後半代に構築されたものと考えられる。

第 1章第 5節の遺跡概要の項でも触れたが、本調査区において中世の建物跡である方形竪穴状遺構は、調

査区中央よりやや東側の微高地東端にまとまって構築されていた。前年度の町教育委員会による第 1次調査

では、現在の県道脇から中世と推定される側濤を伴った道路状遺構が検出されている。遺構の一部は現在の

県道下にあ り、県道に沿 うように構築されているものと考えられ、主軸をN32° 一ヽVに とる。また、本調査

区の位置する地点は、南北に細長い尾根上にあ り、尾根のほば中央には13～15号の 3条の濤が南北 Vこ掘られ

ている。それぞれの濤は平行して掘られているため、新旧関係は不明であるが、平安時代の竪穴住居を切っ

ていることから中世の濤であることが推定された。そのうち東側に位置する13号濤は、主軸をN-36°一Wと

はば道路状遺構と平行に掘られており、13号濤が道路状遺構を意識 して掘られたことが窺える。方形竪穴状

遺構は、この道路状遺構と濤に囲まれた地点に立地する。調査面積が限られていることもあ り推定の域はで

ないが、本遺跡の濤跡は道路状遺構に対し、約70mの 間隔をもってコの字状に配され、中世の建物群を取 り

囲んでいたものと考えられる。この区画の外側にあたる濤西側では、中世の建物群はまったく検出されてい

ない。また、道路状遺構に近い地点では、道路から35m前後の幅をもって建物群などの遺構がまった くみら

れない無遺構地帯となっている。このような例は、遺跡の規模が大きく異なるが栃木県下古館遺跡でも同様

なあ り方を示 している。ただし、龍角西遺跡として調査した道路状遺構東側は、東へ向かう谷地形 となって

お り、方形竪穴状遺構が 2棟ほど検出されているほか、区画濤などは発見されていない。

本遺跡の方形竪穴状遺構内からは古瀬戸・常滑をはじめとする陶器類が出土している。これらは直接方形

竪穴状遺構内で使用されたものではないが、区画内のいずれかの遺構に伴 うものであり、これらのなかには

梅瓶や祖母懐の茶董、天目茶碗などの一般的な集落遺跡ではみられないような遺物も出土 してお り、方形竪

穴状遺構のみで構成された遺跡であるとは考えがたい。方形竪穴状遺構以外に掘立柱建物跡などの遺構群が

調査区外に展開 しているものと思われる。おそらく本遺跡は、濤に囲まれた屋敷跡になるのではないかと考

える。また、濤から西へ90mほ どの南北に長い尾根縁辺部からは、五輪塔の集積地点 2カ 所のほか、中世の

墓と考えられる土坑 9基、火葬施設ないし火葬墓 2基などが発見されてお り、屋敷地からやや離れた所に墓

地を造っていたことがわかる。

以上のように、本遺跡の遺構配置は、道路状遺構を基点としてコの字状に巡る濤のなかに建物群が配置さ

― コ3-



れ、屋敷跡の外側に墓地が設けられるという、計画的な遺構配置がなされていたことが理解される。さらに

方形竪穴状遺構付近に掘立柱建物の痕跡がまったくみられないことから、区画内においても計画的に遺構の

配置が行われていたものと考えられる。

方形竪穴状遺構が掘立柱建物に対 し、社会的に従属的な位置にあったとする考え方が一部にあるが、本遺

跡の状況もそのような状況を示す可能性もある。 しかし、掘立柱建物と伴出する方形竪穴状遺構群が、非日

常的もしくは非恒常的な施設だとするならば、上記のような考え方はできないことも指摘 しておきたい。

方形竪穴状遺構が廃棄されるにあたって、人為的に埋め戻されたと考えられる例が多いことは先にも触れ

たが、本遺跡でも7棟中 6棟が埋め戻 しを行っている。埋め戻された上のなかには地山上のロームブロック

が多量に混入しいた。地山土がブロック状になってお り、覆土下層からもみられたことから、埋め戻しにあ

たって遺構周辺の堆積土を埋め戻 しに使用 したのではなく、方形竪穴状遺構を掘 り上げた上を埋め戻してい

るものと考えられる。このことは、方形竪穴状遺構を掘 り上げた土を遺構周辺に山のように積んでおいたと

考えるのは合理的ではなく、周提帯のように周辺に盛 り上げていたか、土葺屋根状にしていた可能性がある。

方形竪穴状遺構で土をかぶせた陸屋根構造をもつ例は、長野県遊光遺跡において検出されている (気賀沢ほ

か 1990)。 また、島原の乱図房風にも土屋根構造の方形竪穴状遺構が描かれている (中井 1994)。

検出された方形竪穴状遺構の壁は、垂直に立ち上がってお り崩落 したような状況はみられなかった。方形

竪穴状遺構の使用期間は短期間で埋め戻されたという指摘もあるが、遺存状況が良好なことから壁板を張っ

ていたものと考えられる。この壁板は、壁際に立てられた柱によって支えられていたものと考えられるが、

6号方形竪穴状遺構や 3号方形竪穴状遺構の初期の柱穴のように、壁から内側に柱穴が配置されている場合

については、どのように壁板を支えていたのかは不明である。

床の構造については、鎌倉周辺などの調査でその構造を知ることができる (齋木 1989)。 根太材に釘を

用いて板材を貼っている良好な事例が紹介されてお り (齋木 1錦9)、 方形竪穴状遺構の床構造を知ること

ができるが、本遺跡の方形竪穴状遺構がこのような床板を使用したのかどうかは不明である。本遺跡の場合、

床の硬化が認められるものが多く、とくに出入口施設付近の硬化は顕著であったことから、土間であったか、

根太等を用いず板材を敷いたような簡素な構造であった可能性が高い。
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居
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居
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土
師
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デ
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ナ
デ
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雲
母

良
内

外
面

黒
変

16
2号

住
居

14
5,
14
8,
18
0～

18
2,
20
6～

И
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師
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師

器
必

(1
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冒
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6
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ロ
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、
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ロ
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ロ
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ラ
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燥
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褐
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ロ
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台
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勝

/3
(密
)自

、
赤

、
黒

色
粒

子
、
雲

母
良

95
/9
5

黒
色

土
器

17
小
鍛
治
遺
構

26
,8
2,
14
4～

14
6,
14
8～

15
0,

16
6

土
師

器
芥

(1
20
)

37
ク

ロ
ナ

デ
、

磨
き

回
転

糸
切

り
未

調
に

が
い

黄
橙
 1
0Y
R6
/4

(密
)自

、
赤

、
黒

色
粒

子
、
石

英
良

39
/6
0

黒
色

土
器

39
小
鍛
治
遺
楠

10
9～

11
2,
11
6,
12
0～

12
2,

12
5

土
師

器
婉

(1
60
)

ク
ロ

ナ
デ

、
暗

文
口 削

冒
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ

笹
 2
 5
YR
6/
6

(密
)自

、
赤

、
黒

色
粒

子
良

21
1/
25

黒
色

土
器

39
小
鍛
治
遺
構

須
恵

器
芥

(1
40
)

ク
ロ
ナ

デ
灰

自
 2
5Y
8/
2

(密
)

赤
、

黒
色

粒
子

良

39
小
鍛
治
遣
構

須
恵

器
芥

(7
0)

回
転

糸
切

り
未

調
整

灰
黄
 2
 5
Yi

/2
(密

)黒
、

自
色

粒
子

良

39
21

小
鍛
治
遺
権

11
.1
34

土
師

器
蓋

(1
54
)

ロ
ケ

ロ
ナ

デ
、

磨
き

ロ
ク
Pナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

削
り
、

ナ
デ

(内
)灰

褐
7 
5Y
R5
/2

(外
)橙

 7
 5
YR
7/
6

(密
)白

、
赤

色
粒

子
、
雲

母
良

25
/2
5

30
小
鍛
治
遺
構

1
6,
13
2

土
師

器
蓋

(1
60
)

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、

磨
き

橙
 5
YR
6/
6

(密
)赤

、
黒

色
粒

子
、

雲
母

良

1
小
鍛
治
遺
務

22
5,
22
6

緑
釉

陶
器

碗
Fケ

Pナ
デ

ク
ロ
ナ

デ
浅

責
搭
 l
ll
YR
8/
3

(密
)

赤
、
黒

色
粒

子
良

猿
投

2
小
鍛
治
遺
構

22
4

灰
釉

陶
器

碗
(1
20
)

ク
ロ
ナ
デ

淡
黄
 2
5Y
8
/3

(密
)赤

、
黒

負
粒

子
皇

3
小
鍛
治
遺
構

34
～

45
,4
6,
12
6,
13
1,
17
8,

20
4

須
恵

器
小

形
長

頸
瓶

ロ
グ

ロ
ナ

デ
ク

ロ
ナ

デ
内 外

暗
灰

黄
2 
5Y
R5
/2

暗
赤

褐
5Y
R3
/4

(密
)

白
、

黒
色

粒
子

良
3C
1/
50

猿
投

小
鍼
治
遺
構

灰
釉

陶
器

平
瓶

ロ
ク

ロ
ナ

デ
Ｐ 削

ナ
デ

、
回

転
ヘ

ラ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

削
り

灰
自
 7
5Y
8/
2

(密
)自

、
黒

色
粒

子
、

雲
母

良
95
/9
9

猿
投
K1
4

5
小
鍛
治
遺
構

88
,8
9,
12
9,
13
0,
15
7

土
師

器
甕

に
ぶ

い
褐
 7
 5
YR
5/
3

(や
や

密
)自

、
赤

、
黒

色
粒

子
、

雲
母

良

6
小
鍛
治
遺
構

22
7

土
師

器
甕

(2
80
)

明
赤

褐
 2
 5
YR
5/
6

(粗
)白

(勿
、
黒
色
粒
子

(多
)

雲
母

(多
)、

石
英

(多
)

不
良

40
7

小
鍛
治
遺

構
24
,1
42

土
師

器
甕

(2
20
)

ケヽ
、

ナ
デ

ナ
デ

褐
 7
 5
YR
4/

4
(や

や
組
)黒

色
粒

子
、
雲

目
や
や
不

良

40
8

小
鍛
治
遣

構
1
38
～

14
1,
17
2,
(1
53
,1
68
,

21
5,
22
1)

土
師

器
奏

ナ
デ

ナ
デ

、
タ

タ
キ

赤
褐
 5
Ⅵ

眩
/6

(粗
)

白
、

赤
色

粒
子

、
石

英
不

良

40
9

小
鐵
治
遣
構

12
3

土
師

器
小

形
甕

Fク
ロ
ナ

デ
回

転
糸

切
り
禾

調
整

に
ぶ

い
褐
 7
 5
YR
5/
3

(粗
)自

、
赤

、
黒

色
粒

子
良

― /
25
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号

遺
構

名
取
  

上
  
No

器
種

器
形

法
量

(e
rn
)

整
  

形
色

調
胎

土
焼

成
残

存
率

備
考

口
径

底
径

器
高

内
  

面
外

向
底

 
部

酪
1

1号
竪

穴
80

陶
器

天
目
茶

碗
(1
32
)

タ
ロ
ナ

デ
ク

ロ
ナ

デ
暗

褐
 l
ll
YR
3/
3

(密
)

石
芙

、
長

石
良

― /
5

古
瀬

戸
 

鉄
釉

58
2

1号
竪

穴
陶

器
広

口
壺

ク
ロ
ナ

デ
(内

)暗
青

灰
 5
P 
B4
/1

(外
)灰

赤
 7
5R
4/
2

(密
)

白
、

黒
色

粒
子

良
75

常
滑

58
3

1号
竪

穴
14
3

陶
器

甕
ロ

ク
ロ
ナ

デ
に
ぶ

い
赤

褐
 5
1T
R4
/3

(密
)白

、
赤

、
黒

色
粒

子
良

常
滑

58
4

[号
竪

穴
13
8

陶
器

甕
ナ

デ
ナ

デ

t界
;艦

武
鞣
だ

:穏
5/
4

(や
や

密
)白

、
赤

、
黒

色
粒

子
、

石
英

良
常

滑

58
5

2号
竪

穴
黙

,2
8,
33

灰
釉

陶
器

碗
形

鉢
(2
30
)

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

灰
白
 7
5W
/2

(密
)赤

、
黒

色
粒

子
良

― /
5

古
瀬

声

58
6

2号
竪

穴
8

陶
器

甕
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ク
ロ
ナ

デ
に

ぶ
い

褐
 7
 5
YR
5/
4

(密
)自

、
赤

、
黒

色
粒

子
良

常
滑

7
3号

竪
穴

84
灰

釉
陶

器
平

碗
Fク

ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
灰

白
 2
げ

F3
/2

(釉
)浅

黄
 5
Y7
/8

(緻
密

)
良

古
瀬

戸

8
3号

竪
穴

1
3,
(1
7)

灰
和

陶
器

四
耳

壷
ロ

ク
ロ
ナ

デ
ロ

ケ
ロ
ナ

ブ
灰

貢
 2
5Y
7
2

(釉
)オ

リ
ー

ブ
黒
 1
0Y
3/
2

(緻
密

)
長

古
瀬

戸
 

内
面

タ
ー
ル

付
着

1
3号

竪
穴

(7
,2
5,
41
,4
8,
55
,7
0)
,(
23
)

(3
2,
50
,5
6,
72
,7
4)
,(
37
,4
9

器1
1%
lk
既
臀
ず
鴬

;

(酪
),
(5
9)

陶
器

甕
(4
24
)

17
2

(6
50
)

ナ
デ

ナ
デ

、
指

頭
痕

ナ
デ

t界
;胚
憬、
げ
粥

r:
YR
5/
4

(密
)自

色
粒

子
、

礫
艮

常
滑
 

履
部

片
口
鉢

と
し
て

転
用

2
4号

竪
穴

8
土

師
器

界
(1
21
)

ナ
デ
、
踏
き

ロ
ク

ロ
ナ

デ
獲
 7
 5
YR
6/
6

(や
や
粗
)自

、
赤

、
黒

色
粒

子
、

雲
母

や
や
良

黒
色
土

器

3
土

師
器

皿
(1
12
)

ナ
デ

、
磨

き
ロ

ク
ロ
ナ

デ
に

ぶ
い

黄
笹
 7
 5
YR
7/
4

(や
や

密
)赤

色
粒

子
、

雲
母

良
黒

色
土

器

4
4号

竪
穴

7
土

師
器

不
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
磨
き

手
持

ち
ヘ

ラ
削

り
ヘ

ラ
肖
1り

に
ぶ

い
黄

怪
 7
 5
YR
6/
4

(や
や

密
)赤

色
粒

子
艮

黒
書

50
5

4号
竪

穴
4

陶
器

茶
菫

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
t界

;院
套
糟
赤
偲
Y£
コン

/3
(密

)自
色

粒
子

良
古

瀬
戸
 

祖
母

曖

59
6

5号
竪

穴
95

須
煮

器
芥

(1
28
)

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
灰

黄
 2
5Y
6
/2

(密
)黒

色
粒

子
、
雲

母
や

や
良

5号
竪

穴
灰

釉
陶

器
平

碗
ロ

ク
ロ

ナ
デ

ロ
ク

ロ
ナ

デ
灰

白
～

灰
黄

5
W守

/2
～
25
17
/2

(密
)

良
10
/1
2

8
5号

竪
穴

1
47

土
師

器
不

類
ロ
グ
ロ
ナ
デ
、
暗
文

ロ
ク

ロ
ナ

デ
魅
 5
YR
6/
6

(緻
密
)赤

色
粒

子
良

黒
色

圭
器
 

墨
書

9
5号

竪
穴

陶
器

茶
壷

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ク
ロ
ナ

デ
t界

;炭
婁増
発観
誌 ,

ぁ

5Y
R4
/3

(密
)白

、
黒

色
粒

子
、

金
色

雲
母

良
祖

母
懐

6号
竪

穴
2

須
恵

器
芥

(1
37
)

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
灰
 5
Y5
/1

(や
や

密
)

良

rj
9

11
7号

竪
欠

土
師

器
辣

Fク
ロ
ナ

デ
Pク

ロ
ナ

デ
に
が

い
黄

橙
 
1ば

rR
7/
4

(や
や

密
)

良
黒

色
土

器
 

墨
書

7号
竪

穴
土

師
器

芥
ナ
デ
、

磨
き

タ
ロ
ナ
デ

回
転

糸
切

り
未

調
整

笹
 7
 5
Ч
q7
/6

(や
や

粗
)白

、
赤

色
粒

子
良

20
/3
0

黒
色

上
器

7号
竪

穴
23

須
薫

器
雰

(1
20
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ク
ロ
ナ

デ
灰

5Y
6/
1

(密
)

白
、
黒

色
粒

子
良

― /
5

1
4号

土
坑

土
師

器
小

形
壷

ク
ロ
ナ
デ

ク
ロ
ナ

デ
、

ヘ
ラ
削

り
に

ぶ
い

橙
 7
 5
Wq
7/
4

(や
や

粗
)白

、
赤

色
粒

子
、

金
色

室
母

良
5/
20

2
7号

土
坑

6
土

師
器

外
(1
1

1)
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
、
手

持
ち

ヘ

ラ
肖
1り

橙
 5
YR
6/
6

(緻
密
)赤

色
粒

子
良

/7

7号
土

坑
土

師
器

皿
ロ

ク
ロ
ナ

デ
、
渦

巻
き
状

暗
文

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、

回
転

ヘ
ラ

肖
」
り

回
転

ヘ
ラ

肖
1り

明
赤

褐
 2
51
1R
5/
6

(緻
密
)赤

色
粒

子
長

15
/3
0

墨
書

4
20
号

土
坑

I
土

師
器

赤
(1
34
)

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、

磨
き

ロ
ク

ロ
ナ

デ
極
 5
W■

7/
6

(緻
密
)白

色
粒

子
艮

黒
色

土
器

20
号

土
坑

2,
25
±

2
土

師
器

芥
ロ

ク
ロ
ナ

ブ
、

暗
文

ロ
ク

ロ
ナ

デ
、

手
持

ち
ヘ

ラ
肖
1り

回
転

糸
切

り
、

ヘ

ラ
削

り
怪
 2
 5
YR
6/

8
(や

や
粗
)白

、
黒

色
粒

子
、

金
色

雲
母

良

6
18
号

土
坑

3
土

師
質

土
器

内
耳

土
器

(2
68
)

ナ
デ

ナ
デ

掻
 5
YR
6/
6

(や
や

粗
)自

、
赤

色
粒

子
、

金
色

雲
母

や
や

不
良

7
22
号

土
坑

上
師

器
皿

(1
36
)

FI
ケ

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
、

手
持

ち
ヘ

ラ
肖
Jり

明
赤

褐
 2
 5

1T
R5
/6

(密
)

白
色
粒

子

27
号

土
坑

土
師

器
鉢

(2
20
)

ロ
グ

ヨ
ナ

デ
、

暗
文

ロ
ク

ロ
ナ

デ
掻
 5
YR
6/
6

(緻
密
)赤

、
黒

色
粒

子
や

や
不

良

31
号

土
坑

7
土

師
零

床
ロ

ク
ロ
ナ

デ
、
磨

き
ロ

ク
ロ

ナ
デ

に
ぶ
い
橙
 7
 5
YR
7/
4

(や
や

密
)赤

色
粒

子
、

金
色

雲
母

艮
黒

色
土

器

32
号

土
坑

4
陶

器
広

口
壷

(2
70
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

(釉
)灰

黄
 
25
Y6
/2

t界
;彊
赤褐
弱 R

名
:/
3

(緻
密
)自

色
粒

子
良

常
滑

32
号

土
坑

緑
釉

陶
器

皿
ロ

ク
ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
回
転

ヘ
ラ
削

り
付

け
高

台
灰

白
5Y
8/
1

(級
密

)
良

20
/5
0

転
用

硯
 

猿
投
K1
4な

い
し
K9
0

44
号

土
坑

土
師

器
雰

磨
芸

ロ
ク

ロ
ナ

デ
魅
 2
 5
1T
R7
海

(や
や

密
)自

色
粒

子
、

金
色

雲
母

良
黒

色
土

器

10
号

ピ
ッ

I
1

土
師

器
不

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ
ナ

ブ
橙

 7
 5
YR
6/
8

(や
や

密
)

良
墨

書

12
号

ビ
ッ

ト
土

師
器

芥
ヘ

ラ
削

り
橙
 7
 5
YR
6/
6

(や
や

粗
) 

自
、

黒
色

粒
子

や
や

不
良

72
11

1
5号

濡
灰

和
陶

器
皿

(1
50
)

ロ
ク

ロ
ナ

ブ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

灰
黄
 2
5Y
7/
2

(密
)白

、
赤

、
黒

色
粒

子
良

2
6号

濡
36

陶
器

瓶
子

ロ
ク

ロ
ナ

デ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

(内
)灰

白
 2
5Y
8/
2

(外
)暗

灰
黄
25
Y4
/2

(密
)自

色
粒

子
良

古
瀬

戸
 

鉄
釉

印
花

文
 

内
面

、
割

れ
口

に
煤

付
着
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上
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器
種

器
形

法
量

(C
al
)

整
  

形
色

調
胎

土
焼

成
残

存
率

備
考

口
径

底
径

器
高

内
面

外
面

底
 

部

3
12
号

濤
1

土
師

器
不

Fク
ロ
ナ

デ
ロ

ク
ロ
ナ

デ
橙

51
「
R6
/6

(密
)白

、
赤

、
黒

色
粒

子
艮

墨
書

4
H号

濤
5

須
恵

器
芥

(1
40
)

ロ
ク

ロ
ナ

デ
灰

 5
Y4
/1

(や
や

密
)白

、
赤

、
黒

色
粒

子
、

雲
母

艮
―
/5

5
13
号

濡
26

土
銅

器
芥

(1
40
)

ク
Pナ

デ
ク

コ
ナ

デ
、

ヘ
ラ

削
り

明
赤

褐
 5
Ⅵ

郵
/6

(密
)白

、
赤

、
黒

色
粒

子
、
雲

母
良

―
/5

6
13
号

濡
土

師
器

界
(1
50
)

ク
ロ
ナ

デ
、

應
き

ロ
ク
ロ
ナ
デ

極
 7
51
T6

/6
(や

や
密
)自

、
赤

、
黒

色
粒

子
、

雲
母

良
―
/5

7
16
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第 3表 墨書・線刻土器一覧表

図 版 番号 出土遺構 取 上 No 墨書・線刻内容 種 別 器種 記銘部位 /状況 傭 考

1号住居 24,55,56,72,85,87,91,92,

119,1列 ,125,146,147,149,

204,217,219

□□ 土師器 芥 体部・外面/ 文字かどうか不朔

1号住居 103,131,133-139,197,201 東 土師器 皿 底部・外面/

2号住居 199 千□ 土師器 外 体部・外面+底部・外面/

2号住居 202,204,205 □ 土師器 皿 体部・外面/ 「千」の可能性が高い

2号住居 □ 土師器 芥 体部・外面/ 黒色土器

2号住居 120 土師器 皿 体部・外面/

20 2号住居 □ 土師器 芥 類 体部・外面/ 黒色土器

2号住居 同 土師器 不 類 体部・外面/
2号住居 63 □ 土師器 亦 類 体部・外面/

2号住居 28 □ 土師器 甕 体部 。内面/

20 4 3号住居 48 □ 土師器 芥 体部。外面/
昴 5 3号住居 上師器 必 体部。外面/

3号住居 111,134 □ 土師器 llll 体部・外面/
3号住居 □ 上師器 必 類 体部・外面/

20 3号住居 □ 灰釉陶器 碗 体部・外面/ 墨書ではない可能性もある

2 4号住居 523,539 山 土師器 芥 体部・外面/ 線刻土器

4号住居 526 □ 土師器 必 体部・外面/
4号住居 476,587,588,596,15濤 44 □ 土師器 皿 体部・外面/
4号住居 522,524 長 土師器 皿 体部・外面/倒位

4号住居 1,2,10,154,271,436,542

ψヽ546,619,652
休 ヵ 土師器 外 体部 。外面/倒位 黒色土器

25 4号住居 541 磯 ヵ 土師器 外 体部・外面/倒位 黒色土器

25 4号住居 574 □ 土師器 必 体部・ 外面/ 黒色土器

26 4号住居 2CD □ 土師器 必 類 体部・外面/ 黒色土器

27 4号住居 508 土師器 芥 類 体部・外面/
28 4号住居 土師器 不 類 体部・外面/
5 5号住居 109,213,215 □ 土師器 界 底部・外面/

5号住居 238,262 長 土師器 芥 体部・外面/倒位

29 5号住居 □ 土師器 芥 体部・外面/
29 5号住居 173 長 土師器 芥 類 体部。外面/倒位

29 5号住居 □ 土師器 亦 類 体部・外面/
5号住居 171,183 本 土師器 ネ 類 体部・外面/倒位

5号住居 82 □ 土師器 芥 類 体部・外面/
29 29 5号住居 □ 土師器 必 類 体部・外面/

l 6号住居 努 5 乏・ 乏 土師器 外 体部・外面+体部・外面/横位 体部外面対称位置

6号住居 値 土師器 芥 体部。外面/
6号住居 1,216 栢 土師器 必 体部・外面/
6号住居 栢 土師器 必 類 体部・外面/
6号住居 □ 土師器 芥 類 底部・外面/

1 小鍛冶遺構 9,10,15,41,X豊 渭章タト305 庄 土師器 界 底部・外面/

小鍛冶遺構 107 土師器 不 体部 。外面/
4号竪穴 7 □ 土師器 芥 体郡・外面/
5号竪穴 147 栢 土師器 外 類 体部・ 外面/ 黒色土器

59 11 7号竪穴 □ 土師器 芥 体部・外面/ 黒色土器

7号土坑 東 ヵ 土師器 皿 底部 。外面/
10号 ピット 1 □ 土師器 芥 体部・外面/
12号濤 1 □ 土師器 必 体部・外面/
16号濤 □ 土師器 外 類 体部・ 外面/

遺構外 205,表採 上 ヵ 土師器 必 体部・外面/
遺構外 348 日 土師器 芥 体部 。外面/

一-124-―
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おわりに

今回の発掘調査は、広域営農団地農道建設に伴 う発掘調査とドうこともあり、調査幅10mほ どとわずかな

ものであったが、平安時代の小鍛冶遺構を伴 う集落、中世の濤に囲まれた建物群などを発見することができ

た。幸い前年度には町教育委員会によって、周辺の遺跡の発掘調査がなされ、道路状遺構や墓地などが発見

されたため、中世における紺屋遺跡周辺の土地利用をある程度推定することができた。

調査区の北と南側は杉や桧が植林されてお り、その木陰は標高660mを越える高地の涼風とも相まって、

暑い夏の調査からわれわれを救ってくれた。また、探などの雑木林には樹液を求めてカブ ト虫、クフガタを

はじめ多くの昆虫が群がっていた。とくにオオムラサキの里らしく、オオムラサキが乱舞する姿は炎天下で

の発掘調査にひとときの憩いを与えてくれた。

しかし、暑い夏に恩恵を受けた木陰も11月 を迎えると、調査の進展を妨げる存在となった。 1日 中日光の

当たらない調査区では、写真撮影もままならず、霜柱も午前中融けないままであった。また、雑木林の枯葉

は、八ケ岳嵐の強風にの り調査区内に降 り注いだ。

このように、今回の発掘調査は、とくに季節を感 じることのできる調査でもあった。

最後に、発掘調査から報告書刊行にあた りご協力を賜った関係機関、ご教示をいただいた方々、炎天下の

なか深い竪穴の中でひたすら上を掘 り上げ、写真撮影の際構葉を追いかけていただくなど発掘調査に参加さ

れた方々、限られた時間のなかで報告書刊行に向け整理作業に従事された方々、以上の方々に厚 くお礼申し

上げます。
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図版 1

調査区全景



図版 2

調査区全景

調査区中央付近航空写真 (1)



図版 3

調査区西側航空写真

2 調査区中央付近航空写真 (2)



図版 4

横
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↓ド
士
襟

1 調査前状況 (1)

i=|

猾

2 調査前状況 (2)



図版 5

1 調査風景 (1) 2 調査風景 (2)

3 調査風景 (3) 4 調査風景 (4)

5 遺跡基本土層 (西側) 6 還跡基本土層 (東側)



1 1号堅穴住居全景

2 同遺物出土状況 (1)



図版 7

1号堅穴住居違物出土状況 (2)

2 同遠物出土状況 (3) 3 同カマ ド

4 同カマ ド遺物出土状況 5 同旧カマ ド



図版 8
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